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高校ディベート部 全国ベスト 8 進出

八月四日から六日にかけて立教大学の池袋キャンパスで開催された第二十三回全国・中学

高校ディベート選手権（ディベート甲子園）に、ディベート部が四年連続出場をし、全国ベ

スト８に輝いた。

高校の論題は「日本は国会を一院制にすべきである（※参議院を廃止するものとする）。是

か非か」。現在の日本の国会は、衆議院と参議院の二院で立法を行っている。そのため、ね

じれ国会となることもあり、速やかに立法府の意志を示すことが困難になる事態を招きか

ねない。だからといって、一院制では慎重な審議を行うことができなくなるという問題があ

る。今の日本において、どのように政治を行っていくのがよいのかを様々な視点で探求する

点で、例年にもまして難しい論題であった。

エキシビジョンマッチの即興ディベートに、松元君と徳永勇人君（二年）が出場した。この

即興ディベートチームは、ベスト８で敗退した四校の、各校代表二名による計八名が肯定・

否定に分かれて行う。論題は「日本の中学校高校は修学旅行を廃止すべきである。是か非か」。

他校の生徒と協力し、ユーモアを交えてのディベートは、観客から大喝采を浴びた。本年の

全国大会では、八位以内で入賞を果たし、選手宣誓や即興ディベートなど関西創価の存在を

大きく示す大会となった。



2018 年度 SGH 研究開発成果集発刊にあたって 
 

関西創価高等学校校長 杉本 規彦 
 

2015 年に SGH の指定を受け４年、多くの皆様のご支援とご協力のおかげで、着実に研

究開発を進めることができ、2018 年度成果集を発刊する運びとなりました。関係する皆様

に心より感謝を申しあげます。 
 
本校では開校以来、「他人の不幸の上に自分の幸福を築くことはしない」との信条を、教

育の根幹としてきました。SGH 事業においても、この信条を基点として「世界市民教育プ

ログラム」の研究開発に取り組んでまいりました。 
 
研究開発構想名は「TRY 人の郷・交野から 平和の創造に挑戦するグローバルリーダー

育成プログラム」です。その概要は、「Active Learning の土台の上に、国連が提起してい

る地球的課題について探究し、世界の平和に貢献するグローバルリーダーとしての使命感、

共感力、問題解決への創造力を育む教育活動を高大連携して開発する」というものです。 
 
メインプログラムは全校生徒を対象にした探究型総合学習 GRIT（Global Research and 

Inquire Time）と、その集大成たる学年模擬国連です。また SDGｓをより専門的に学ぶ

ため、希望者による課題探究授業として高大連携の UP（University Partnership）クラ

ス、さらに選抜された生徒が全て英語で行う Learning Cluster があります。国内外のフ

ィールドワークも回を重ねるごとに交流先も広がり、充実した内容となっています。 
 
GRIT で取り組んでいる「環境・開発・人権・平和」の 4 分野は、調べるほど難問ばか

り。しかし、一つ一つの課題に真剣に向き合い格闘する生徒の姿に、私たちは大いなる希

望を抱いています。世界各地の紛争地帯で活躍された著名な看護師であり、ロンドン大学

衛生熱帯医学大学院のクレア・バーチンガー博士は「グローバルに考え、地域で行動する

ことによって、私たち一人ひとりが変化を生み出すことができます。誰もが山々を動かし、

世界を変革する力を持っているのです」と語られています。私たちの SGH での学びが、自

身を、地域を、そして世界を変革していくと信じます。 
 
最後に、本校 SGH 運営指導委員である梶田叡一先生、米田伸次先生、朝野富三先生、ま

た提携していただいております大学、国際機関、研究機関、企業、地元・交野市教育委員

会の皆様、ユネスコスクールの皆様、そして多くの SGH 校の皆様に深く感謝申しあげま

す。 
 

2019 年 3 月 16 日 
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⑧

課

題

研

究

 課題研究内容

グローバルリーダーとしての使命感・共感力・問題解決への創造力の育成を図るた

め、「環境・開発・人権・平和」の４分野について国連が具体的に提起している諸問

題を探究し、チームとして解決方法を目指すプロセスを確立する。 
※コアとなるグローバルイシューは、「ポスト 開発アジェンダ」の検討内容を中

心として各チームがテーマを設定し探求する。 

 実施方法・検証評価

① ①探究型総合学習 GRIT（Global Research and Inquiry Time)  
○土曜日に実施 ○全校生徒を対象 ○「環境･開発･人権・平和」の４分野につい

て大学･国際機関･企業と提携し探究活動 ○大学院生を各クラスに TA として配置 
○1 年生「環境･開発」 2 年生「人権･平和」 3 年生では模擬国連と論文作成 
○GRIT 講演会 Global Citizenship Seminar を学期毎に開催 
○全員が EarthKAM を体験し、宇宙から地球を見つめる視点を育成 
○「天の川ホタル復活プロジェクト」で自然との共生の心を育む 

②高大連携プログラム SP（SOKA Progress ）Class 
○希望者を対象 ○グローバルリーダーの資質向上に資する連続講座 
○提携大学･国際機関から講師を招き実施する UP(University Partnership)Class 
○2016 年度から単位を付与 ○GRIT を推進し、LC へつなぐ 

③国際機関と提携して行う先進的な特設プログラム LC（Learning Cluster） 
○2・3 年生の希望者から最大 32 名（2015 年度は 20 名を予定）を選抜 
○4 名 1 チームで 4 分野からコアとなるテーマを設定 ○活動の全ては英語 
○創価大学と提携した東京・アジアフィールドワーク 
○アメリカ創価大学と提携したカリフォルニア環境人権平和フィールドワーク 
○UNDP と提携した開発フィールドワーク 

④高大連携で授業改善 ― 友と協力し自ら学ぶ Active Learning を強力に展開 
○全ての課題研究の推進の土台として、主体性あふれる学びの姿勢を築く 
○ICT 教育も同時に研究、推進 ○創価大学教育学部と提携し全教科で導入 

検証評価

学年･学期毎に SGH 委員会が作成したルーブリック評価を導入し、生徒の変容を評

価するとともに、提携大学関係者を交えた評価委員会により行う。 
必要となる教育課程の特例等 なし

⑧

上

記

以

外

 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価

①留学生と地球的課題を語るプログラム Global Camp 
②語学力向上の取り組みを強化

○Critical Writing Center の設置 外国人講師が face to face で添削指導他 
③世界に、社会に目を向ける NIE（Newspaper in Education）
④日本人としての identity を育成する Feel Japan Program  

○海外高校生徒との共同生活体験 ○留学生への古都案内

○国語の授業、図書館、クラブでの「日本文化」の深化など

検証評価 教養とリーダーとしての資質向上を期し、授業連携や読書教育をさらに進

める。各種コンテストの参加数、生徒へのアンケートをもって検証評価を行う。

課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等 特になし。

グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法

①校長を長とする SGH 委員会等教職員体制の整備、強化 ②保護者の意識変革 
③専用 WEB サイトの開設 ④図書館に「環境・開発・平和・人権」「グローバルビ

ジネス」専用書架の設置 ⑤SGH カリキュラムを含め研究開発計画に沿って実施 

⑨その他

特記事項
提携校の創価大学は SGU であり、本校の研究開発を効果的に進めることができる。 

【別紙様式５】

平成２７年度スーパーグローバルハイスクール構想調書の概要

指定期間 ふりがな かんさいそうかこうとうがっこう

②所在都道府県 大阪府
～ ①学校名 関西創価高等学校

③対象学科

名

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模

１年 ２年 ３年 ４年 計 普通科 生徒数 1075 名（2014 年度）

同キャンパスに中学校を併設普通科 359 357 359  1075 

⑥研究開発

構想名

TRY 人(じん)の郷・交野から 
平和の創造に挑戦するグローバルリーダー育成プログラム 

⑦研究開発

の概要

Active Learning の土台の上に、国連が提起している地球的課題について探究し、

世界の平和に貢献するグローバルリーダーとしての使命感・共感力・問題解決への

創造力を育む教育活動を高大連携して開発する。 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等

⑧

全

体

 目的・目標

1600 年前に日本に技術を伝えた渡来人が住み着いたとされる交野。21 世紀はこの

交野より世界へ飛び立ち、地球的課題の解決に果敢に挑み、世界の平和に貢献する

グローバルリーダーを育成することを目的とする。

SGHA として 2014 年度に取り組んだプログラムをさらに発展させ、創価大学･アメ

リカ創価大学･オタゴ大学等の高大連携を強力に推進し、UNDP 等国際機関とも提携

して、地球の今を学び、体験し、問題解決へ発信する新教育プログラムを作り上げる。 

 現状の分析と研究開発の仮説

最近 5 年間における海外大学進学者数の累計は 53 名であり、本校から創価大学に進

学した者の 40％は留学等海外経験を行うなど意識は高いが、さらなる語学力の向上や

主体的な学びの姿勢を育む授業改革が必要であり、高大連携しての Active Learning、
ICT 教育に取り組むことで大きく改善が期待できる。 

生徒自ら地球的課題に挑み解決しようとする「使命感」は、第一に世界の現状を知

り、苦しみを分かち合う「共感力」の向上の中で培われるものであると信じる。 
世界が課題とする「環境・開発・人権・平和」の４分野について、大学、国際機関、

企業と提携し、国連が具体的に提起している諸問題を探究し、生徒たちがチームとし

て新たな視点からその解決を目指すプロセスを確立することとする。 
そのため、教育の根幹たる授業において、友と協力し自ら学ぶ学習スタイルを確立

することが今後のグローバルリーダー育成の取り組みの土台となるので、Active 
Learning を全教科にわたり積極的に導入するべきである。その基礎の上に、全員で取

り組む探究型総合学習 GRIT での「環境・開発・人権・平和」の 4 分野の学びはより

進むものと確信する。さらに興味関心を抱く希望者には、高大連携プログラムとして、

SP（SOKA Progress）クラスと呼ばれるグローバルイシューの基礎講座を実施。そこ

で学びを深めた生徒からさらに選抜して、国際機関と提携しての LC（Learning 
Cluster）プログラムを行う。 
 

 成果の普及

専用 WEB サイトでの発信とともに、他の指定校と連携しながら、SGH 教育報告会

を開催。またオープンキャンパスにおいて、内外に向けた取り組み成果の報告を行う。 
新たに開発した教材はデジタル化し、広く公開していく。 
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⑧

課

題

研

究

 課題研究内容

グローバルリーダーとしての使命感・共感力・問題解決への創造力の育成を図るた

め、「環境・開発・人権・平和」の４分野について国連が具体的に提起している諸問

題を探究し、チームとして解決方法を目指すプロセスを確立する。 
※コアとなるグローバルイシューは、「ポスト 開発アジェンダ」の検討内容を中

心として各チームがテーマを設定し探求する。 

 実施方法・検証評価

① ①探究型総合学習 GRIT（Global Research and Inquiry Time)  
○土曜日に実施 ○全校生徒を対象 ○「環境･開発･人権・平和」の４分野につい

て大学･国際機関･企業と提携し探究活動 ○大学院生を各クラスに TA として配置 
○1 年生「環境･開発」 2 年生「人権･平和」 3 年生では模擬国連と論文作成 
○GRIT 講演会 Global Citizenship Seminar を学期毎に開催 
○全員が EarthKAM を体験し、宇宙から地球を見つめる視点を育成 
○「天の川ホタル復活プロジェクト」で自然との共生の心を育む 

②高大連携プログラム SP（SOKA Progress ）Class 
○希望者を対象 ○グローバルリーダーの資質向上に資する連続講座 
○提携大学･国際機関から講師を招き実施する UP(University Partnership)Class 
○2016 年度から単位を付与 ○GRIT を推進し、LC へつなぐ 

③国際機関と提携して行う先進的な特設プログラム LC（Learning Cluster） 
○2・3 年生の希望者から最大 32 名（2015 年度は 20 名を予定）を選抜 
○4 名 1 チームで 4 分野からコアとなるテーマを設定 ○活動の全ては英語 
○創価大学と提携した東京・アジアフィールドワーク 
○アメリカ創価大学と提携したカリフォルニア環境人権平和フィールドワーク 
○UNDP と提携した開発フィールドワーク 

④高大連携で授業改善 ― 友と協力し自ら学ぶ Active Learning を強力に展開 
○全ての課題研究の推進の土台として、主体性あふれる学びの姿勢を築く 
○ICT 教育も同時に研究、推進 ○創価大学教育学部と提携し全教科で導入 

検証評価

学年･学期毎に SGH 委員会が作成したルーブリック評価を導入し、生徒の変容を評

価するとともに、提携大学関係者を交えた評価委員会により行う。 
必要となる教育課程の特例等 なし

⑧

上

記

以

外

 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価

①留学生と地球的課題を語るプログラム Global Camp 
②語学力向上の取り組みを強化

○Critical Writing Center の設置 外国人講師が face to face で添削指導他 
③世界に、社会に目を向ける NIE（Newspaper in Education）
④日本人としての identity を育成する Feel Japan Program  
○海外高校生徒との共同生活体験 ○留学生への古都案内

○国語の授業、図書館、クラブでの「日本文化」の深化など

検証評価 教養とリーダーとしての資質向上を期し、授業連携や読書教育をさらに進

める。各種コンテストの参加数、生徒へのアンケートをもって検証評価を行う。

課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等 特になし。

グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法

①校長を長とする SGH 委員会等教職員体制の整備、強化 ②保護者の意識変革 
③専用 WEB サイトの開設 ④図書館に「環境・開発・平和・人権」「グローバルビ

ジネス」専用書架の設置 ⑤SGH カリキュラムを含め研究開発計画に沿って実施 

⑨その他

特記事項
提携校の創価大学は SGU であり、本校の研究開発を効果的に進めることができる。 

【別紙様式５】

平成２７年度スーパーグローバルハイスクール構想調書の概要

指定期間 ふりがな かんさいそうかこうとうがっこう

②所在都道府県 大阪府
～ ①学校名 関西創価高等学校

③対象学科

名

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模

１年 ２年 ３年 ４年 計 普通科 生徒数 1075 名（2014 年度）

同キャンパスに中学校を併設普通科 359 357 359  1075 

⑥研究開発

構想名

TRY 人(じん)の郷・交野から 
平和の創造に挑戦するグローバルリーダー育成プログラム 

⑦研究開発

の概要

Active Learning の土台の上に、国連が提起している地球的課題について探究し、

世界の平和に貢献するグローバルリーダーとしての使命感・共感力・問題解決への

創造力を育む教育活動を高大連携して開発する。 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等

⑧

全

体

 目的・目標

1600 年前に日本に技術を伝えた渡来人が住み着いたとされる交野。21 世紀はこの
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して、地球の今を学び、体験し、問題解決へ発信する新教育プログラムを作り上げる。 

 現状の分析と研究開発の仮説

最近 5 年間における海外大学進学者数の累計は 53 名であり、本校から創価大学に進

学した者の 40％は留学等海外経験を行うなど意識は高いが、さらなる語学力の向上や

主体的な学びの姿勢を育む授業改革が必要であり、高大連携しての Active Learning、
ICT 教育に取り組むことで大きく改善が期待できる。 
生徒自ら地球的課題に挑み解決しようとする「使命感」は、第一に世界の現状を知

り、苦しみを分かち合う「共感力」の向上の中で培われるものであると信じる。 
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 成果の普及

専用 WEB サイトでの発信とともに、他の指定校と連携しながら、SGH 教育報告会

を開催。またオープンキャンパスにおいて、内外に向けた取り組み成果の報告を行う。 
新たに開発した教材はデジタル化し、広く公開していく。 
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GRIT（Global Research and Inquiry Time） 

1 ２０１８年度 GRIT概要 
２０１４年度に SGHとして採択されてから、登校する土曜日を利用し、総合学習 GRITの授業を行

っている。GRITでは、関西創価高校の SGHテーマ「環境・開発・人権・平和」の４分野についての基
礎知識をビデオやプリントで学び、フィールドワーク、体験学習を行ってきた。GRIT は全員が４分野
について学ぶ、本校の SGHプログラムの根幹となるものである。 
１年生では、「環境・開発・人権・平和」の４分野について、概要と体験型授業をもとにグローバルイ

シューを体感できるようにした。 
２年生は、６月に行われる創価大学での研修において、４分野に関する課題研究の研究計画を各分野

の専門の教授の前で行った。これは２０１５年度より始めたものである。今年度はさらに、その研究を

年間通したものとし、２月に保護者に向けて発表会を行うこととした。その発表をよりよいものとする

ために、大学院生からのアドバイスをいただく機会を２回持ち、クラスをシャッフルした発表も行った。 
３年生では、今まで学んだことを利用し、全クラスを９２ヶ国に分け、模擬国連の形式で交渉を行い、

水問題に対する解決案を考案しまとめた。そして、その内容を一人一人が論文にし、英語でサマリーを

書いた。 
２０１８年度の変更点としては、１年生では「アースカム」「沖縄戦」についての GRIT、２年生の「課

題研究」での流れをリニューアルした。 
 

2 GRIT授業までの流れ 
GRIT は土曜日に全学年同時で開催する。授業の担当は、担任もしくは学年担当の教員である。授業

考案者や専門の教員が実施しないため、どの教員でも担当できるよう準備に時間をかけている。 
流れとして、まず GRIT 担当の教員が授業内容を考案し、SGH 委員会で検討して修正を加える。そ

の後職員会議（学年ごとに内容が違うときには週１回行われる学年会）で、授業を実施する教員に説明

し、質問を受けた。その際、授業の内容をまとめ、流れがわかるような指導案も作成した。 
指導案を用いて授業を行う中で、担当者がこうしたらいいのではないかと改良をし、フィードバック

をすることにより PDCAサイクルが行われ、よりよい授業になっていっている。 

3 GRITリーダー 
GRITの１年生の授業において、フィールドワーク、ディスカッション、体験学習などを行う際には、

授業担当者の教員のみではなく、生徒に進行役をさせることがある。この役割を担うのが GRITリーダ
ーと呼ばれるメンバーである。GRIT リーダーが必要な授業の前に、クラスで募集をし、事前に授業内
容に関する研修を受け、生徒が進行を行う。 

 

研究開発の概要 
（１）研究開発の概要

関西創価高校がＳＧＨを通して生徒に身につけさせたい力は、国連の提起する地球的課題につ

いて探究し、世界の平和に貢献するグローバルリーダーとしての「使命感」「共感力」「問題解決

への創造力」である。 の土台の上に、全校生徒を対象とした「環境・開発・人

権・平和」の４分野について学ぶ探究型総合学習 （ や

、希望者を対象とした知的好奇心を高揚させる高大連携プログラム

の 、希望者から選抜された生徒がオールイングリッシュで徹

底した探究を行う （ ）で、確かな知識と広い教養の涵養を目指す「世界市民

教育」の教育課程を研究開発する。

（【別紙様式５】平成２７年度スーパーグローバルハイスクール構想調書の概要を参照）

（２）本年度の研究開発の経緯

（探究型総合学習、「環境・開発・人権・平和」について探究）については 年間で行うプ

ログラムをさらに精査し、主体的で対話的な深い学びの中で、世界市民としての使命感・共感力・

問題解決への創造力を培う学習内容へと発展させることができた。具体的には、 年生では

の内容を「地理」で、環境分野の「校内フィールドワーク」は「生物」の授業で行うことにより、

より深い学びとなった。また、論理的思考を養ったり、言語技術的な内容を教えるための 行エ

ッセイを「国語」と「英語」で同時に行った。 年生では、プレゼンテーションで必要な「いか

に伝えるのか どのように伝えるのか」という知識と技術を習得するための講義を実施。 年生

では「模擬国連」の内容を深めるためのリサーチの時間を の時間だけでなく、「政治・経済」

の授業の中で、各自の担当国のリサーチする時間を確保し、政治や経済についてのプレゼン発表

を行った。「数学」の授業では、データ分析やエビデンスを示すのに必要な数値を読み取る、統計

学を用いた分析の力の育成を行った。「現代文」の授業においては、本校 の根幹となる、創立

者の平和提言を用いて、論説文の読解力と、表現力を育成する授業を行った。論文作成を踏まえ、

アカデミックライティング講座の前には「現代文」の授業でも論文作成の授業を行った。昨年に

引き続き、 を深めるための教科横断の授業が大きく進んだ。学習評価においても、「政治・

経済」の授業の中で、 で各国大使としての視線で作成した論文を、ルーブリックを用いて生

徒と教師で評価し、成績に反映した。そして作成した論文を基に、「英語」の授業では英語サマリ

ーの作成を行い、その内容を成績として評価した。このように各教科の中で の取り組みを

評価できたことで、 に取り組む生徒の意識がさらに向上した。

（３）本年度の具体的な取り組み内容

①

・アクティブラーニングを中心に、本校 のテーマである「環境・開発・人権・平和」４分

野について に照らして全校生徒で探究し、３学期に生徒による成果発表会を行う。

②

・国内外の国際機関や大学等の学術機関、社会で活躍する著名人から直接講演を受講。

③ （ ）

・希望者から選抜し、オールイングリッシュによる探究・調査・提言作成を行う。

④ ならびに

・希望者を対象にした高大連携プログラム国内外の大学教授などから受講。

⑤ （ 東京・広島・アメリカ・東北）

⑥各教科における探究的な取り組み
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２０１４年度に SGHとして採択されてから、登校する土曜日を利用し、総合学習 GRITの授業を行

っている。GRITでは、関西創価高校の SGHテーマ「環境・開発・人権・平和」の４分野についての基
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書いた。 
２０１８年度の変更点としては、１年生では「アースカム」「沖縄戦」についての GRIT、２年生の「課

題研究」での流れをリニューアルした。 
 

2 GRIT授業までの流れ 
GRIT は土曜日に全学年同時で開催する。授業の担当は、担任もしくは学年担当の教員である。授業
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し、質問を受けた。その際、授業の内容をまとめ、流れがわかるような指導案も作成した。 
指導案を用いて授業を行う中で、担当者がこうしたらいいのではないかと改良をし、フィードバック

をすることにより PDCAサイクルが行われ、よりよい授業になっていっている。 
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授業担当者の教員のみではなく、生徒に進行役をさせることがある。この役割を担うのが GRITリーダ
ーと呼ばれるメンバーである。GRIT リーダーが必要な授業の前に、クラスで募集をし、事前に授業内
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の取り組みを評価できたことで、 に取り組む生徒の意識がさらに向上した。
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・アクティブラーニングを中心に、本校 のテーマである「環境・開発・人権・平和」４分

野について に照らして全校生徒で探究し、３学期に生徒による成果発表会を行う。

②

・国内外の国際機関や大学等の学術機関、社会で活躍する著名人から直接講演を受講。

③ （ ）

・希望者から選抜し、オールイングリッシュによる探究・調査・提言作成を行う。

④ ならびに

・希望者を対象にした高大連携プログラム国内外の大学教授などから受講。
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②～④ EarthKAM 
「環境」をテーマに EarthKAM 体験を行った。EarthKAM とは、NASA（アメリカ航空宇宙局）が主

催する教育プログラムである。『Earth Knowledge Acquired by Middle School Students』という英語

の頭文字をあわせたもので、「小中学生による地球学習」という意味である。 
現在は宇宙にある ISS（国際宇宙ステーション）のデジタルカメラを地上から操作し、地球を撮影し

ている。4 月 14 日は EarthKAM のミッション中で、各人がタブレットで EarthKAM のウェブサイト

から国際宇宙ステーションの軌道を確認。一人一か所の撮影をリクエストして、4 月 28 日、撮影された

写真を撮り出して「環境」の視点から考察を加えた。 
 

 

 

 

 

1 GRIT 授業内容詳細 

① 2018/4/14 GRIT ガイダンス 

1.1 １年生 テーマ：「環境」「開発」「人権」「平和」概要 
SGH 校に採択されたことを受け、関西創価高校の SGH 構想の説明と、GRIT の意義、４テーマの概

略を放送システムで説明した。１年生にはこれからの３年間で学ぶこと、２・３年生には改めて GRIT
を学ぶ意味を説明し、考える時間とした。 

日付 回 テーマ 詳細
ガイダンス FW報告・ガイダンス
環境 アースカム
環境 アースカム
環境 アースカム

夏目 勝弘氏講演
夏目 勝弘氏講演

人権 ビデオ・世界の人権問題
人権 ポスターツアー
開発 世界が50人の村だったら
開発
人権 シナリオディベート
人権 シナリオディベート

医師　新井 勝大氏講演
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平和 沖縄戦・米スミソニアン展示
開発 GOODEARTH　藤原 広宣氏講演
開発 GOODEARTH　藤原 広宣氏講演
平和 核兵器禁止条約
平和 核兵器の問題点
開発 貿易ゲーム
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プレゼンテーション プレゼンテーション立ち上げ
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① 2018/4/14 GRIT ガイダンス 

1.1 １年生 テーマ：「環境」「開発」「人権」「平和」概要 
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開発 貿易ゲーム
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したがって、全員が必ず発表を行うようにした。 
 

◯ 用 ：人権問題ポスターツアー（抜粋）

 

 
 

⑨ 6/9 テーマ：開発 「世界が５０人の村だったら」 
現在の世界の状況をクラス内の人数で体現するとどうなるかをモデル化した「世界が５０人の村だっ

たら」のプログラムを行った。開発教育協会が発行している教材を中心に学んだ。 
クラスごとに生徒に役割カードを配布して、そのカードにかかれた人種・言語などによってグループ

分けをし、世界の状況をモデル化した形で確認した。 
例えば、カードに書かれているネパール語「座ってください」を、全員が起立した状態でプロジェク

タに表示して、座る人が何人いるか。つまり世界の識字率が何％あるのかを確認し、読めない人はもし

かすると薬と間違えて、毒を飲んでしまう可能性があるということを考えた。 
最後に「世界が５０人の村だったら」の文章を全員で読んで、気づいたことを話し合わせた。 
 

◯ 用 ：世界が５０人の村だったら（抜粋）

 

 

 

⑤⑥ 5/26 夏目 勝弘氏 講演 
○生徒の感想

・様々な視点から、多くのことを教えていただいて、すごくためになりました。日本人の英語力がア

ジア最低だと知ってびっくりすると同時に、少しショックではありますが、SGH の高校で十分に英語

を学べている今の環境に感謝し、これから自分たちがグローバルな人材になっていこうと思いました。 
・日頃思索していた、国際協力の哲学・思想・心構えといったものを伺うことができて良かったです。

自分自身も、世界の人々と交流したときに「自分のこと」「日本のこと」を発信する力が必要であると考

えるようになりました。 
 

⑦⑧ 5/26 テーマ：人権「世界の人権問題ポスターツアー」 
GRIT 人権の初めは世界の人権問題のインプットを行うことを目的とした。ノーベル平和賞を受賞し

たマララ・ユスフザイさん紹介ビデオと、国連でのスピーチを視聴した。 
次に、人権問題に関して多くのテーマを生徒が学べるよう、ジグソー法を発展させたポスターツアー

の形式で発表を行うことにした。 
まず、少人数のグループに分かれ、国際 NPO「アムネスティ」のホームページに掲載されている人権

問題を、グループごとに違うテーマで読ませた。次にポスターを作り、発表ができるようにした。ポス

ターといっても、項目ごとに付箋を使い、内容をまとめたものである。ポスターが完成したら、グルー

プを作り直し、新しいグループには最初とは違うグループのメンバーが集まるようにした。時間を区切

って、ポスターを回り、自分の作成したグループのポスター前ではそのグループ員が発表するようにし

た。 
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⑩ 6/9 テーマ：開発 「SDGs 学習」 
２時間目の GRIT では、一昨年９月に国連で採択された SDGs「持続可能な開発目標」の概要を学ん

だ。国連が SDGs を考えた背景のビデオを視聴し、新たな国連による指標を学んだ。そして、その目標

を達成させゆくために自分たちがもっとも重要視すること、そのためにできることを考えるキックオフ

の授業とした。 

○生徒の感想

・今回の GRIT で、私たちにできることは自分が行動していくことだと思った。SDGs の目標がすべ

て達成できることを祈りたい。 
・SDGs は遠い目標ではなく、僕たちのような一般人でも身近なところから変えていける素晴らしい

目標だと改めて思った。 
 

⑪⑫ 7/13 テーマ：人権 「シナリオディベート：いじめといじり」 
日々当たり前に使っているあだ名も、エスカレートし本人が嫌がるといじめにつながる。「いじり」と

「いじめ」の境界線を考え、今近くにいる友達の人権を考えるためにディスカッションを行った。 
まずは、NHK「いじめをノックアウト」あだ名は禁止するべきですか？」の回を視聴し、あだ名を嫌

がっている子、あだ名は禁止すべきであるという意見を紹介した。その後、個人でメリット・デメリッ

ト・あだ名がいじめにならないための解決策３か条を考えた。そして、グループごとにディスカッショ

ンし、解決策を考え、クラスでの発表を行った。最後は、再度グループでディスカッションし、クラス

のルールを１つ作成した。 
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○生徒の感想

・相手の気持ちを尊重することが大切だと感じました。本人が嫌だと言わないから大丈夫といった外

側だけを見るのではなく、相手が何を感じているのか、どういうサインを出しているのかを読み取るこ

とが必要だと思います。 
・本人の意思というのは一番大切なことだと思います。普段の会話では仲が良くても気づけないこと

もあるので、「自分だったらどう感じるか」」と相手の気持ちになって気を付けることが大切だと思いま

す。 
 

 

 

ワークシートは、スムーズにディベート風ディスカッションができるよう、穴埋め形式のシナリオと

した。 
できる限り全員一致でルールを作りたいと考え、GRIT リーダーに進行役を依頼した。 
 

◯ 用 ：「いじり」と「いじめ」ディスカッション（抜粋）
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⑯⑰ 9/22 「被爆体験朗読会」、「沖縄戦・米スミソニアン展示」 
核兵器について学ぶために、広島フィールドワークの際に国立広島原爆死没者追悼平和祈念館で行わ

れている「被爆体験朗読会」を行った。広島フィールドワークに参加した生徒が全クラスを分担して担

当し、フィールドワークの報告を行った。その後、原爆被害の概要をまとめた「被爆の爪痕」のビデオ

を視聴。その後 GRIT リーダーが被爆体験を２つ朗読した。 
次に４つの原爆詩を全員で音読、その後グループごとに１つずつ音読した。そして、その様子を思い

浮かべながら、感想を話し合った。 
休憩時間に、沖縄戦の様子が描かれた絵を展示し、次の沖縄戦についての導入とした。２時間目には、

最初に沖縄戦についてのビデオを視聴。その後、朝日新聞社発行「知る沖縄戦」と「知る原爆」を使用

し、沖縄戦の歴史、被爆者の声、原爆のことを歌った歌などを学んだ。さらに NHK スペシャル「スミ

ソニアン展示」を視聴し、アメリカの意見を学んだ。 
進行は GRIT リーダーにお願いした。 
 

◯ 用 ：被爆体験朗読会、沖縄戦・米スミソニアン展示（抜粋）

 

 

 

⑬⑭ 7/18 医師 新井 勝大氏 講演 
○生徒の感想

・僕も の職員という夢を持っています。しかし、最近周りと比べると劣っていると感じて、ずっ

と自信をなくしていましたが、今日の講演を聞いて、もっと頑張ろうと決意を新たにすることができま

した。

・自分の中で、医者は病気を診るものと思っていました。ですが、医者の本当の役割はその人間を診

ることなんだと知り、どこまでいっても世界は人と人との心の結びつきが重要なんだと改めて知ること

ができました。また、自分自身で、自分の可能性を消すことは絶対にしないで、すべてにおいて不動の

信念で立ち向かっていこうと思いました。 
 

⑮ 9/15 フィールドワーク（インタビュー） 
本年も高校１年生全員が探究活動の課題として夏休みにインタビューに取り組んだ。フィールドワ

ークリサーチとして、「環境、開発、人権、平和」の４分野の中からテーマを選び、身近でその分野で

働く人々にインタビューを行うことにより、現実の中でどんな活動が行われているのかを学ぶことを

目的とした。

ＮＨＫの高校講座「国語表現」から「インタビュー」の回を抜粋して視聴し、その後、課題を説

明。

生徒はそれぞれ夏休みに身近な人にインタビューを行い、内容を、Ｂ４のポスターとしてまとめ

た。

９月のＧＲＩＴの時間に、ポスター発表会として、グループで自分のポスターを見せ、内容を発表

していき、優秀作品をグループでひとつ決め、代表はクラスみんなの前で発表。更に、クラスで最優

秀作品も決め、全作品を廊下に掲示した。

◯GRIT 用 PowerPoint：インタビュー説明（抜粋） 
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◯ 用 ：被爆体験朗読会、沖縄戦・米スミソニアン展示（抜粋）

 

 

 

⑬⑭ 7/18 医師 新井 勝大氏 講演 
○生徒の感想

・僕も の職員という夢を持っています。しかし、最近周りと比べると劣っていると感じて、ずっ
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⑮ 9/15 フィールドワーク（インタビュー） 
本年も高校１年生全員が探究活動の課題として夏休みにインタビューに取り組んだ。フィールドワ

ークリサーチとして、「環境、開発、人権、平和」の４分野の中からテーマを選び、身近でその分野で

働く人々にインタビューを行うことにより、現実の中でどんな活動が行われているのかを学ぶことを
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◯GRIT 用 PowerPoint：インタビュー説明（抜粋） 
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① ビデオ１の感想 

② 朗読会をしてみて思ったこと 

③ 自分たちの班の内容を１分で発表できるようにまとめよう 

④ 他の班のメンバーの発表をメモしよう 

⑤ 学んだこと・感想 

 

 
 
○生徒の感想

・アメリカと日本の考えの違いで、どうして反省しないんだ等、いろいろ思う人とかが両国にいると思

いますが、それよりも私は「このような戦争を二度と起こしてはならない」というのを、みんなが思う

ことが大切だと思います。 
・“歴史は繰り返される”と言われているが、現状、世界のリーダーが全く自国以外に目を向けていない

なと思う場面もあります。だから今の私たちが変えていかなければならない、“私たちにかかっている”

と本当に思った GRIT でした。 

⑱⑲ 10/6 テーマ：開発 「グッドアース藤原さん 講演」 
○生徒の感想

 

 

 

 

 

◯ 生徒用プリント：原爆詩朗読会（抜粋）

平和 ワークシート
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◯ 生徒用プリント：原爆詩朗読会（抜粋）

平和 ワークシート
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◯ 生徒用プリント：核兵器禁止条約（抜粋）

 

 

・アフリカの人たちに支援されているのは、逆に自分たちであるということを知った。日本人は感覚

だけで物事を決めがちだと言うのは今までの私たちの生活からも実感できる方だったので自分の目で

見て感じるまでは勝手な想像だけで物事を決めつけないでおこうと思った。この学園で過ごす 3 年間を

消して無駄にせず 1 日 1 日を価値のあるものにしていこうと思った。 
・「主体性を持って」との言葉や「支援ではなく返している」という言葉、たくさんの言葉が心にとて

も響きました。SDGs やこういう講演を受けることができている学園生は、将来必ず社会のために戦っ

ていかなければならないと強く感じました。少しの勇気と少しの優しさで世界を変えていくことができ

る。創立者からの期待を胸に、多くの人の笑顔を作り、世界の人々と関わっていきたいです。 

⑳㉑ 10/27 テーマ：平和 「核兵器禁止条約」「核兵器の問題点」 
前回の平和の回では、核兵器・戦争について学んだため、今回は「核兵器禁止条約」について、高校

生として平和のために何ができるのかを考えた。 
まず日本が核兵器禁止条約に反対した理由をグループごとに読み、疑問点や理由を考えた。その後、

日本が国連に提出した決議案について取り上げているニュースを視聴。さらに、クローズアップ現代「シ

リーズ トランプのアメリカを行く 中満泉・国連事務次長に聞く」の回を視聴し、核兵器禁止条約に対

して一人ひとりの考えを深められる形とした。 
休憩をはさんだあとは、核兵器の問題点がかかれたプリントを学び、ジグソー法をつかって、新しい

グループでそれぞれが発表した。次に、学園で毎年参加している CIF（Critical Issues Forum）の様子

を視聴し、自分にできることは何かを考えた。 
 

◯ 用 ：核兵器禁止条約（抜粋）
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◯ 用 ：核兵器禁止条約（抜粋）
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○生徒の感想

・平和や持続可能な社会を考える上ではウルグアイの大統領のような考えや心を持てるが、実際に自

分たちが貿易ゲームをすると、そのような大切なことが頭から消えてしまうことに気づきました。 
・世界で起こっている発展途上国の問題や、国同士の関係など、交渉の難しさも感じ、これが現実社

会で起こっていると考えると、とても大変なことだとわかりました。 

㉗㉘ 1/12 九州大学 久保 友明教授 講演 
○生徒の感想

・最初地球の内部構造から始まってとても興味を持ちました。深層部にはかんらん石やダイヤモンド

があることにもびっくりして相転移と言う言葉も初めて聞きました。温かい氷と呼ばれるものが気圧で

できるのもすごく面白かったです。自分の使命をみつけて、貢献できる人材に成長していきたいと思い

ました。 
・「目の前の課題に取り組むこと」や「失敗しても可能性を見出すこと」「最後は必ず勝つこと」を学

びました。これから勉強で落ち込むこと、挫けることも多くなると思いますが、今日学んだことを胸に

これからも頑張って努力を積み重ねていきます。 
 

㉜ 2/2 平和提言学習 
・創立者の第 44 回「SGI の日」記念提言「平和と軍縮の新しき世紀を」を 1 週間朝の読書タイムで

読み、読み切れていない箇所をグループなど形態を変えながら学んだ。 
 

 

 

○生徒の感想

・「核兵器廃絶」というとても大きな課題に感じるが、決して私たちに関係のないことではないので、

無関心にならず、これからの GRIT にも取り組んでいきたいと思いました。 
・現在の核についての現実を私たち次の世代の人から理解をして、私たちが後の世代に伝えていくこ

とが大切だと思いました。難しい内容が多くありましたが、とてもためになるGRITだったと思います。

1 人が動けばみんなの行動に繋がり、大きな力になると思いました。これからもっと核の問題について

知っていきたいです。 
 

㉒㉓ 11/11 テーマ：開発 「貿易ゲーム」 
この日は貿易ゲームを通して、フェアトレードについて学ぶ時間とした。この日の進行は GRIT リー

ダーに依頼した。この GRIT は毎年好評を得ており、全員が大きな学びとしている。 
「フェアトレード」とは、公正な国際貿易のこと。途上国の原料や製品を、適正な価格で継続的な購

入を通じて、立場の弱い人たちの自立と生活を改善することを目指す取り組みであることを理解しする

とともに、現実の国際社会では、経済的に豊かな力の強い国に有利な不公平・不公正な貿易が行われて

おり、貿易ゲームを通じて、世界の不公平な貿易の状況を学んだ。 
さらに、２０１６年に来日したウルグアイのムヒカ元大統領の紹介ビデオとスピーチ動画を視聴した。

このビデオは「世界で最も貧しい大統領」として知られており、資産の８０％を寄付、個人資産は約１

８万円の車のみ、月に約１０万円強で生活をされており、そのビデオを見て、開発の必要性、などを考

えた。 

◯ 用 ：貿易ゲーム（抜粋）
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年生 テーマ：「課題研究」

年生の では、 年間を通して、グループによる課題研究を行った。 （持続可能な開発目

標）を達成するために、私たちに何ができるのかを考え、行動に移すことに主眼に置き、研究を行っ

た。

月 日 平和提言ポスター発表

自分の興味がある を選び、本校創立者が毎年 月に世界に発表されている平和提言と関連して

いる内容について調べ、春季休業期間にポスターを作成し、グループで発表を行った。

月 日 課題研究立ち上げ・グループ決め・ 学習

年間の課題研究の立ち上げを行い、グループを決定した。 年間の 課題研究の成否を決める

グループの決定の為、男子で 名～ 名を作り、女子で 名～ 名を作り、教員側で男子・女子の

グループの組み合わせを行い、次回の の授業で発表した。 クラス 各 名～ 名 の体制を作

った。

ｓの全体像を学ぶために、国際連合広報センターが作成した「 を広めたい・教えたい方のた

めの『虎の巻』」を使用。

数時間の授業で、全ての ｓを深く知ることはできないため、生徒たちが春休みに学んできた

ｓポスターを見て、特にテーマとして多く取り扱われていた５つの ｓをピックアップし、それぞれ

の ｓを各 でリサーチをし、全体でそれをジグソー法で共有した。

 

 

12/15～2/16 プレゼンテーション準備・発表 
７つのグループを作成し、１年間学んできたことをまとめ、学園生からの提言という形でまとめて、

保護者の前で発表した。この発表では、寸劇・紙芝居・模造紙によるまとめ・パネルディスカッション

などの手法を使うことにより、どう発表したいことをまとめるのか、表現するのかを学んだ。 
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月 日 ターゲット決め

各自が調べてきた のターゲットについて発表を行い、グループで研究を進めていくターゲット

を決定した。

【目標 】 質の高い教育をみんなに

【目標 】 ジェンダー平等を実現しよう

【目標 】 人や国の不平等をなくそう

【目標 】 気候変動に具体的な対策を

【目標 】 平和と公正をすべての人に

月 日 ・ 分野決め

グループで 年間研究する と 分野（環境、開発、人権、平和）を決定し、リサーチクエスチ

ョン作成のためのリサーチを開始した。

月 日 リサーチ

年間学びを深めていく について、グループでリサーチを行い、ポスターを作成。新たなグル

ープでポスターツアーを行った。
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月 日 リサーチクエスチョン完成、研究計画書作成

班としてのリサーチクエスチョンを つ完成させた。創価大学研修で発表を行う、研究計画書の内

容（①タイトル② 目標＋ターゲット＋分野の説明③キーワード④背景⑤研究の目的・意義⑥リサ

ーチクエスチョン⑦仮説⑧フィールドワーク計画⑨参考文献）を作成した。

月 日 創価大学研修プレゼンリハーサル

創価大学研修で行うプレゼンテーションのリハーサルを、分野別に集まり、行った。

月 日～ 日 創価大学研修にてプレゼンテーション

創価大学研修では、大学教授を前に、各 が発表を行った。大学教授には事前にプレゼンデータを

共有し、質疑応答や様々なアドバイスを頂いた。

月 日 リサーチクエスチョン作成

リサーチクエスチョンの概要を説明した後、リサーチクエスチョンを各自が をもとに作成し、

プレゼンテーションを行った。また、各自が次回の までに研究計画書を作成することになった。
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月 日 探究ポスター発表、プレゼン講座（ 代表取締役 藤原宏宣氏）

夏季休業期間に宿題となっていた、探究ポスターを発表した。各班でそれぞれのポスターを発表

し、リサーチを大きく進めた。

ポスター発表の様子

月 日 プレゼン振り返り、フィールドワークの計画書 探究計画書 作成

創価大学研修で教授から頂いたコメント等を参考に、課題研究のリサーチをもっと深められる点を

あげ、その内容をもとに探究計画書を作成した。

月 日 ポスター作成に関する指導

特に個人レベルでの提言を発表させた。またフィールドワークの際の注意事項を説明した。そし

て、リサーチを深める際に使える有効な方法を紹介した。

インタビューや現地調査ができない問題や生徒に関しては、リサーチをして探究ポスターを作成す

るように指示した。

探究計画書を提出させ、生徒たちが安全なフィールドワークをしているかどうかを確認した。

記述例を下に掲載する。
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月 日 企画書発表＋大学院生よりアドバイスをもらう

生徒たちに探究企画書を発表させた。一か月間、リサーチを行い、実際に自分たちに何ができるか

を考えさせ、その結果を大学院生に発表し、アドバイスをもらう機会を設けた。企画書の発表と共

に、どうしてそのような問題があるかを発表する際は、問題の考察が大切であり、その部分での指摘

も得ることができ、実りの多い時間となることが出来た。

その後に の代表取締役である、藤原宏宣氏に来ていただき、プレゼンテーションの仕方

に関する講義をしていただく。

藤原宏宣氏より以下のアドバイスをいただく。

★プレゼンテーションを作る際の注意点

①準備：表現：話し方＝７：２：１

②「シンプル性」「意外性」「具体性」「信頼性」「ストーリー」

③スライドに説明を載せない。映像や絵などを使った方が、伝わりやすい。

★プレゼンテーションをする際の注意点

①人を指名する場合は遠い席の人を優先的に。

②質問するときは一言で答えられる質問にしましょう。

③原稿を読まない。

④話し手と聞き手の一体感を生むためにも、スライドを読まない。

⑤原稿を読まない。

など

月 日 探究企画書作成のスタート

生徒たちに 課題研究の後半部分の作成のスタートとなる、「探究企画書」の作成を指示。これ

は、夏季休業期間までの１学期間中は、リサーチクエスチョン・仮説を立てることを目標として行わ

れ、２学期以降からは、実際に自分たちがどのようにこの問題を解決していけるかを個人レベル・国

家レベルでの解決策を考える期間としての位置づけとなる。

この探究企画書は、誰が、どのように、何を、いつ、どこでするものなのかを明確ししていく作業

である。生徒たちに以下の「 探究企画書」を記入させて提出させた。実質的な解決のための行動

を提案する場合は、学年・学校と相談して、生徒たちの安全を確保できるように注意して行った。

身近な問題を取り扱っている生徒たちにとっては、比較的簡単に見つけることもできたのだが、日

本国外で起こっている問題に対しては、生徒たちは、問題解決策を考えるのに苦慮していた。
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年 月 日 ポスター作成開始

生徒たちは、最後の段階として、今後行われる授業公開で行うパワーポイントでのプレゼンテーシ

ョンのブラッシュアップ、そして、一般公開されるポスターセッションの作成を行うことになる。５

時間ほどの時間を割り当て、ポスター作成を行った。

必要事項として、①テーマ② ｓ③リサーチクエスチョンを入れるように指示。その他の内容は自

由裁量とした。

昨年度と同じように２年生のポスターセッションを経験している分だけ、ポスターに書く字の大き

さ、構成、色合いなどは、細かく指示をしなくとも、ある程度イメージが出来ていたため、比較的に

スムーズに作成をすることができた。

年 月 日 ポスターツアー

今まで生徒たちは、班で協力してプレゼン発表をしてきたが、今回は、それぞれのプレゼンを一人

で発表する機会を与えた。どれだけ班で探究しているテーマを自分の力にしているかを実感できる場

とした。また、将来、自分たちが などで、高校時代の探究学習をまとめる際に、自分の

調べた内容を自分一人で作成しなければならない為、その将来の作成の為にも、一人発表の実施を行

った。

ジグソー形式で、各班のポスターを壁に貼り、各班より１名が集まり、新しいグループを形成。１

人１０分発表、５分質疑応答の時間とした。生徒たちは苦心しながら、プレゼン発表に取り組んだ。

＜大学院生からのフィードバック＞

■人権と開発が混ざってしまっているのでテーマをひとつに絞った方がやりやすいし伝えやすい。水

よりも教育の方が日本と結びつけやすいので環境よりも人権で考えた方がいいかもしれない。

■飢餓がなぜ起きているのかという原因を深掘りしたらいい。数値化はできていて良い。

＜生徒たちの感想＞

■自分たちでは得られなかった見方や、考えが及んでなかった点を見つけれてとてもよかったです。

■ある分野について探求している人は、それ以外の分野にも詳しいことがわかりました。きっと、全

てのことがいひとつの物事に関わっているからだと思います。様々な知識、視点を持ち合わせてい

る大学院生の方のアドバイスはとても新しくてワクワクしました！本当にありがとうございまし

た！

月 日 学年プレゼンテーション大会

ここでは、生徒たちは、各クラス内において、クラスの生徒たちの前でパワーポイントのプレゼン

テーションを発表させた。リサーチだけでは、生徒たちのプレゼンテーション作りが煮詰まるので、

定期的に、他の生徒たちの進捗状況や他の生徒たちからのフィードバックをもらうことで、リサーチ

を進める手助けをしていった。

月 日 学年のグループ代表プレゼン大会

環境・開発・人権・平和の分野にはそれぞれ グループ存在するので、それぞれの分野のグループ

を 班に分けて、 班 グループ（合計 班 グループ）体制を作り、それぞれの班の中より、１グ

ループ代表を選出するプレゼンテーション大会を行った。プレゼン大会後に、学年として８つ代表グ

ループが選出され、その中より、 つの代表グループを選ぶ選考会を、冬季休業期間後の最初の

の時間で行う予定とした。

選考の際は、生徒へ点数をつけるルーブリックを配布し、それぞれの項目を点数化し、それぞれの

班の１位を客観的に決めた。

年 月 日 学年代表 グループ選考プレゼンテーション大会

月 日に行われる 最終報告会で発表する学年代表 を公開プレゼンテーション大会で、学年

の生徒全員からの投票で決めた。前年の 年 月 日に行われた各クラスで行われたグループ発

表にて学年代表 グループが選考され、その代表 グループから学年の生徒全員出席のもと、学年代

表 グループ選考プレゼンテーション大会を行った。

各グループとも、見事なプレゼンテーションを行い、投票集計されたものは、全て甲乙つけがたい

結果となっていた。

結果として、 ・ジェンダー平等・外来魚駆除をテーマとしてプレゼンテーションを作ったグルー

プが代表に選出された。
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＜高校１年生の感想＞

■合理的配慮と差別の違いがよくわかった。意識的にこれからもっと考えていきたい。

■外国人労働者の労働環境を学ぶことができ、旅行等で日本に来る外国人の方は多いけれど、労働と

してくるのが少ないのは何故かと思っていたから、解決できて良かったです。

■節電の仕方が色々あって、節電しようと思いました。

■フェアトレードチョコで児童労働を無くせるかもしれないとのプレゼンを聞き、フェアトレードの

ものをたくさん買おうと思った。

■日本での の割合は少ないと思っていたが、実際の人数を聞いてみると、たくさんの人が

であるということを知って驚いた。

■外来魚の駆除の為に、ブラックバスを釣り、実は食べることもできることを聞き、驚いた。

年 月 日 授業公開

生徒たちは、保護者を招いての授業公開を行い、そこで一年間の成果を発表する機会を作った。自

分たちだけの発表をしていると、緊張感がだんだんと薄れてしまいがちになるため、このように、観

衆を変えてプレゼンする機会は、生徒たちにとって非常に有益な機会となった。

＜保護者の感想＞

■みなよく調べて発表されていました。おにぎりアクションに参加したいと思いました。

■様々な世界の問題に今、自分が出来る事を考え話し合い、素晴らしい発表でした。私自身今日教え

てもらった事を今日だけでなく、 ｓ達成のために行動していきたいと思います。

■実際に大きく行動を起こしていて、感動しました。世界に向けて頑張り生徒たちを尊敬しました。

■発表原稿が紙ではなくタブレットであることに驚きました。興味深いテーマで私たちができること

のヒントを具体的に考えていたり、夢のある発表で、あっという間の時間でした。

年 月 日 木 ポスターセッション一般公開

一般公開を学校のホームページで呼びかけ、お知らせを全国の 校に郵送した。結果としては、

交野第四中学校の教員の方が２名来てくださった。また高校１年生を全員招待して、ポスターセッシ

ョンを実施した。

学年の全員が、自分たちの１年間の成果をポスターにまとめて、 分間のプレゼンテーション、

分間の質疑応答で行った。高校１年生からは、様々に質問が飛び、高校 年生も今までリサーチして

きた内容を元に、真剣に質問に答えていた。

＜高校２生徒の感想＞

■発表は聞き手が興味を持てるように常に考えて作っていかなければならないと思った。

■簡単に分かりやすく文をまとめる力、必要な情報だけを集めてまとめる力が付きました。

■発展途上国の人々のことを考えるようにしている。考える先にできることを、これからやていきた

いと思いました。
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３年生 テーマ：「模擬国連」「論文・英語サマリー」 

○テーマ：平和「核軍縮交渉シミュレーション」 
模擬国連を行うにあたり、昨年度までに引き続き核軍縮交渉シミュレーションを行った。生徒を各ク

ラス１２のグループにわけ、架空の国という設定で、模擬国連風の交渉を行った。広島女学院高等学校

の教材を教えていただき、時間数などにアレンジを加え、授業をさせていただいた。 
１２のグループにはそれぞれの立場と指令が配られ、自分たちが果たしたい目的が示される。それを

利用し、交渉と作戦をたてて交渉していく。 
クラスによっては、１国の力が強く、交渉をリードするところもあれば、同盟を組んで、交渉を行っ

たクラスもあった。 
進行の様子などは 2016 年度報告書を参考にしてください。 

○アカデミックライティング 
講師：創価大学士課程教育機構 三好 香里さんをお迎えし、論文作成のためのリサーチ・ライティン

グのための講座を開催した。 
内容：相手に伝わるライティングスキル（構成・パラグラフライティング）を身に付ける。 

一貫性とは何かを理解し、一貫性のあるレポートのアウトラインを考える。 

○論文・英語サマリー 
【 趣旨 】GRIT 学年模擬国連で学んだこと、調べたことについて自分自身のクローズ（提言）を 
考え論じる 
【 論文タイトル 】『安全で安価な飲料水の普遍的かつ衡平なアクセス』 
上のテーマを前提として、そのテーマと各国がどのように関わっていくか、課題解決のための提案を論

じる。（模擬国連部の生徒は、『学年模擬国連における課題と展望』をテーマとする） 
【 作成日程 】２学期授業 現代文（佐藤先生）の授業でアカデミックライティング事前準備 
12 月 15 日（土）②③限「アカデミックライティング講座」 ※問いたて、アウトライン作成、実作 
※冬休みを使って、論文作成する（宿題） 
【論文について】 ①文字数：2000 字程度（文字カウントで） 

②グーグルドキュメントやワープロソフトなどに入力。（手書き不可） 
1 月 11 日（金）この日までに作成を終わらせる 
1 月 12 日（土）GRIT ※提出〆切 各国で意見交換し、チェックを行い提出 
1 月 19 日（土）GRIT グループを作り、発表をしあって再度論文検討。修正。よい論文を選ぶ 
※1 月 19 日（土）までに修正を含めて完成 
 
【他の授業との連携】※３学期の成績に反映された 
・政治経済：GRIT の論文を含めて、さらに論文を追加作成ものが評価される 
・TEⅢ：論文をもとに、英語サマリーを作成・完成し、評価される 
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月 日 曜日 会議 内容 備考
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7 12 木 ① ② ﾎﾟｽﾀｰ作成 ①ﾎﾟｽﾀｰの説明、ｸﾛｰｽﾞの完成 ②ﾎﾟｽﾀｰ作製

7 13 金 ① ② ③ ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ ①ﾎﾟｽﾀｰ完成 ②③地域別（ｸﾗｽ別）ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ

9 15 土 ① ② ③ WP作成 地域ﾜｰｷﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ作成→提出 提出：議⾧ ﾁｪｯｸ：議⾧団

9 22 土 ④ DR説明 ﾜｰｷﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰの訂正と再提出、DRの作成方法の説明、10月6日の進行に関して
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11 10 土 ① ② ③ ④ 第2回会議 DRの説明→交渉→修正DRの作成→修正DRの提出→修正DRの発表→投票
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クラス 国名 Aに Bするために Cで Dすることを要求する
1組 アラブ首長国連邦 世界銀行 飲水設備がない地域の人々を助ける 河川や降水量が乏しい地域 淡水化施設を建設するための資金の援助

1組 アルジェリア 先進国 飲料水の質を向上させる為に 中東地域に 2030年までに浄化器を提供することを要求する
1組 イスラエル 海に面してる国 海水を淡水に変えるため 技術を持っている国 技術提供をすること

1組 エジプト 先進国

ナイル川への依存を減らすため、雨水の利用、水の

再生利用のため ナイル川流域 地下水を引く井戸の設置

1組 カタール 先進国 飲み水設備が普及されていない地域の人々を助ける 降水量が少ない地域 海水を淡水化するためのポンプとRO膜の技術支援

1組 スーダン 先進国

川からの大量の水を浄水する設備を作って、その水

をそのまま飲料水として使用できるようにするため

浄水設備が足りていない国、またはその設備の精密

さ、強度に欠けている国

川の増量があっても浄水が追いつく設備を作る技術

の支援と、それを管理する人材の育成

1組 チュニジア 世界銀行

淡水化プラントの設置またそこで出来た水を供給す

るためのパイプを建設 水不足の地域 資金援助

1組 ヨルダン 世界銀行

水資源が少ない中東地域での、「紅海・死海プロ

ジェクト」をするため 中東地域 資金援助を要求する

1組 リビア 世界水会議 衛生的な飲料水のない国の人々を助ける 降水量が少ない 淡水化技術を広める援助

2組 ウクライナ 水道普及率90%の先進国 浄水施設をつくるため 配管の老朽化が見られる国 資金支援

2組 クロアチア 先進国 水資源の格差をなくすために 東ヨーロッパで 技術援助と経済支援(270万ドル)を要求する
2組 スロバキア 先進国 浄水設備をつくるため ヴィシェグラードに 浄水設備の技術を提供することを要求

2組 ブルガリア EU 各国の水供給の格差を減らすために 水道普及率が20%以下の国に 水を供給することを要求する

2組 ベラルーシ 国際原子力機関 放射汚染された水を浄化する ウクライナ周辺諸国 ろ過装置を設置する

2組 ポーランド 先進国 飲料水が確保できない発展途上国を援助するために アジア地域、カリブ海沿岸諸国に

2030年までに飲料水を確保するための技術を提供す
ることを要する

2組 ルーマニア 先進国 浄水設備をつくる 水道水が飲めない地域 2030年までにろ過技術の向上

2組 ロシア 自国を含めた、資金援助が可能な発展国
飲料水不足で苦しむ地域の人々に水を手に入れる手
助けをする 水資源も水を浄化する技術もない地域

空気などから水を作り出す装置を設置するための経
済支援をする

3組 インドネシア ADB パベイパーレーション法を実施するために

海に近いWHＯの飲料水水質ガイドラインを満たして
いない国に 資金の提供を要求する。

3組 カンボジア 先進国 安全な水を手に入れるため 浄化設備が完全でない都市部 浄化設備、上下水道の技術支援

3組 タイ UNDP

水道の水がのめる基準値にない地域の水道管や貯水

槽を光触媒飲料水システムを利用して、基準値を満

たせる水を手に入れられるようにするために、

特に水道管や貯水槽の設備に不備があるとおもわれ

る地域で、

2030年までに光触媒飲料水システムを利用できてい
る国からの技術提供、また利用許可をもらうことを

要求する。

3組 フィリピン ASEAN 安全な飲料水確保するために 飲み水設備が普及されていない地域 ウォーターデリバリーの設置

3組 ベトナム UNDP WHO 安全かつ安定した衛生基準を満たす水の供給を実現 ベトナム国内全体 浄水設備の新設及び浄水技術の伝授を

3組 マレーシア UNDP 飲料水の運搬を衛生的にするために 発展途上国で

ステンレス製などの錆の出ない水道管普及に努める

ことを要求する。

3組 ミャンマー UNwater
飲み水設備が普及されていない地域の人々を助ける
ために

安全でない井戸水を飲料水として使用している地域
で 水道設備を設置するための資金を要求する

3組 ラオス UNDP 飲料水が十分にない国に提供 水はあるが、お金がない国 飲料水用の浄水設備設置への支援

3組 韓国 水道水を飲料水として使用できている国々 最も効率的な海水淡水化施設を設置 水資源は豊富にあるが水質改善が必要な地域 永続的な淡水化技術を伝える

3組 中国 インフラ整備が整っている国 飲料水が汚染され飲めない地域を助けるため 工場の廃棄物質の汚染水で困っている地域
下水、汚染水処理の技術者の派遣、技術の伝達を要
求する

4組 ガーナ IWP(International Water Project)を中心 安全な水を飲めない人たちを助けるために アフリカ諸国に 井戸掘りの技術を提供することを要求する

4組 ケニア アジアの先進国

アフリカの農村部の人たちがきれいな水を簡単に手

に入れるために アフリカの農村部の水源地から離れた地域で

浄水施設と水道管などを作るための資金と技術を要

求する。

4組 コートジボワール OECD加盟国 都市部と農村部の格差を無くすため アフリカ農村部 浄水施設を建設することを要求する

4組 コンゴ民主共和国 先進国 飲料水を手に入れにくい地域の人々を助ける 貧困率50%以上の近隣国 水道設備を整備するための技術支援を要求する

4組 シエラレオネ UNDP 海水を飲み水にするために 沿岸部に

2030年までに海水を淡水にして、その水を貯めるダ
ムを建設することを要求する。

4組 チャド UNDP 浄水設備を増やし、雇用を増やす 貧困率60%以上の国 技術提供を要求

4組 ナイジェリア OECD 水へのアクセスをたやすくするため 水源が遠い地域に 2030年までに井戸を建設することを要求する
4組 ルワンダ UNDP 清潔な水に簡単にアクセス アフリカ諸国の農村部 各農村部に井戸を設置するための資金と技術援助

4組 中央アフリカ OECD 飲み水設備が普及されていない地域の人々のため 水道がない地域に 2030年までに浄水設備を建設することを要求する。
4組 南アフリカ 先進国 水資源を得る 水を得られない地域 海水を淡水に変える技術

4組 南スーダン アフリカ開発銀行と世界銀行グループと先進国 飲料水の安全を確保するために アフリカ全域で 2050年までにアフリカ巨大水路「潤」をつくる

5組 アメリカ 高い質の水の供給が可能な地域 より良い水質の水を供給するために

水源があるにも関わらずろ過技術が発達していない

地域に対し ろ過技術の提供を要求する

5組 カナダ

水資源か豊富なことによって制限なく水を使ってい

る地域 節水意識をたかめるため その地域 高性能な節水技術の導入を要求する

5組 キューバ IMF 老朽化した水道を直す 水道の老朽化の進む国 資金を提供

5組 グアテマラ UNDP
飲料水として利用できる安全な水道水を提供するた
めに 水質汚染が進んでいる地域に 浄水設備を設置する技術と資金の援助を要求する

  5組 コスタリカ ろ過装置を開発している先進国 より水質の高い水を供給するために
安全な水資源を利用できる人口の割合が50%以下の
国で ろ過技術の提供を要求する

5組 ジャマイカ UNDP 一般家庭の水道普及率を上げるために 普及率が100位以下の国々に 2025年までに各国に応じた資金援助を要求する

5組 ハイチ 世界銀行 浄水設備を整えるため

汚染された水が原因で感染症などが起こっている地

域 資金
5組 パナマ OECD加盟国 汚染を解消するために 安全な水が飲めない地域で 水をろ過する技術を要求する
5組 バハマ UNDP 汚水問題を解決 ハリケーン被害を解決 2030年までに汚水処理施設を建設する
5組 ホンジュラス IMF 上下水道のしっかりしている浄水場をつくるために インフラが無い地域に 巨額の支援を要求する

5組 メキシコ IMF(国際通貨基金)
水道管理を民営化することによって起こる混乱、ま

たは戦争をなくすために 水道管理が確立していない地域に

水道管理、水道設備に対しての資金援助の継続を要

求する

6組 アルゼンチン 先進国 飲料水へのアクセスを容易くするため

設備の有無に関わらず、水道水が直接飲めない地域

への 浄水設備の強化に向けての技術支援を要求する。
6組 ウルグアイ JICA 経済発展に伴う水質汚染をなくすために 中南米に 環境対策の技術支援を要求する

6組 エクアドル 先進国 水道水を飲める状態にするために 発展途上国で

2030年までに浄水器をつくる技術を提供することま
たは浄水器を輸入することを要求する

6組 コロンビア UNDP 安全な水を届けるために 飲み水の供給がされていない地域に 地方に浄水場を設置すること

6組 サモア UNDP
都市部と農村部の経済格差のある国を少なくするた
めに 飲み水設備が普及されていない地域に

2030年までにパーベイパレーションの完成を急ぐこ
とを要求する。

6組 チリ OECD加盟国
飲み水が普及されていない地域の人々を助けるため

に 南米諸国内で飲み水が普及されていない地域に 飲み水を提供、配給していくことを要求する
6組 ニュージーランド UNEP(国連環境計画) 飲み水が普及されていない地域の人々を助ける 水道管が通ってない地域 2030年までに水道管を通る
6組 パプアニューギニア 先進国 飲料水を確保しづらい人々を助ける 人口の半分以上が安全な水を確保できていない地域 5年以内に海水、雨水を飲料水に浄化する技術支援
6組 フィジー 先進国 安全な水を確保するために インフラ整備の整っていない場所に 技術・経済支援をすることを要求する
6組 ブラジル OECD 浄水場の設置 水質基準の低い国 経済支援

6組 ペルー 先進国 安全で最低限のきれいな水を提供するために 最低限の水の普及率が低い地域で

各都市ごとに貯水槽を設置して水を3つに分けて利用
可能にすることを要求する

7組 アフガニスタン 先進国 飲料水へのアクセスをしやすくするために 比較的紛争が激しくない地域で

飲料水が確保できる避難キャンプを建設することを

要求する。
7組 イラン ステップ気候の国 水資源提供 水不足に陥っている国 パイプライン建設

7組 インド 先進国 下水道の設備を充実させるために

川の汚染により飲料水確保が困難となっている地域

で

2030年までに下水道の普及率を50%に引き上げるこ
とを要求する。

7組 ウズベキスタン 先進国 老朽化したインフラを改善するために 旧ソ連の諸国に 資金と技術を援助することを要求する
7組 カザフスタン 先進国 地下水源を開発するために 中央アジアに 資金援助をすることを要求する
7組 キルギス 先進国 配水設備の補修 水道の整備が行き届いてない国 技術支援、経済援助を要求する
7組 スリランカ 先進国 上水道の設備を増加させる 農村地、山間部、貧困地域 経済援助
7組 ネパール ODA加盟国 地下水の汚染を解消 南アジアや東アジアの一部 人口に応じた経済援助

7組 パキスタン UNDP
清潔でない水環境の中で、清潔でない水を使い病気

な死亡してしまう人を助けるため 水質環境が劣悪な地域に 浄水設備を建設することを要求する

7組 バングラデッシュ 先進国 地下水から安全な水を供給できるようにするために ヒ素汚染など地下水汚染が深刻化している地域に
汚染物質を除去できる浄水装置の早期設置を要求す
る

7組 ブータン ヒマラヤ以南諸国

汚水処理上の不足による飲料水の不足を解消するた

めに 汚水処理上が少ない地域で 汚水処理上を建設することを要求する
7組 モルディブ 先進国 貯水タンク増設 郊外 ２０３０年まで
8組 アイスランド UNESCO 水に対する正しい知識を与えるために 安全な水が得られない地域に 教育の機会を与えることを要求する
8組 アイルランド 資金または技術力を保有するEUの国々 少しでも水資源を無駄にしないために 漏水率30%以上のヨーロッパ諸国 資金援助または技術提供することを要求する。

8組 イギリス ヨーロッパ諸国 不衛生な水を飲んで亡くなるひとを減らすために 水の質が悪く、衛生管理ができない国に

上下水道の技術や水道管の交換などバックアップす

る

8組 イタリア 水が豊富なヨーロッパの先進国
水道設備が普及されていない地域の人を助けるため
に 水で困っている発展途上国 水道設備の技術支援を要求する

8組 オーストリア ヨーロッパの水の豊富な国々 飲料水が確保できない地域の人々を助けるために コンゴ盆地以北の地域に
各自国の飲料水を輸送して供給することを要求す
る。

8組 オランダ 先進国全体 安定した安全な水の供給をするために 世界全体で 水を運ぶパイプラインを建設する事を要求する。

8組 スイス OECD加盟国
十分な飲料水を確保できていない地域の人々に飲料
水を供給するために 東南アジア地域で

パーベイパレーション研究を促進する計画の立案、
資金援助を要求する。

8組 スウェーデン 資金提供が可能な国
水問題が発生している国への地域自治体単位での支
援を可能にする 自国

フランス「オーディン・サンティニ法」をモデルと
する法設計

8組 スペイン 淡水処理技術のある国 淡水化技術を得るために アフリカ諸国沿岸

風力発電を使った沖合フローティング淡水化プラッ

トフォーム建設をすること
8組 デンマーク EU 浄水設備を機能させる 開発途上国 水道設備を管理するための資金援助
8組 ドイツ EUに 水の汚染を無くすために 南アジアに ヨーロッパの浄水技術を提供することを要求する
8組 ノルウェー 技術・資金援助のできる国 沿岸部の飲料水を飲めない人を助けるために 水道普及率の低い地域に 淡水処理技術の提供を要求する
8組 フィンランド 資金がある国 水問題が深刻な国の水道インフラ整備 技術を持つ国 資金を提供
8組 ベルギー EU諸国 中央アジアの水不足を解決するため 現地(中央アジア) パイプラインの設置
8組 ポルトガル ヨーロッパ西部の水資源の豊かな国 飲料水へのアクセスを確立するために アフリカ北部の飲料水の乏しい国で 飲料水を適切な価格で売ることを要求する
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グローバルシチズンシップセミナー 
 
関西創価高校では、グローバルリーダーの育成を目指して、全校生徒を対象としたグローバルシチズン

シップセミナーを実施しており、2018 年度は 4 回実施した。内容は、国内外より講師を招き、環境や

人権など世界的な問題について講義をいただくものである。講演の最後の質疑応答では、どの回も生徒

からの質問が次々と飛び出すなど、大きな触発を与える機会となっている。 
 
 
【第 1 回 2018 年 5 月 28 日 夏目 勝弘氏】 

元在ノルウェー日本大使館大使を務められた 
夏目勝弘氏をお招きし、「グローバル化時代の 
人材」をテーマに講演を行っていただいた。 
夏目氏は韓国・アメリカ・イスラエルの大使館 
や国連代表部で外交官として活躍してこられた。 
グローバル化時代の人材とは、地球的規模問題 
に対処しうる人材のことで、必要な要素として、 
(1) 行動を律する 5 つのレベル（①知識（情報） 
②戦術（技術）③戦略④歴史観⑤哲学（宗教））、 
(2) 語学力（英語力）、(3)師弟、(4)勇気、(5)高い志しについて、お話してくださった。また、職業選択 
の基準として、好きであり、得であり、社会にとっても為になるような職業が理想であるということも

お話してくださった。 
 
○生徒の感想 
「日本人の語学力、英語力の話は特に耳が痛い部分もありましたが、それ以上に心に響きました。今ま

でテストや試験のためにしか英語を勉強していませんでしたが、「英語なくしてこれからの世界は生き

ていけない」との言葉に学園生活最後の 1 年、SGH の学園で学ばせていただけていることに感謝して

英語も初心に帰って勉強したいと決意しました。（3 年女子）」 
「これからの時代に求められる人材像を多角的に示されていて、とても感動し、共感しました。自分は、

将来教育の道を考えているので、日本の教育水準を高めていけるように頑張りたいです。また、もう一

度自身の行動を見直していきたいと思います。（3 年男子）」 
「このセミナーに僕はとても感動しました。いかに世界へ貢献できるようになるかなど、考えさせられ

ました。でも、すごい人は謙虚でおごらず、すごく輝いていました。僕はこのセミナーを聞いて、しっ

かりと今、努力をして、勉強に挑もうと思いました。また将来、世界に羽ばたき、貢献できるような人

材に成長したいです。言われていたように、他人と比較せず、また自分を卑下せず、堂々と生きたいと

思いました。（2 年男子）」 
「世界平和を実現する為にはまだまだ日本でも多くの問題があるのだなと改めて思いました。私たちは

学生時代で何ができるのか、アジア最低の英語力ということなので、しっかり勉学に励み、語学力を身

につけていきたいです。（1 年女子）」 
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べ、貧困問題を解決するには人間の内面にある無関心や無気力を変えていかなければならないと語って

くださった。 
 
○生徒の感想 
「今回のセミナーは本当に考えさせられました。いつも、私たちはゲームをしたり、遊んだり、おいし

いものを食べたりしていることはすべて、地球の裏ではあたりまえではないし、すごく“ぜいたく”な

ことだと気付きました。日本は島国だからもあるかもしれませんが、閉鎖的で、すごく無関心なので、

このような人に将来なら内容にしようと思いました。今、日本のこの学園で学ばせて頂いていることは、

すごく幸福なことなので、この時を大事にします。（1 年女子） 
「今の自分はまだまだ無知で、まだまだ関心も低いと感じました。そして今世界中で起きている悲惨な

現実は、僕が想像しているようなレベルではなく、違う国だから仕方がないとか、それが現実だから仕

方がないでは済ませられない、済ませてはならないと改めて強く感じました。（1 年男子）」 
 
 
【第 4 回 2019 年 1 月 12 日 久保 友明氏】 

九州大学理学研究院地球惑星科学部門で教授を 
務める、久保友明氏をお招きし、講演を行って 
頂いた。現在は地球について研究をされており、 
地球の内部構造や様々な物質の性質について、 
お話して頂いた。 

高校生の時は、勉強と陸上部の両立に挑戦し、 
すぐに結果は出なかったが、努力を重ねる中で、 
近畿インターハイに出場したことを紹介。 

高校生の時に学んだことが、現在の研究や仕事 
に生きていることを教えてくださった。 
 
◯生徒の感想 
「ダイヤモンドの話で“金剛不壊”という言葉がありました。ダイヤモンドの様な、何事にも壊されな

い心を持つことが大切とありました。最後に今回の講演を聞き、自分もやろうと思ったことは、「“自勝

者強”･･･自分に勝てる者は強い」とあるように、自分にかえるようにクラブと勉強の両立をやりたい

と思いました。（1 年男子）」 
「最初地球の内部構造から始まってとても興味を持ちました。深層部にはかんらん石やダイヤモンドが

あることにもびっくりして相転移と言う言葉も初めて聞きました。温かい氷と呼ばれるものが気圧でで

きるのもすごく面白かったです。自分の使命をみつけて、貢献できる人材に成長していきたいと思いま

した。（1 年女子）」 
「「目の前の課題に取り組むこと」や「失敗しても可能性を見出すこと」「最後は必ず勝つこと」を学び

ました。これから勉強で落ち込むこと、挫けることも多くなると思いますが、今日学んだことを胸にこ

れからも頑張って努力を積み重ねていきます。（1 年男子）」 
 

【第 2 回 2018 年 7 月 18 日 新井 勝大氏】 
国立成育医療研究センター消化器診療部診療 

部長を務める本校 13 期卒業の新井勝大氏が 
「関西から世界へ！－医師としての挑戦－」と 
題し、講演を行った。学生時代、親戚の死を 
きっかけに医学部を目指すようになり、創立者の 
励ましから「人のために生きたい」と決意され、 
宮崎大学医学部に進学。卒業後はアメリカに渡り、 
その後はアジアを舞台に活躍。２００１年、 
アメリカにおいて研修医として学び働いていた頃、 
同時多発テロを経験した。２００４年帰国。２００６年より、現在の国立成育医療研究センターに勤務

している。「病気は子どもたちを不幸にしない。病気を乗り越え幸福になる力を子どもたちは持ってい

る」「足は大地につけて、目は希望の未来に向かって」など、指針とされている言葉を紹介されながら、

感動的な講演であった。 
 
○生徒の感想 
「しっかり強い心を持つことで、運命をも変えることができると分かりました」（２年女子） 
「自分の決めたことは、必ずやり遂げるまであきらめなければやり遂げられることを知りました。私た

ちの学園生の先輩が今こうやって活躍していて本当にすごいと思うし、私自身にとってもこれから頑張

れるきっかけになりました。挑戦していきます」（２年女子） 
「“未来をつくるには、努力が必要”との言葉にすごく感動しました。私に今足りないのは努力だと思

っています。新井さんのように、自分の経験を語れる方はすごくかっこいいなと思いました。私もいつ

か学園に帰ってきて、語れる存在になりたいです」（１年女子） 
「医学部に進むことに、無理だと現実的にいわれてもあきらめずに勉学に励んだことに感動した。いろ

んなことに苦しみ悩みながらも自分を信じ、人のために尽くしていこうという強い思いが伝わり、私も

将来そのような職業に就きたいと強く思った。また、話を聞いていて、世界は狭く、海外の方と私たち

は身近な距離にあるんだなと感じた」（１年女子） 
「僕は医療の道に進もうとは思っていませんが、『自分の使命の道で世界平和に貢献する』という面か

ら、とても学ばせていただきました。今は徹して学びの時、鍛えの時なので、勉学（特に英語）、クラ

ブ、読書等に悔いなく挑戦します」（１年男子） 
 
 
【第 3 回 2018 年 10 月 6 日 藤原 宏宣氏】 

NPO 法人 GOODEARTH 株式会社の代表取締役社長藤原宏宣氏をお招きし、高校 1 年生対象に講演

を行っていただいた。藤原氏はご自身で、西アフリカのギニア共和国初の日系企業として製氷販売の株

式会社 P&S を設立、また女性の地位、教育力の向上を目指し、学校 HIMAWARI を設立するなど、貧

困問題を解決するために尽力してこられた。講演では、現在 GOODEARTH でギニア、ネパール、バン

グラデシュでサポートを行っている様子をビデオや写真を用いて詳しく説明してくださるとともに、貧

困問題を解決できるだけの財力や資源を持っている日本が貧困問題に目を向けられていない事実を述
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べ、貧困問題を解決するには人間の内面にある無関心や無気力を変えていかなければならないと語って

くださった。 
 
○生徒の感想 
「今回のセミナーは本当に考えさせられました。いつも、私たちはゲームをしたり、遊んだり、おいし

いものを食べたりしていることはすべて、地球の裏ではあたりまえではないし、すごく“ぜいたく”な

ことだと気付きました。日本は島国だからもあるかもしれませんが、閉鎖的で、すごく無関心なので、

このような人に将来なら内容にしようと思いました。今、日本のこの学園で学ばせて頂いていることは、

すごく幸福なことなので、この時を大事にします。（1 年女子） 
「今の自分はまだまだ無知で、まだまだ関心も低いと感じました。そして今世界中で起きている悲惨な

現実は、僕が想像しているようなレベルではなく、違う国だから仕方がないとか、それが現実だから仕

方がないでは済ませられない、済ませてはならないと改めて強く感じました。（1 年男子）」 
 
 
【第 4 回 2019 年 1 月 12 日 久保 友明氏】 

九州大学理学研究院地球惑星科学部門で教授を 
務める、久保友明氏をお招きし、講演を行って 
頂いた。現在は地球について研究をされており、 
地球の内部構造や様々な物質の性質について、 
お話して頂いた。 

高校生の時は、勉強と陸上部の両立に挑戦し、 
すぐに結果は出なかったが、努力を重ねる中で、 
近畿インターハイに出場したことを紹介。 

高校生の時に学んだことが、現在の研究や仕事 
に生きていることを教えてくださった。 
 
◯生徒の感想 
「ダイヤモンドの話で“金剛不壊”という言葉がありました。ダイヤモンドの様な、何事にも壊されな

い心を持つことが大切とありました。最後に今回の講演を聞き、自分もやろうと思ったことは、「“自勝

者強”･･･自分に勝てる者は強い」とあるように、自分にかえるようにクラブと勉強の両立をやりたい

と思いました。（1 年男子）」 
「最初地球の内部構造から始まってとても興味を持ちました。深層部にはかんらん石やダイヤモンドが

あることにもびっくりして相転移と言う言葉も初めて聞きました。温かい氷と呼ばれるものが気圧でで

きるのもすごく面白かったです。自分の使命をみつけて、貢献できる人材に成長していきたいと思いま

した。（1 年女子）」 
「「目の前の課題に取り組むこと」や「失敗しても可能性を見出すこと」「最後は必ず勝つこと」を学び

ました。これから勉強で落ち込むこと、挫けることも多くなると思いますが、今日学んだことを胸にこ

れからも頑張って努力を積み重ねていきます。（1 年男子）」 
 

【第 2 回 2018 年 7 月 18 日 新井 勝大氏】 
国立成育医療研究センター消化器診療部診療 

部長を務める本校 13 期卒業の新井勝大氏が 
「関西から世界へ！－医師としての挑戦－」と 
題し、講演を行った。学生時代、親戚の死を 
きっかけに医学部を目指すようになり、創立者の 
励ましから「人のために生きたい」と決意され、 
宮崎大学医学部に進学。卒業後はアメリカに渡り、 
その後はアジアを舞台に活躍。２００１年、 
アメリカにおいて研修医として学び働いていた頃、 
同時多発テロを経験した。２００４年帰国。２００６年より、現在の国立成育医療研究センターに勤務

している。「病気は子どもたちを不幸にしない。病気を乗り越え幸福になる力を子どもたちは持ってい

る」「足は大地につけて、目は希望の未来に向かって」など、指針とされている言葉を紹介されながら、

感動的な講演であった。 
 
○生徒の感想 
「しっかり強い心を持つことで、運命をも変えることができると分かりました」（２年女子） 
「自分の決めたことは、必ずやり遂げるまであきらめなければやり遂げられることを知りました。私た

ちの学園生の先輩が今こうやって活躍していて本当にすごいと思うし、私自身にとってもこれから頑張

れるきっかけになりました。挑戦していきます」（２年女子） 
「“未来をつくるには、努力が必要”との言葉にすごく感動しました。私に今足りないのは努力だと思

っています。新井さんのように、自分の経験を語れる方はすごくかっこいいなと思いました。私もいつ

か学園に帰ってきて、語れる存在になりたいです」（１年女子） 
「医学部に進むことに、無理だと現実的にいわれてもあきらめずに勉学に励んだことに感動した。いろ

んなことに苦しみ悩みながらも自分を信じ、人のために尽くしていこうという強い思いが伝わり、私も

将来そのような職業に就きたいと強く思った。また、話を聞いていて、世界は狭く、海外の方と私たち

は身近な距離にあるんだなと感じた」（１年女子） 
「僕は医療の道に進もうとは思っていませんが、『自分の使命の道で世界平和に貢献する』という面か

ら、とても学ばせていただきました。今は徹して学びの時、鍛えの時なので、勉学（特に英語）、クラ

ブ、読書等に悔いなく挑戦します」（１年男子） 
 
 
【第 3 回 2018 年 10 月 6 日 藤原 宏宣氏】 

NPO 法人 GOODEARTH 株式会社の代表取締役社長藤原宏宣氏をお招きし、高校 1 年生対象に講演

を行っていただいた。藤原氏はご自身で、西アフリカのギニア共和国初の日系企業として製氷販売の株

式会社 P&S を設立、また女性の地位、教育力の向上を目指し、学校 HIMAWARI を設立するなど、貧

困問題を解決するために尽力してこられた。講演では、現在 GOODEARTH でギニア、ネパール、バン

グラデシュでサポートを行っている様子をビデオや写真を用いて詳しく説明してくださるとともに、貧

困問題を解決できるだけの財力や資源を持っている日本が貧困問題に目を向けられていない事実を述
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Amnesty International
By Atsushi Saito, Arisa Tatsumi and Rei Hagihara

Amnesty International(  
LGBT
NGO

 Amnesty International is the largest international human rights 
NGO in the world, which protects various people’s human rights 
such as refugees and LGBT.  The reason why they can strongly 
advocate their opinions is that they are based on the idea “All 
humans have equal human rights”.  We learned their strong faith 
that they must put themselves in each person’s position, and 
protect all human’s rights at any occasion. 
We have been researching in order to know the truth, but from the 
Q&A session we noticed that few of them was incorrect, so we 
could learn the importance of learning the truth based on 
evidence.

Save the Children
By Hiromi Hashide, Marine Uemura, and Kazuyo Mizuta 

Save the Children  
4

NGO

Save the Children is an international NGO, working to create a 
world in which every child can attain the right to survival, 
protection, development, and participation. Through learning the 
activities which Save the Children does internationally, we were 
able to know the reality of the severe situation children are facing 
right now. In the session, Ms. Kawakami challenged us to think of a 
solution to help children who have no chance to take education in 
Africa. One student suggested introducing bicycles for those 
children, and Ms. Kawakami said that it is a very nice idea. Even if 
it is a complicated global issue, we thought we can contribute to 
solve them by giving many ideas from our own creative and 
practical perspectives. 

Save the Children Japan  

Amnesty International Japan 
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Human Rights Now 
By Sakura Naka and Hiroto Tamura

  NGO 2006

     Human Rights Now is the first international Human Rights 
organization in Japan. It was founded by mainly lawyers, and takes 
actions to save citizens around the world. In this lecture, we learned 
three philosophies to solve human rights violations. The first step is 
to research and reports to find fact, advocacy to approach society, 
and empowerment to reinforce solidarity. Human rights now said it 
is essential to raise people's awareness about human rights as an 
initial step. They told us that the voice of young people will be 
valued because we are the future. It became an opportunity for us to 
realize our own responsibility and mission as members of 
international society. All of us were strongly determined to keep 
learning with passion.

JOICFP
By Yuichi Matsuna, Takuto Yoshii 

(SRHR)
JOICFP

JOICFP
SRHR

SRHR

       JOICFP is an organization to promote “humanistic family planning” 
to protect “Sexual Reproductive Health and Rights (SRHR).” In 
establishing JOICFP, government promoted “family planning,” but this 
purpose was to reduce children, so the women’s rights were ignored. 
However, JOICFP continued promoting family planning that will 
protect women’s health and rights. The definition of SRHR is that 
people are able to enjoy a mutual satisfying and safe relationship, free 
from error or violation. No one can exploit this right. We also learned 
that women’s SRHR are not protected in Japan since most 
administrative positions are run by men. In the Q&A session, one 
student asked about how to promote rising women’s position as a high 
school student. She said  that high school students have very long 
future. We can discuss about that and appeal gender equality to school, 
society, and around the world.JOICFP 

Human Rights Now 
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United Nations University 
By Emi Kuroda, Yuichi Sakemi

United Nations University (UNU)  is trying to solve global 
issues by educating, researching collaboratively, and giving 
advice on policies. In addition, UNU cooperates with various 
organizations and implements various projects. In the session, we 
saw videos about the tsunami disaster in Indonesia, civil war in 
Sierra Leone and witnessed the unbelievable reality of severe life 
and thoughts of people who are suffering from such issues. Ms. 
Imai, the speaker of the lecture, encouraged us to find interesting 
things and have strong belief, communication ability and several 
languages to contribute the world.  During Q&A session, a 
student asked Ms. Imai how to realize peace that makes everyone 
happy. She answered that it can be realized by making people 
around you happy, not trying to realize global peace at first.

UNICEF
  By Ayumi Otsuji, Shota Kuwabara
  
  UNICEF

1946 UNICEF 

1 500
1 6

UNICEF is an organization to protect children and was founded by 
Rajchman Ludwik in 1946. In 1989, the United Nations declared 
‘Convention on the Rights of the Child’  to save persecuted children. 
Through workshop, we realized that violation of child’s rights exit in 
our ordinary life. Also, we were able to learn an example of solutions 
to cope with poverty from this session. UNICEF has invented and sent 
plumpy nuts which have 500 kcl per one package and a vitamin A 
medicine which can stay in a body for 6 months per one pill to 
countries where people are suffering from malnutrition. 
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JICA
By Kazuyo Nishida, Ryoma Masutani

JICA( ) ODA

8 15
SDGs

JICA

LC

JICA (Japan International Cooperation Agency) provides 
assistance such as volunteer work to meet the needs of the 
developing countries based on Japanese ODA budget.  We visited 
JICA’s SDG exhibition. In the exhibition, there was a bucket of 
water that is carried for eight hours by a girl in Africa. Moreover, 
we were able to interview a JICA’s staff member who had taught 
math in Ethiopia. She said that she often had stomach ache, 
because knives that cut foods and water was dirty even so she was 
hungry. Through our interview and JICA’s exhibition, we felt the 
importance of “telling” and learned attitude of telling. We’ll tell 
our familiar people such as parents and friends what we learned in 
LC activities and raise their awareness of global issue.

Min-On Research Institute
By Akiko Mihara, Sakiko Ochiai

 Min-On means “people’s music.” The Min-On Research Institute 
was established in order to pursue multidisciplinary investigation of 
potential of music in peacebuilding activities. In this lecture, we 
learned that music is deeply related to the civil rights movement, and 
music has the power of bridge divides and heal the wounds of war. In 
addition, we noticed that music is common in the world by knowing 
various kinds of music activities. In Q&A, Dr. Urbain said that doing 
same thing with people who are from various countries such as 
singing together will get over the difference and lead to protect 
human rights. Through this lecture, we were determined to build good 
relationships with people around the world by exposing to various 
music and cultures, and sharing the music. 

JICA
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東京フィールドワーク 
1 行程・概要 

7 月 12 日から 3 日間、東京フィールドワークが行われた。 
希望者の中から抽選された 10 名が参加した。約一か月前から取り組んだ事前学習では、国連の SDGs

について、疑問点を洗い出し、皆で共有をした。また、「ガーナ北部に Stunting（発育阻害）・栄養改善

（SDGs Goal2）に向けた、イノベーティブなアイデア創出」というテーマで行う JICA でのワークシ

ョップに向けて、1 年生 6 名がガーナ北部に関する基礎情報についてプレゼンテーションを作成した。

青山学院高等部での SGH 校同士のワークショップに向けて、2・3 年生 4 名が関西創価高校の SGH の

取り組みを紹介するプレゼンテーションを作成した。また、訪問先の JICA，UN GEOC，SDGs 市民

社会ネットワークについて事前に調べて情報をまとめた。 
12 日早朝の新大阪発の新幹線で東京に向かい、昼過ぎに永田町の参議院議員会館に到着した。杉参議

院議員の事務所にて、杉参議院議員と 20 分ほど懇談の場を持った。その後、国会議事堂へ移動し、国

会見学を行った。テレビでしか見た事の無い国会議事堂内の見学に、皆興味津々だった。 
その後、JICA 市ヶ谷に到着し、JICA に勤務している本校卒業生の岸本茜さん（28 期）、樋口晴子さ

ん（28 期）、加藤真一郎さん（39 期）に担当していただき、「ガーナ北部に Stunting（発育阻害）・栄

養改善（SDGs Goal2）に向けた、イノベーティブなアイデア創出」というテーマでワークショップを

行った。まず、1 年生 6 名がガーナ北部に関する基礎情報についてプレゼンを行い、その後 2 グループ

にわかれて課題改善へのアイデア出しを行った。 
岸本さんからは、生徒たちから出た新しいアイデアを今後 JICA でおこなう会議に反映していきたい

との言葉をいただいた。 
国際協力に携わる中で学んだことや熱い思いを語っていただき、生徒たちは大きな触発を受けた。 
続いて、JICA 市ヶ谷の地球ひろばの見学を行った。地球ひろばでは、企画展示「食べるコト 生き

るコト」が行われており、世界の食と栄養の問題について、視野を広げることができた。また、世界各

地の民族衣装を着られるコーナーでは、様々な文化に触れることができた。 
2 日目は、まず、国連大学で SDGs 市民社会ネットワークの唐木さんの講義を受けた。SDGs や国連

のことなど、海外経験を踏まえたとても貴重なお話しを聞かせていただいた。終了時間を過ぎても生徒

からの質問が止まなかった。 
午後は LC 東京フィールドワークのメンバーと合流をし、本校の卒業生で国連大学で勤務されている

今井さんの講義を受講した。いま世界で起きている悲惨な現状を映像で見せていただきながら、国際協

力の仕事につくために必要なことや、学生のうちに身につけておくべき力など、具体的にアドバイスを

していただいた。 
LC メンバーとは別れて、国連大学内を案内していただいたあと、地球環境パートナーシッププラザ

（GEOC）でレクチャーを受けた。GEOC の山口さんから、環境問題、パートナーシップの難しさと大

切さについて講義をしていただいた。 
その後、GEOC 内の資料を自由に閲覧しながら、山口さんにさまざまな質問をさせていただいた。本

当に素晴らしい機会となりました。 
最後に、ユニセフハウスに移動し、展示を見学した。 
3 日目は、戸田記念国際会館で SGI 平和運動局の河合さんより講義を受けた。世界全体が SDGｓに

SGI Peace Committee  
By Tomoaki Esaki, Miwa Sakoda

SGI SGI

We received a lecture in a discussion by Mr.Kawai, SGI director 
of Peace and Human Rights. Through our discussion, we learned 
process that high school students can build peace, and how 
people’s awareness of the process of how we can contribute to 
peacebuilding as high school students and how the awareness of 
human rights are changed among people through the Cold War, 
religious conflicts and other incidents. Furthermore, Mr. Kawai 
gave us advice that when we communicate with people who 
believe in different religions or have different cultures. It is 
important to learn basic values and respect them with the spirit of 
Sadāparibhūta who continued chanting for other person’s dignity 
of life, even if they were continuously persecuted. We will do our 
best to study to make other people happy as a human beings who 
lived in a shared world.

20

SGI
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東京フィールドワーク 
1 行程・概要 

7 月 12 日から 3 日間、東京フィールドワークが行われた。 
希望者の中から抽選された 10 名が参加した。約一か月前から取り組んだ事前学習では、国連の SDGs

について、疑問点を洗い出し、皆で共有をした。また、「ガーナ北部に Stunting（発育阻害）・栄養改善

（SDGs Goal2）に向けた、イノベーティブなアイデア創出」というテーマで行う JICA でのワークシ

ョップに向けて、1 年生 6 名がガーナ北部に関する基礎情報についてプレゼンテーションを作成した。

青山学院高等部での SGH 校同士のワークショップに向けて、2・3 年生 4 名が関西創価高校の SGH の

取り組みを紹介するプレゼンテーションを作成した。また、訪問先の JICA，UN GEOC，SDGs 市民

社会ネットワークについて事前に調べて情報をまとめた。 
12 日早朝の新大阪発の新幹線で東京に向かい、昼過ぎに永田町の参議院議員会館に到着した。杉参議

院議員の事務所にて、杉参議院議員と 20 分ほど懇談の場を持った。その後、国会議事堂へ移動し、国

会見学を行った。テレビでしか見た事の無い国会議事堂内の見学に、皆興味津々だった。 
その後、JICA 市ヶ谷に到着し、JICA に勤務している本校卒業生の岸本茜さん（28 期）、樋口晴子さ

ん（28 期）、加藤真一郎さん（39 期）に担当していただき、「ガーナ北部に Stunting（発育阻害）・栄

養改善（SDGs Goal2）に向けた、イノベーティブなアイデア創出」というテーマでワークショップを

行った。まず、1 年生 6 名がガーナ北部に関する基礎情報についてプレゼンを行い、その後 2 グループ

にわかれて課題改善へのアイデア出しを行った。 
岸本さんからは、生徒たちから出た新しいアイデアを今後 JICA でおこなう会議に反映していきたい

との言葉をいただいた。 
国際協力に携わる中で学んだことや熱い思いを語っていただき、生徒たちは大きな触発を受けた。 
続いて、JICA 市ヶ谷の地球ひろばの見学を行った。地球ひろばでは、企画展示「食べるコト 生き

るコト」が行われており、世界の食と栄養の問題について、視野を広げることができた。また、世界各

地の民族衣装を着られるコーナーでは、様々な文化に触れることができた。 
2 日目は、まず、国連大学で SDGs 市民社会ネットワークの唐木さんの講義を受けた。SDGs や国連

のことなど、海外経験を踏まえたとても貴重なお話しを聞かせていただいた。終了時間を過ぎても生徒

からの質問が止まなかった。 
午後は LC 東京フィールドワークのメンバーと合流をし、本校の卒業生で国連大学で勤務されている

今井さんの講義を受講した。いま世界で起きている悲惨な現状を映像で見せていただきながら、国際協

力の仕事につくために必要なことや、学生のうちに身につけておくべき力など、具体的にアドバイスを

していただいた。 
LC メンバーとは別れて、国連大学内を案内していただいたあと、地球環境パートナーシッププラザ

（GEOC）でレクチャーを受けた。GEOC の山口さんから、環境問題、パートナーシップの難しさと大

切さについて講義をしていただいた。 
その後、GEOC 内の資料を自由に閲覧しながら、山口さんにさまざまな質問をさせていただいた。本

当に素晴らしい機会となりました。 
最後に、ユニセフハウスに移動し、展示を見学した。 
3 日目は、戸田記念国際会館で SGI 平和運動局の河合さんより講義を受けた。世界全体が SDGｓに
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取り組むに至るまでの歴史的経緯を概括しながら、SDGs についてお話していただき、その洞察の深さ

に生徒たちは終始、感動していた。 
午後は、青山学院高等部に移動し、交流を行った。同じ SGH 校としての取り組みをお互いにプレゼ

ン発表し、その後、青山学院高等部の生徒と一緒に Happiness(幸せ)について、個人の立場と国の立場

で考えるワークショップを行った。関西創価高校の生徒と青山学院高等部の生徒を混ぜて 4～５人のグ

ループを作り、ディスカッションを行った。各グループでのディスカッションの内容を前半は英語で、

後半は日本語で発表した。青山学院大学の留学生も話し合いを活発にするファシリテーターとして入っ

ていただき、素晴らしい内容の交流となった。 
その後、新幹線で品川を出発し、新大阪に到着した。 
フィールドワーク終了後、学んだ事をレポートにまとめ、報告ポスターを作成し、渡り廊下に掲示し

た。オープンキャンパスなど各種行事でポスターセッションを行った。 

2 生徒感想 
１年７組３７番 久野 美明 
今回、東京フィールドワークに参加させて頂きましたが、この研修を終えた今、どれだけ自分が世界に

ついて無知だったかに気付かされたとともに、自分が何が出来るのか考えることが出来ました。でも今

の現実は、SDGs はあまり認知度が低いことです。この気持ちや感じたことを多くの人に伝えたいです。

そのために、どんどん活動していきます。 
 
２年７組４２番 藤岡 里桜 
初めて知ることだらけで、とても充実した 3 日間だった。特に地球ひろばやユニセフ、今井さんのお話、

JICA ワークショップでは現地を実感できる良い体験的な学びだったし、中でも自分たちが暮らしてい

る地域や生活の差を痛感した。今でも、日本以外の国ではあんなに悲惨なことや残酷なことが起こって

いると信じられないほど衝撃的で、今回見聞きして知って、自分にできることを積極的に探していこう

と思った。また、自分が恵まれた環境で育って、今も生活できていることにもっと感謝していこうと思

った。 
河合さんの話や、市民社会ネットワーク、GEOC、国会での体験は、SDGs をより深く追求できて今ま

で GRIT でやってきたことで満足していた所や、知っている気になっていた部分を改めて見直すことが

でき、世界の問題に対して真っ直ぐ向き合う良い機会になった。特に日本の中で、SDGs を知っている

人が少ないんじゃないかと気になり、問題点じゃないかと思ったので、まずは自分の身の周りの人から

SDGs について広めていくことを今後の目標として実現のために、貢献していこうと思った。 
 
３年４組３１番 中野 茉琳 

この 3 日間は本当に充実していたし刺激のあった時間でした。学園生活最後にこうやって代表として

学ぶ機会ができて良かったしみんなに伝えていきたいと思います。初めて知る事ばかりでいまだにまと

め切れていない部分がありますがこれから少しづつ自分のなかで消化していきます。また現地の生活に

近い体験や日本では見ることのできない映像など普段とはかけ離れた経験ができ、今まで少し他人事と

考えていた世界の問題についてより深く考えさせられました。  

58



 
  

取り組むに至るまでの歴史的経緯を概括しながら、SDGs についてお話していただき、その洞察の深さ

に生徒たちは終始、感動していた。 
午後は、青山学院高等部に移動し、交流を行った。同じ SGH 校としての取り組みをお互いにプレゼ

ン発表し、その後、青山学院高等部の生徒と一緒に Happiness(幸せ)について、個人の立場と国の立場

で考えるワークショップを行った。関西創価高校の生徒と青山学院高等部の生徒を混ぜて 4～５人のグ

ループを作り、ディスカッションを行った。各グループでのディスカッションの内容を前半は英語で、

後半は日本語で発表した。青山学院大学の留学生も話し合いを活発にするファシリテーターとして入っ

ていただき、素晴らしい内容の交流となった。 
その後、新幹線で品川を出発し、新大阪に到着した。 
フィールドワーク終了後、学んだ事をレポートにまとめ、報告ポスターを作成し、渡り廊下に掲示し

た。オープンキャンパスなど各種行事でポスターセッションを行った。 

2 生徒感想 
１年７組３７番 久野 美明 
今回、東京フィールドワークに参加させて頂きましたが、この研修を終えた今、どれだけ自分が世界に

ついて無知だったかに気付かされたとともに、自分が何が出来るのか考えることが出来ました。でも今

の現実は、SDGs はあまり認知度が低いことです。この気持ちや感じたことを多くの人に伝えたいです。

そのために、どんどん活動していきます。 
 
２年７組４２番 藤岡 里桜 
初めて知ることだらけで、とても充実した 3 日間だった。特に地球ひろばやユニセフ、今井さんのお話、

JICA ワークショップでは現地を実感できる良い体験的な学びだったし、中でも自分たちが暮らしてい

る地域や生活の差を痛感した。今でも、日本以外の国ではあんなに悲惨なことや残酷なことが起こって

いると信じられないほど衝撃的で、今回見聞きして知って、自分にできることを積極的に探していこう

と思った。また、自分が恵まれた環境で育って、今も生活できていることにもっと感謝していこうと思

った。 
河合さんの話や、市民社会ネットワーク、GEOC、国会での体験は、SDGs をより深く追求できて今ま

で GRIT でやってきたことで満足していた所や、知っている気になっていた部分を改めて見直すことが

でき、世界の問題に対して真っ直ぐ向き合う良い機会になった。特に日本の中で、SDGs を知っている

人が少ないんじゃないかと気になり、問題点じゃないかと思ったので、まずは自分の身の周りの人から

SDGs について広めていくことを今後の目標として実現のために、貢献していこうと思った。 
 
３年４組３１番 中野 茉琳 

この 3 日間は本当に充実していたし刺激のあった時間でした。学園生活最後にこうやって代表として

学ぶ機会ができて良かったしみんなに伝えていきたいと思います。初めて知る事ばかりでいまだにまと

め切れていない部分がありますがこれから少しづつ自分のなかで消化していきます。また現地の生活に

近い体験や日本では見ることのできない映像など普段とはかけ離れた経験ができ、今まで少し他人事と

考えていた世界の問題についてより深く考えさせられました。  
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２０１８年度広島フィールドワーク実施報告

◼️目的 平和について学び、探求したことを学園生に伝え、意識啓発をしていくこ

と、また更に世界へと、先駆をきって世界平和を訴え、伝えていくことを目的

とする。核兵器禁止条約が採択され、核廃絶への関心が高まる中、広島を訪

れ、大量虐殺のための毒ガスが製造されていた大久野島や資料館を訪れ、日本

が加害者としても戦争に大きく加担した事実にも目を向け、実際に見て学ぶ研

修とする。そして、広島女学院主催の ２０１８に参加し、ハワ

イ，沖縄，東京，長崎，広島から集った高校生と核兵器禁止条約に批准しなか

った７ヶ国をどうしたら条約に批准させることができるのかとのプレゼンテー

ション、ディスカッションを通して、核兵器禁止条約可決に向けて、私たち高

校生にできることとは何かを考え、またそれぞれの考えを深めていき、世界平

和、核廃絶のためにそれぞれが積極的に取り組み、学ぶ研修とする。

◼️期間 ８月５日（月）～８月７日（水） までの３日間

◼️参加者 高校１年生６名、２年生３名、３年生５名の計１４名

◼️事前学習 ・ 『ヒロシマナガサキ』の視聴

・第二次世界大戦についてのリサーチ、メモリーツリーの作成

・全校生徒による千羽鶴作成と、核廃絶に向けての署名活動

・交野高校の生徒と協力し、河内磐船駅周辺とイズミヤ交野店前にて

核廃絶のための街頭署名活動

・核兵器禁止条約の批准に向けて、７か国（アメリカ・ロシア・中国・日本・

ウクライナ・オーストラリア・マケドニア）についての調べ学習、批准の

ための提案の作成、プレゼンテーションの練習
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【碑めぐり】

碑めぐりでは、広島女学院の生徒の案内で平和

記念公園内にある原爆死没者慰霊碑、原爆ドー

ム、平和の灯など説明を受けながら回った。日本

人の死没者だけでなく、強制労働等で広島にいた

外国の方の碑や、即死した方や一家全滅などで身

元不明となった方々の遺骨が納められている供養

塔など、実際に回って説明を受けてみないと分か

らないものが様々あった。ひと通り公園内を回っ

たあと、女学院の方とともに学園生一人一人の思

いが詰まった折り鶴を奉納し、黙祷をささげた。

●生徒の感想

広島女学院さんにエスコートしていただき、広島平和公園内の碑巡りをしました。私たち

の中には修学旅行等で広島を訪れた人もいましたが、広島女学院さんの詳しい解説を聞き、

原子爆弾を始めとする核に関する知識をより増やすことができ、その非人道性を身にしみて

感じました。特に平和のシンボルである「原爆ドーム」に関する説明では、なぜ原爆ドーム

が爆心地より２００ と近いにもかかわらず、このような状態で現存しているのかというこ

とを始め、自分たちの知らない多くの話を聞かせていただきました。広島女学院さんとの交

流を通じて、協力すれば、核廃絶は必ず成し遂げられると確信しました。少しの時間しか話

すことはできませんでしたが、お互いに「核廃絶」という目的で結ばれているこの関係を継

続し、多くの人とともに自他共の幸福のため、活動して行きたいと決意しました。

【広島平和記念資料館】

資料館内は原爆が落ちた際の広島の街並みの写真や、被害を物語る遺物、広島・長崎に落

ちた原爆の資料があった。また、核兵器が今の時代に落とされた際、どのような被害が起き

るのかなど様々な展示があった。館内は日本人観光客の他、外国人観光客の姿が多く見うけ

られ、様々な展示物にシャッターを切っていた。

●生徒の感想

今まで核兵器のことをリサーチしてきたので、

知っていたこともありましたが、核兵器に関する

情報が、多様な角度から一度に展示されており、

核兵器のことを包括的に学ぶことができました。

特に印象的だったのは、広島、長崎での原爆の悲

惨な結果があった後、ロシアや中国で核開発が始

まっていったことが、ひとつの流れとして展示さ

れていたことです。非人道的な核兵器が、開発し

続けられていることが目に見えてわかり、どんな

人間もこんなに残酷な兵器を持つ権利はないと思

いました。今の核兵器の現状を知った上で、核兵

器がもたらす残酷な結果をより多くの人が知るべきだと思いました。

◼️行程

８月５日（日）

【大久野島】

７時３０分に新大阪駅に集合。出発式、写真撮影を行った後、

新幹線に乗車。岡山駅で乗り換え三原駅まで行きここで広島 メ

ンバー全員集合。フェリーに１５分ほど乗り大久野島へ向かっ

た。到着後、写真撮影をして大久野島毒ガス資料館の見学を行っ

た。毒ガスに関する を見てから各自資料館内を散策。展示物

の中には、実際に毒ガスを作っていた時の防護服や防護マスク、

政府によって隠蔽されていたことが分かる大久野島が書かれてい

ない地図があった他、毒ガスを遺棄した際の写真などがあった。

見学後、行動班に分かれて昼食を取り自転車を使って島内を散策

した。毒ガスの実験などが行われていた場所は７３年前からの

重々しい雰囲気が漂っており、島内の明るいイメージとは正反対の暗さがそこにあった。島

には何百羽のうさぎが生息しており、餌を出すともぐもぐと食べたりする姿がとても愛くる

しく、うさぎを求めて訪れる観光客で多く賑わっていた。フェリーが港に来るまでの待ち時

間、観光目的で訪れていた外国の方にお話を伺うこともできた。

●生徒の感想

大久野島は南国の雰囲気漂う居心地のよい島でした。しかし戦時中は毒ガス工場として使

用され地図から消された島でした。現在はここが毒ガス工場だったのかと疑うくらいに、の

どかな島になっていました。それは今日までに多くの人が大久野島を美しい島に戻す努力を

重ね、再び平和な島になってほしいとの強い思いを持ち、歩んできた結果だと思います。戦

時中はうさぎが毒ガスの動物実験と対象として使用され、犠牲となりました。また、工場で

働いていた人は最初の頃は毒ガスを製造していることを知らずに働いていたそうです。真夏

でも長袖、長ズボンの防護服に身を包み、マスクをつけ働いていたのにも関わらず、毒ガス

の影響で多くの被害を受けました。安全対策は十分ではなく、工場だけでなく島の人々にも

毒ガスの被害が広がっていったそうです。また、秘密裏に製造していたため、戦争が終わっ

ても被害を受けた方々は十分な手当を受けられずに今も苦しんでいます。しかし、日本政府

はこの事実を公表しておらず、多くの国民がこのことを知りません。日本政府は戦争の被害

は伝えていくのに自らの過ちを隠している事実は今すぐにでも変えていかなければならない

と感じました。平和な世界を目指していくならば、全ての事実に真摯に向き合っていくこと

が大切だと実感しました。
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原子爆弾を始めとする核に関する知識をより増やすことができ、その非人道性を身にしみて

感じました。特に平和のシンボルである「原爆ドーム」に関する説明では、なぜ原爆ドーム

が爆心地より２００ と近いにもかかわらず、このような状態で現存しているのかというこ

とを始め、自分たちの知らない多くの話を聞かせていただきました。広島女学院さんとの交

流を通じて、協力すれば、核廃絶は必ず成し遂げられると確信しました。少しの時間しか話

すことはできませんでしたが、お互いに「核廃絶」という目的で結ばれているこの関係を継

続し、多くの人とともに自他共の幸福のため、活動して行きたいと決意しました。

【広島平和記念資料館】

資料館内は原爆が落ちた際の広島の街並みの写真や、被害を物語る遺物、広島・長崎に落

ちた原爆の資料があった。また、核兵器が今の時代に落とされた際、どのような被害が起き

るのかなど様々な展示があった。館内は日本人観光客の他、外国人観光客の姿が多く見うけ

られ、様々な展示物にシャッターを切っていた。

●生徒の感想

今まで核兵器のことをリサーチしてきたので、

知っていたこともありましたが、核兵器に関する

情報が、多様な角度から一度に展示されており、

核兵器のことを包括的に学ぶことができました。

特に印象的だったのは、広島、長崎での原爆の悲

惨な結果があった後、ロシアや中国で核開発が始

まっていったことが、ひとつの流れとして展示さ

れていたことです。非人道的な核兵器が、開発し

続けられていることが目に見えてわかり、どんな

人間もこんなに残酷な兵器を持つ権利はないと思

いました。今の核兵器の現状を知った上で、核兵

器がもたらす残酷な結果をより多くの人が知るべきだと思いました。

◼️行程

８月５日（日）

【大久野島】

７時３０分に新大阪駅に集合。出発式、写真撮影を行った後、

新幹線に乗車。岡山駅で乗り換え三原駅まで行きここで広島 メ

ンバー全員集合。フェリーに１５分ほど乗り大久野島へ向かっ

た。到着後、写真撮影をして大久野島毒ガス資料館の見学を行っ

た。毒ガスに関する を見てから各自資料館内を散策。展示物

の中には、実際に毒ガスを作っていた時の防護服や防護マスク、

政府によって隠蔽されていたことが分かる大久野島が書かれてい

ない地図があった他、毒ガスを遺棄した際の写真などがあった。

見学後、行動班に分かれて昼食を取り自転車を使って島内を散策

した。毒ガスの実験などが行われていた場所は７３年前からの

重々しい雰囲気が漂っており、島内の明るいイメージとは正反対の暗さがそこにあった。島

には何百羽のうさぎが生息しており、餌を出すともぐもぐと食べたりする姿がとても愛くる

しく、うさぎを求めて訪れる観光客で多く賑わっていた。フェリーが港に来るまでの待ち時

間、観光目的で訪れていた外国の方にお話を伺うこともできた。

●生徒の感想

大久野島は南国の雰囲気漂う居心地のよい島でした。しかし戦時中は毒ガス工場として使

用され地図から消された島でした。現在はここが毒ガス工場だったのかと疑うくらいに、の

どかな島になっていました。それは今日までに多くの人が大久野島を美しい島に戻す努力を

重ね、再び平和な島になってほしいとの強い思いを持ち、歩んできた結果だと思います。戦

時中はうさぎが毒ガスの動物実験と対象として使用され、犠牲となりました。また、工場で

働いていた人は最初の頃は毒ガスを製造していることを知らずに働いていたそうです。真夏

でも長袖、長ズボンの防護服に身を包み、マスクをつけ働いていたのにも関わらず、毒ガス

の影響で多くの被害を受けました。安全対策は十分ではなく、工場だけでなく島の人々にも

毒ガスの被害が広がっていったそうです。また、秘密裏に製造していたため、戦争が終わっ

ても被害を受けた方々は十分な手当を受けられずに今も苦しんでいます。しかし、日本政府

はこの事実を公表しておらず、多くの国民がこのことを知りません。日本政府は戦争の被害

は伝えていくのに自らの過ちを隠している事実は今すぐにでも変えていかなければならない

と感じました。平和な世界を目指していくならば、全ての事実に真摯に向き合っていくこと

が大切だと実感しました。
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【大和ミュージアム】

広島港からフェリーで移動し１２時頃に

大和ミュージアムのある呉港に到着した。

大和ミュージアムでは大和ミュージアムが

ある呉についてのスライドと、太平洋戦争

中の戦艦大和と一人の青年についてのアニ

メを見た。そのあと、実際に館内をスタッ

フの方に案内していただき、史上最強と呼

ばれた戦艦大和の建造計画やその技術など

を学び、実際の１０分の一の縮図の戦艦大

和や零式艦上戦闘機、人間魚雷「回天」な

どを見学した。

●生徒の感想

特攻隊のことは学んだことがあり、悲惨さもわかっていたつもりでしたが、特攻で亡くな

った２４００名のうち７００名が２０歳以下の若者だったと聞き、今の自分の年齢で、また

はもっと若くして多くの命が失われたと思うと、もっとこの日々は大切にしていかなければ

ならないなと思いました。戦艦大和のビデオを見て、自分と同じ年くらいの人が、死を覚悟

した上で家族には隠して、本当に悲しくなりました。また、日本で戦闘のためにつくられた

船が存在したという過去も悲しいことだなと思います。日本はやっぱり、大和のことに関し

ても、アメリカなどへの加害より、日本兵の被害に目を向けがちだったので、日本が被害を

受けたとしても、相手の国にも被害があったことを心に置いて、敵、味方関係なく、お互い

に国民が被害者なんだというように考えていくべきなのかなと思いました。

【被爆体験記朗読会、会館展示】

この朗読会が行われた広島平和会館で創価高校の生徒と合流した。またこの朗読会には広

島平和委員会の３名の方に来ていただいた。初めに、原爆に関するビデオを見て、次に被爆

時の状況を何年か経て書かれた被爆体験記や原爆詩を朗読していただいた。

会館内では本校の創立者でもある池田大作先生による海外の首脳との平和外交や世界の識者

との対話といった平和への闘争について展示がされていた。

●生徒の感想

子供たちの声はいつの日も純粋でまっすぐに心に突き刺さってきます。朗読をしてくださ

った方々の声や読み方もすっと心に入ってくるもので心が揺さぶられました。原子爆弾が投

下された直後の状況がそのまま私にぶつかってきて、怖かったです。とてもこの世の状態だ

と思えませんでした。と、同時に、怒りも湧きました。なぜ、小さな子供がこんなに辛い想

いをしなければならないのか。何も悪いことをしていない人たちが地獄を見るような世界が

あることはありえないです。だからこそ、絶対にこれからの世界を平和で、だれもが幸福な

人生を送ることができる世界をつくる、決意をしました。また、会館展示では、池田先生の

平和への軌跡がかいてあり、本当に感動しました。私も将来、世界の友を対話で結んでいき

たいです。

８月６日（月）

【平和記念式典】

午前６時頃に広島平和記念公園に到着する

と、式典が始まる２時間前にも関わらずたくさ

んの人が並んでいた。式典は８時から始まり、

５０か国から５万人が参列。内閣総理大臣や広

島県知事、国際連合事務総長からのメッセージ

や広島市長の平和宣言、こども代表による平和

への誓いなどを拝聴した。そのなかで自分たち

は無力ではないと改めて思った。また終了後に

は献花をさせていただいた。

●生徒の感想

初めて平和式典に参加させていただき、貴重な経験となりました。実際に広島の８月６日

の暑さを体感し、こんな暑さの中で、多くの人が爆風や熱線に苦しんだと思うと、本当に胸

がいっぱいでした。８時１５分に爆心地のすぐ近くで黙祷を捧げさせていただき、７３年前

の同じ日、同じ曜日、同じ時間に、今立っている同じ場所で、原爆の被害に遭われた方がい

るんだと感じ、恐ろしさを改めて感じさせられました。また、広島市内の小学６年生の平和

への誓いを聞いて、自分の小さな１つの行動が平和につながっていくんだと思ったし、平和

は難しいことではないとの断言に、今まで難しいことだろうと考えていた自分が情けなくな

りました。広島県知事の核抑止論の例えを聞き、核抑止論は間違っているという考えがいっ

そう強くなりました。

【外国人リサーチ】

広島平和公園内にいた外国人の方たちに英語で

インタビューをさせていただいた。事前に質問内

容を考え、それについて話した。英語が第一言語

ではない方もいたが、しっかりとコミュニケーシ

ョンをとることができた。やはりどこの国の方も

核兵器は悪であるとおっしゃられていていた。

●生徒の感想

アルゼンチン、フランス、オーストリアの３ヵ国、９名の方にインタビューすることがで

きました。どの方もとてもフレンドリーに話してくださいました。どの方も、核兵器は悪だ

と考えておられ、どの国にも核廃絶に前向きな方がいらっしゃることを感じ、市民がキーに

なっていくことを実際に感じることができました。アルゼンチンの女性の方は、平和式典が

あることを知り、平和について学ぶべきだと思ったから広島を訪れたと話していて、海外の

方が関心を示してくださることがとてもうれしかったです。フランスの女性は、被爆者でも

遺族の方でもありませんが、両親の戦争のことを思い出して思いを馳せ、涙ながらに語って

くださり、心を動かされました。インタビューをする中で、英語の発音で伝わらないことが

あって悔しかったので、これをバネに少しでも学びにつなげていけたらと思います。

68



【大和ミュージアム】

広島港からフェリーで移動し１２時頃に

大和ミュージアムのある呉港に到着した。

大和ミュージアムでは大和ミュージアムが

ある呉についてのスライドと、太平洋戦争

中の戦艦大和と一人の青年についてのアニ

メを見た。そのあと、実際に館内をスタッ

フの方に案内していただき、史上最強と呼

ばれた戦艦大和の建造計画やその技術など

を学び、実際の１０分の一の縮図の戦艦大

和や零式艦上戦闘機、人間魚雷「回天」な

どを見学した。

●生徒の感想

特攻隊のことは学んだことがあり、悲惨さもわかっていたつもりでしたが、特攻で亡くな

った２４００名のうち７００名が２０歳以下の若者だったと聞き、今の自分の年齢で、また

はもっと若くして多くの命が失われたと思うと、もっとこの日々は大切にしていかなければ

ならないなと思いました。戦艦大和のビデオを見て、自分と同じ年くらいの人が、死を覚悟

した上で家族には隠して、本当に悲しくなりました。また、日本で戦闘のためにつくられた

船が存在したという過去も悲しいことだなと思います。日本はやっぱり、大和のことに関し

ても、アメリカなどへの加害より、日本兵の被害に目を向けがちだったので、日本が被害を

受けたとしても、相手の国にも被害があったことを心に置いて、敵、味方関係なく、お互い

に国民が被害者なんだというように考えていくべきなのかなと思いました。

【被爆体験記朗読会、会館展示】

この朗読会が行われた広島平和会館で創価高校の生徒と合流した。またこの朗読会には広

島平和委員会の３名の方に来ていただいた。初めに、原爆に関するビデオを見て、次に被爆

時の状況を何年か経て書かれた被爆体験記や原爆詩を朗読していただいた。

会館内では本校の創立者でもある池田大作先生による海外の首脳との平和外交や世界の識者

との対話といった平和への闘争について展示がされていた。

●生徒の感想

子供たちの声はいつの日も純粋でまっすぐに心に突き刺さってきます。朗読をしてくださ

った方々の声や読み方もすっと心に入ってくるもので心が揺さぶられました。原子爆弾が投

下された直後の状況がそのまま私にぶつかってきて、怖かったです。とてもこの世の状態だ

と思えませんでした。と、同時に、怒りも湧きました。なぜ、小さな子供がこんなに辛い想

いをしなければならないのか。何も悪いことをしていない人たちが地獄を見るような世界が

あることはありえないです。だからこそ、絶対にこれからの世界を平和で、だれもが幸福な

人生を送ることができる世界をつくる、決意をしました。また、会館展示では、池田先生の

平和への軌跡がかいてあり、本当に感動しました。私も将来、世界の友を対話で結んでいき

たいです。

８月６日（月）

【平和記念式典】

午前６時頃に広島平和記念公園に到着する

と、式典が始まる２時間前にも関わらずたくさ

んの人が並んでいた。式典は８時から始まり、

５０か国から５万人が参列。内閣総理大臣や広

島県知事、国際連合事務総長からのメッセージ

や広島市長の平和宣言、こども代表による平和

への誓いなどを拝聴した。そのなかで自分たち

は無力ではないと改めて思った。また終了後に

は献花をさせていただいた。

●生徒の感想

初めて平和式典に参加させていただき、貴重な経験となりました。実際に広島の８月６日

の暑さを体感し、こんな暑さの中で、多くの人が爆風や熱線に苦しんだと思うと、本当に胸

がいっぱいでした。８時１５分に爆心地のすぐ近くで黙祷を捧げさせていただき、７３年前

の同じ日、同じ曜日、同じ時間に、今立っている同じ場所で、原爆の被害に遭われた方がい

るんだと感じ、恐ろしさを改めて感じさせられました。また、広島市内の小学６年生の平和

への誓いを聞いて、自分の小さな１つの行動が平和につながっていくんだと思ったし、平和

は難しいことではないとの断言に、今まで難しいことだろうと考えていた自分が情けなくな

りました。広島県知事の核抑止論の例えを聞き、核抑止論は間違っているという考えがいっ

そう強くなりました。

【外国人リサーチ】

広島平和公園内にいた外国人の方たちに英語で

インタビューをさせていただいた。事前に質問内

容を考え、それについて話した。英語が第一言語

ではない方もいたが、しっかりとコミュニケーシ

ョンをとることができた。やはりどこの国の方も

核兵器は悪であるとおっしゃられていていた。

●生徒の感想

アルゼンチン、フランス、オーストリアの３ヵ国、９名の方にインタビューすることがで

きました。どの方もとてもフレンドリーに話してくださいました。どの方も、核兵器は悪だ

と考えておられ、どの国にも核廃絶に前向きな方がいらっしゃることを感じ、市民がキーに

なっていくことを実際に感じることができました。アルゼンチンの女性の方は、平和式典が

あることを知り、平和について学ぶべきだと思ったから広島を訪れたと話していて、海外の

方が関心を示してくださることがとてもうれしかったです。フランスの女性は、被爆者でも

遺族の方でもありませんが、両親の戦争のことを思い出して思いを馳せ、涙ながらに語って

くださり、心を動かされました。インタビューをする中で、英語の発音で伝わらないことが

あって悔しかったので、これをバネに少しでも学びにつなげていけたらと思います。
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なかった核兵器禁止条約というものについて学び、知り、自分の考え方が大きく広がった、

充実した１ヶ月でもありました。当日のピースフォーラムでは、全国各地から集まった高校

生達と意見交換をすることが出来、自分たち創価とは違う考え方を知ることが出来ました。

私達高校生にとって、世界平和に向けて出来ることは限られているかもしれません。でも、

ピースフォーラムで、意見を交わし、考え方を広げることができ、自分にも何か出来るので

はないかと思えるようになりました。今回広島フィールドワークで学んだことを、たくさん

の人に伝えていきます。そして、自分自身も、世界平和のお役に立てる人材に成長できるよ

う、語学力を付けていきます。

◼️広島フィールドワークを終えて

大充実の３日間を過ごすことが出来ました。自分の無知さ、また知ったつもりになってい

たことに反省の気持ちが芽生えました。原子爆弾の本当の姿、被爆者の方の想いは自分が想

像している以上に残酷で、目を反らしたくなるものばかりでした。自分が感じた全てのこと

を忘れたくないと思ったし、伝えていく使命があると思います。このフィールドワークで私

は核廃絶の必要性を、理屈などではなく心の底から感じることができました。また、以前よ

り、「世界が一つになろうとしている今、平和運動はどうあるべきなのか」という疑問を持

っていました。そして広島 で、自分なりの答えを得ることができました。その一つが、

「戦争による被害者意識を乗り越えること」です。広島平和委員会の方との交流の際、祖母

と母が被爆者である女性の方が涙ながらにこう仰いました。「何の許しがあって、原子爆弾

を使えるのか。」と。この時私の胸に迫った思いは、一生忘れられません。私は思わず、心

の底からアメリカが憎いと思ったのです。正直なところ、自分がそんな激しい被害者意識・

怒りを抱くと思っておらず、むしろ冷静に受け止められるだろうと思っていました。おそら

く、被爆体験をお聞きして共感力が強まっており、「許せない！」と感じたのだと思いま

す。しかしすぐに、これが平和運動をする上での課題であると思いました。壮絶な話に心を

揺さぶられた後に、その被害者意識を乗り越え、協調の道を選ぶのか。それとも、憎しみを

継承し、対立の道を選ぶのか。この選択によって、平和運動が永続的で強靭なものになるか

が左右されると思います。

このように、今まで気づかなかった価値観を自分の力で得られ、有意義な にできました。

「知識と行動の両方で平和を築く人に」との誓いを軸としながら、広島で得た全ての価値を

さらに何倍にも創造していきます。

８月７日（火）

【ピースフォーラム】

ハワイから２校、日本から８校の高校が広島女学院に集まり、ピースフォーラムが始まっ

た。リサーチしてきた国ごとに分かれ、各校用意したプレゼンを発表した。例えば、中国リ

サーチをでは、２つのグループに分かれ、１つ目のグループは国民に、２つ目のグループは

国家に焦点を当て、どの様なことを行えば核兵器禁止条約に参加することが出来るかを話し

合った。それぞれの国が核兵器禁止条約に参加するためにどうすればいいのかその場で話し

合い、意見をまとめた。その後、全員の場で国ごとの結論を発表した。その際に、関西創価

高校が代表となって発表を進めた。昼食時にも、関西創価高校は積極的に声をかけて参加者

と輪になり、交流のひとときを過ごした。参加者全員で写真を撮り、最高の思い出を残し

た。出し物をする学校もあり、参加者全員がすぐに打ち解けられる雰囲気ができていた。

●生徒の感想

３日間のなかで一番学び深めたともいえるとても密の濃い時間でした。広島女学院をはじ

め、東京校、長崎、沖縄、アメリカから集った高校生達と平和について意見交換を交わす事

で様々な発見や、考え方を知ることができました。逆に、関西校の意見でその場がまとまる

ことも多くの場面であり、私たちが今まで真剣に学び深めてきたことが評価されることに大

きな喜びを感じました。ですが、これはあくまでも今の私たち高校生にできること、という

テーマでもあるかなと思うので将来１０年先、２０年先立場や健闘する場面は違えど皆それ

ぞれの場所で、立場で、平和のために行動していくパイオニアになっていくのだと思いま

す。普段の学びだけでは得られない気付きと、素晴らしい友情を築くことができたピースフ

ォーラムとなりました。

広島フィールドワークで、私が一番印象に残っているのは、３日目の広島女学院で行われ

たピースフォーラムです。今まで核兵器の恐ろしさは知っていたものの、核兵器禁止条約と

いう言葉は知らなかった私にとって、未知の世界に入った気分でした。１ヶ月以上前からリ

サーチをし、プレゼンを作成しました。私は日本について調べていたのですが、自分の国の

問題ということもあり、客観視出来なかったり、知っているつもりでも知らなかったりする

ことの方が多く、とても苦労しました。とても忙しい１ヶ月でしたが、今まで触れたことも

70



なかった核兵器禁止条約というものについて学び、知り、自分の考え方が大きく広がった、

充実した１ヶ月でもありました。当日のピースフォーラムでは、全国各地から集まった高校

生達と意見交換をすることが出来、自分たち創価とは違う考え方を知ることが出来ました。

私達高校生にとって、世界平和に向けて出来ることは限られているかもしれません。でも、
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り、「世界が一つになろうとしている今、平和運動はどうあるべきなのか」という疑問を持

っていました。そして広島 で、自分なりの答えを得ることができました。その一つが、

「戦争による被害者意識を乗り越えること」です。広島平和委員会の方との交流の際、祖母

と母が被爆者である女性の方が涙ながらにこう仰いました。「何の許しがあって、原子爆弾
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揺さぶられた後に、その被害者意識を乗り越え、協調の道を選ぶのか。それとも、憎しみを

継承し、対立の道を選ぶのか。この選択によって、平和運動が永続的で強靭なものになるか

が左右されると思います。

このように、今まで気づかなかった価値観を自分の力で得られ、有意義な にできました。

「知識と行動の両方で平和を築く人に」との誓いを軸としながら、広島で得た全ての価値を

さらに何倍にも創造していきます。

８月７日（火）

【ピースフォーラム】

ハワイから２校、日本から８校の高校が広島女学院に集まり、ピースフォーラムが始まっ

た。リサーチしてきた国ごとに分かれ、各校用意したプレゼンを発表した。例えば、中国リ

サーチをでは、２つのグループに分かれ、１つ目のグループは国民に、２つ目のグループは

国家に焦点を当て、どの様なことを行えば核兵器禁止条約に参加することが出来るかを話し

合った。それぞれの国が核兵器禁止条約に参加するためにどうすればいいのかその場で話し

合い、意見をまとめた。その後、全員の場で国ごとの結論を発表した。その際に、関西創価

高校が代表となって発表を進めた。昼食時にも、関西創価高校は積極的に声をかけて参加者

と輪になり、交流のひとときを過ごした。参加者全員で写真を撮り、最高の思い出を残し

た。出し物をする学校もあり、参加者全員がすぐに打ち解けられる雰囲気ができていた。

●生徒の感想

３日間のなかで一番学び深めたともいえるとても密の濃い時間でした。広島女学院をはじ

め、東京校、長崎、沖縄、アメリカから集った高校生達と平和について意見交換を交わす事

で様々な発見や、考え方を知ることができました。逆に、関西校の意見でその場がまとまる

ことも多くの場面であり、私たちが今まで真剣に学び深めてきたことが評価されることに大

きな喜びを感じました。ですが、これはあくまでも今の私たち高校生にできること、という

テーマでもあるかなと思うので将来１０年先、２０年先立場や健闘する場面は違えど皆それ

ぞれの場所で、立場で、平和のために行動していくパイオニアになっていくのだと思いま

す。普段の学びだけでは得られない気付きと、素晴らしい友情を築くことができたピースフ

ォーラムとなりました。

広島フィールドワークで、私が一番印象に残っているのは、３日目の広島女学院で行われ

たピースフォーラムです。今まで核兵器の恐ろしさは知っていたものの、核兵器禁止条約と

いう言葉は知らなかった私にとって、未知の世界に入った気分でした。１ヶ月以上前からリ

サーチをし、プレゼンを作成しました。私は日本について調べていたのですが、自分の国の

問題ということもあり、客観視出来なかったり、知っているつもりでも知らなかったりする

ことの方が多く、とても苦労しました。とても忙しい１ヶ月でしたが、今まで触れたことも
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午
前
中
は
仙
台
二
華
高
校
に
伺

い
、
G
R
I
T
の
内
容
を
発
表

す
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
学

校
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

仙
台
二
華
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
過
去
の
先
輩
方
か
ら
の
研
究

を
受
け
継
ぎ
と
て
も
発
表
の
内
容

が
深
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
質
問
を

受
け
る
中
で
気
づ
い
た
の
で
す
が
、

仙
台
二
華
高
校
の
皆
さ
ん
は
質
問

の
内
容
が
と
て
も
筋
が
通
っ
て
お

り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
築
留
）

仙
台
二
華
高
校
で
は
、
全
員
が

水
問
題
を
軸
と
し
て
活
動
を
し
て

い
て
、
過
去

5
年
分
の
活
動
を
引

き
継
い
で
次
の

2
年
生
が
さ
ら
に

内
容
を
深
め
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
学
校
は
実
際
に
メ
コ

ン
川
地
域
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

し
た
り
、
現
地
の
方
と
一
緒
に
生

活
を
す
る
中
で
雨
水
な
ど
に
観
点

を
お
き
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
雨
水
を
貯
め
て
生
活
用
水
に
し

た
り
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
で
環
境
に

や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
行
う
中
で

語
学
力
も
創
造
力
も
磨
く
内
容
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
 

仙
台
二
華
高
校
の
先
生
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
、
実
際
に
使
え
そ

う
な
も
の
を
持
ち
帰
る
メ
ン
バ
ー

や
、
「
関
西
創
価
の
哲
学
的
な
考
え

方
に
、
共
感
力
を
感
じ
た
」
と
言
う

コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
る
生
徒
さ
ん

も
い
て
、
お
互
い
が
リ
ス
ペ
ク
ト

し
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
太
田
）

聞
い
て
い
た
と
お
り
の
す
ご
い
進
学

校
で
、
活
気
あ
ふ
れ
る
学
校
で
し
た
。
学

校
で
の

S
G
H
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
紹
介
の
際
、
す
ご
く
現
実
的
な
問

題
に
、
具
体
的
に
行
動
さ
れ
て
い
て
、
本

当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
再
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
っ
て
み
る
と
」

な
ど
、
す
ご
く
何
度
も
取
り
組
ま
れ
て

い
て
圧
巻
で
し
た
。
ま
た
、
私
達
が
学
校

紹
介
を
す
る
際
に
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

今
ま
で
一
番
良
い
発
表
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
同
じ
関

西
創
価
の
発
表
に
も
す
ご
く
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
が
発
表
し
、

語
り
合
う
こ
と
で
よ
り
学
び
が
深
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
班
で
は
子
ど

も
兵
と
い
う
あ
ま
り
身
近
で
は
な
い
問

題
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
た
め
、
仙
台

二
華
の
方
も
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
お
互
い
ど
う

す
れ
ば
戦
争
が
な
く
な
っ
た
と
言
え
る

か
、
ど
う
す
れ
ば
平
和
と
言
え
る
の
か

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
で
き
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
お
昼
ご
飯
の
際
も

す
ご
く
た
く
さ
ん
の
人
に
話
し
て
頂
い

て
、
同
じ
高
校
生
と
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
（
野
﨑
）
 

東
北
大
学
工
学
部
訪
問

 

仙
台
二
華
高
校
で
の
交
流

 

 

上：東北大学での講義 
右：仙台二華高校でのポスターセッション 

環
境
科
学
研
究
科
エ
コ
ラ
ボ

を
見
学
し
ま
し
た
。
一
番
圧
巻

さ
れ
た
の
は
、
建
物
の
造
り
で

す
。
材
料
で
あ
る
木
を
互
い
に

交
差
し
て
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
、

強
度
を
さ
ら
に
強
め
た
り
、
電

気
を
一
旦
交
流
に
変
換
す
る
と

無
駄
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
、

す
べ
て
の
電
気
を
直
流
の
ま
ま

使
っ
て
い
た
り
と
、
感
心
す
る

事
柄
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

（
青
木
）
 

原
副
学
長
に
、
人
間
は
自
然

の
力
に
勝
つ
こ
と
は
可
能
な
の

か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
副
学
長

は
、
津
波
は
止
め
る
こ
と
は
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ

ん
な
に
大
き
な
防
波
堤
を
つ
く

る
こ
と
自
体
が
正
し
い
こ
と
な

の
か
、
理
性
が
問
わ
れ
る
。
台
風

な
ど
の
他
の
災
害
に
関
し
て
は

不
可
能
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
人

類
は
自
然
の
力
に
勝
つ
こ
と
は

で
き
な
い
。
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
僕
に

と
っ
て
は
と
て
も
心
に
残
る
言

葉
で
し
た
。
（
築
留
）
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震
災
か
ら

8
年
と
い
う
歳

月
が
流
れ
た
け
れ
ど
復
興
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
地
震
の
被
害
に
よ
っ
て

ボ
コ
ボ
コ
に
な
っ
て
い
る
道

路
、
沢
山
の
空
き
地
や
復
興

住
宅
、
津
波
の
到
達
点
を
知

ら
せ
る
看
板
な
ど
、
街
中
の

至
る
所
に
東
日
本
大
震
災
を

伝
え
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞

で
観
る
こ
と
と
比
べ
物
に
な

ら
な
い
ぐ
ら
い
心
に
刺
さ
り

ま
し
た
。
6
.
9
ｍ
の
津
波
。

3
0
ｍ
な
ど
と
比
べ
て
言
葉

で
聞
く
に
は
低
い
と
思
い
ま

す
が
、
実
際
に
そ
の
高
さ
を

見
て
、
本
当
に
恐
ろ
し
く
な

り
ま
し
た
。
私
な
ら
助
か
っ

て
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
。
黒
沢
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
、
一
気
に
東
日
本
大
震

災
が
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。

黒
沢
さ
ん
の
活
動
を
聞
い
て
、

こ
れ
か
ら
私
に
も
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
（
奥
田
）
 

黒
澤
さ
ん
の
お
話
を
聞
く

中
で

1
番
心
に
残
っ
た
の
は

「
寄
り
添
う
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
難
し
い
。
だ
け
ど
、
最
も

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

寄
り
添
う
と
は
、
隣
に
い
る

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

の
希
望
を
相
手
に
も
分
け
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

（
太
田
）

語
り
部
と
歩
く
３
・
１
１

 

南
浜
つ
な
ぐ
館

 

実
際
に
現
地
へ
行
く
と
、

肌
で
ピ
リ
ピ
リ
感
じ
ま
し
た
。

中
で
も
心
に
残
っ
た
の
は

リ
ュ
ッ
ク
の
展
示
で
、
こ
れ

は
高
校
生
の
孫
と
お
揃
い
に

し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
遺
品

で
し
た
。
私
も
近
く
に
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
の
で
一
番

想
像
が
で
き
て
、
悲
し
か
っ

た
で
す
。
（
粂
）
 

最
初
に
つ
な
ぐ
館
で
藤
間

さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
思
っ

た
の
は
、
僕
ら
が
テ
レ
ビ
の

映
像
で
見
て
い
た
の
は
、
ほ

ん
の
一
部
だ
っ
た
の
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
辛
か
っ
た
は
、
祖
母
の
死

体
の
第

1
発
見
者
に
な
っ
た

お
孫
さ
ん
の
体
験
で
す
。
僕

自
身
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
子
な

だ
け
あ
っ
て
、
当
時
の
お
孫

さ
ん
を
自
ら
と
置
き
換
え
て

考
え
る
と
、
と
て
も
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い

で
し
た
。
（
堤
）

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
と
て
も
勉
強
に
な

る
取
り
組
み
で
し
た
。
自
分
だ

け
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
他
人

の
意
見
を
聞
い
て
気
づ
く
事
や
、

取
る
べ
き
理
想
的
な
行
動
を
自

分
な
り
に
考
え
、
ま
た
そ
の
行

動
を
震
災
時
に
は
ど
う
取
る
べ

き
か
と
い
う
の
を
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
堤
）
 

震
災
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
理
由

を
述
べ
、
災
害
の
状
況
ご
と
に

し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
僕
の
防
災
の
知
識

は
ま
だ
ま
だ
甘
く
て
、
知
識
だ

け
で
は
な
く
ど
れ
だ
け
臨
機
応

変
に
対
応
出
来
る
か
が
重
要
な

の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
 

（
小
林
）

黒
澤
配
管
工
業
に
て
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午
前
中
は
仙
台
二
華
高
校
に
伺

い
、
G
R
I
T
の
内
容
を
発
表

す
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
学

校
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

仙
台
二
華
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
過
去
の
先
輩
方
か
ら
の
研
究

を
受
け
継
ぎ
と
て
も
発
表
の
内
容

が
深
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
質
問
を

受
け
る
中
で
気
づ
い
た
の
で
す
が
、

仙
台
二
華
高
校
の
皆
さ
ん
は
質
問

の
内
容
が
と
て
も
筋
が
通
っ
て
お

り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
築
留
）

仙
台
二
華
高
校
で
は
、
全
員
が

水
問
題
を
軸
と
し
て
活
動
を
し
て

い
て
、
過
去

5
年
分
の
活
動
を
引

き
継
い
で
次
の

2
年
生
が
さ
ら
に

内
容
を
深
め
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
学
校
は
実
際
に
メ
コ

ン
川
地
域
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

し
た
り
、
現
地
の
方
と
一
緒
に
生

活
を
す
る
中
で
雨
水
な
ど
に
観
点

を
お
き
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
雨
水
を
貯
め
て
生
活
用
水
に
し

た
り
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
で
環
境
に

や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
行
う
中
で

語
学
力
も
創
造
力
も
磨
く
内
容
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
 

仙
台
二
華
高
校
の
先
生
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
、
実
際
に
使
え
そ

う
な
も
の
を
持
ち
帰
る
メ
ン
バ
ー

や
、
「
関
西
創
価
の
哲
学
的
な
考
え

方
に
、
共
感
力
を
感
じ
た
」
と
言
う

コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
る
生
徒
さ
ん

も
い
て
、
お
互
い
が
リ
ス
ペ
ク
ト

し
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
太
田
）

聞
い
て
い
た
と
お
り
の
す
ご
い
進
学

校
で
、
活
気
あ
ふ
れ
る
学
校
で
し
た
。
学

校
で
の

S
G
H
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
紹
介
の
際
、
す
ご
く
現
実
的
な
問

題
に
、
具
体
的
に
行
動
さ
れ
て
い
て
、
本

当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
再
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
っ
て
み
る
と
」

な
ど
、
す
ご
く
何
度
も
取
り
組
ま
れ
て

い
て
圧
巻
で
し
た
。
ま
た
、
私
達
が
学
校

紹
介
を
す
る
際
に
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

今
ま
で
一
番
良
い
発
表
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
同
じ
関

西
創
価
の
発
表
に
も
す
ご
く
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
が
発
表
し
、

語
り
合
う
こ
と
で
よ
り
学
び
が
深
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
班
で
は
子
ど

も
兵
と
い
う
あ
ま
り
身
近
で
は
な
い
問

題
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
た
め
、
仙
台

二
華
の
方
も
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
お
互
い
ど
う

す
れ
ば
戦
争
が
な
く
な
っ
た
と
言
え
る

か
、
ど
う
す
れ
ば
平
和
と
言
え
る
の
か

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
で
き
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
お
昼
ご
飯
の
際
も

す
ご
く
た
く
さ
ん
の
人
に
話
し
て
頂
い

て
、
同
じ
高
校
生
と
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
（
野
﨑
）
 

東
北
大
学
工
学
部
訪
問

 

仙
台
二
華
高
校
で
の
交
流

 

 

上：東北大学での講義 
右：仙台二華高校でのポスターセッション 

環
境
科
学
研
究
科
エ
コ
ラ
ボ

を
見
学
し
ま
し
た
。
一
番
圧
巻

さ
れ
た
の
は
、
建
物
の
造
り
で

す
。
材
料
で
あ
る
木
を
互
い
に

交
差
し
て
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
、

強
度
を
さ
ら
に
強
め
た
り
、
電

気
を
一
旦
交
流
に
変
換
す
る
と

無
駄
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
、

す
べ
て
の
電
気
を
直
流
の
ま
ま

使
っ
て
い
た
り
と
、
感
心
す
る

事
柄
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

（
青
木
）
 

原
副
学
長
に
、
人
間
は
自
然

の
力
に
勝
つ
こ
と
は
可
能
な
の

か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
副
学
長

は
、
津
波
は
止
め
る
こ
と
は
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ

ん
な
に
大
き
な
防
波
堤
を
つ
く

る
こ
と
自
体
が
正
し
い
こ
と
な

の
か
、
理
性
が
問
わ
れ
る
。
台
風

な
ど
の
他
の
災
害
に
関
し
て
は

不
可
能
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
人

類
は
自
然
の
力
に
勝
つ
こ
と
は

で
き
な
い
。
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
僕
に

と
っ
て
は
と
て
も
心
に
残
る
言

葉
で
し
た
。
（
築
留
）
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震
災
か
ら

8
年
と
い
う
歳

月
が
流
れ
た
け
れ
ど
復
興
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
地
震
の
被
害
に
よ
っ
て

ボ
コ
ボ
コ
に
な
っ
て
い
る
道

路
、
沢
山
の
空
き
地
や
復
興

住
宅
、
津
波
の
到
達
点
を
知

ら
せ
る
看
板
な
ど
、
街
中
の

至
る
所
に
東
日
本
大
震
災
を

伝
え
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞

で
観
る
こ
と
と
比
べ
物
に
な

ら
な
い
ぐ
ら
い
心
に
刺
さ
り

ま
し
た
。
6
.
9
ｍ
の
津
波
。

3
0
ｍ
な
ど
と
比
べ
て
言
葉

で
聞
く
に
は
低
い
と
思
い
ま

す
が
、
実
際
に
そ
の
高
さ
を

見
て
、
本
当
に
恐
ろ
し
く
な

り
ま
し
た
。
私
な
ら
助
か
っ

て
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
。
黒
沢
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
、
一
気
に
東
日
本
大
震

災
が
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。

黒
沢
さ
ん
の
活
動
を
聞
い
て
、

こ
れ
か
ら
私
に
も
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
（
奥
田
）
 

黒
澤
さ
ん
の
お
話
を
聞
く

中
で

1
番
心
に
残
っ
た
の
は

「
寄
り
添
う
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
難
し
い
。
だ
け
ど
、
最
も

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

寄
り
添
う
と
は
、
隣
に
い
る

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

の
希
望
を
相
手
に
も
分
け
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

（
太
田
）

語
り
部
と
歩
く
３
・
１
１

 

南
浜
つ
な
ぐ
館

 

実
際
に
現
地
へ
行
く
と
、

肌
で
ピ
リ
ピ
リ
感
じ
ま
し
た
。

中
で
も
心
に
残
っ
た
の
は

リ
ュ
ッ
ク
の
展
示
で
、
こ
れ

は
高
校
生
の
孫
と
お
揃
い
に

し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
遺
品

で
し
た
。
私
も
近
く
に
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
の
で
一
番

想
像
が
で
き
て
、
悲
し
か
っ

た
で
す
。
（
粂
）
 

最
初
に
つ
な
ぐ
館
で
藤
間

さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
思
っ

た
の
は
、
僕
ら
が
テ
レ
ビ
の

映
像
で
見
て
い
た
の
は
、
ほ

ん
の
一
部
だ
っ
た
の
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
辛
か
っ
た
は
、
祖
母
の
死

体
の
第

1
発
見
者
に
な
っ
た

お
孫
さ
ん
の
体
験
で
す
。
僕

自
身
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
子
な

だ
け
あ
っ
て
、
当
時
の
お
孫

さ
ん
を
自
ら
と
置
き
換
え
て

考
え
る
と
、
と
て
も
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い

で
し
た
。
（
堤
）

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
と
て
も
勉
強
に
な

る
取
り
組
み
で
し
た
。
自
分
だ

け
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
他
人

の
意
見
を
聞
い
て
気
づ
く
事
や
、

取
る
べ
き
理
想
的
な
行
動
を
自

分
な
り
に
考
え
、
ま
た
そ
の
行

動
を
震
災
時
に
は
ど
う
取
る
べ

き
か
と
い
う
の
を
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
堤
）
 

震
災
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
理
由

を
述
べ
、
災
害
の
状
況
ご
と
に

し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
僕
の
防
災
の
知
識

は
ま
だ
ま
だ
甘
く
て
、
知
識
だ

け
で
は
な
く
ど
れ
だ
け
臨
機
応

変
に
対
応
出
来
る
か
が
重
要
な

の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
 

（
小
林
）

黒
澤
配
管
工
業
に
て
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疑
似
喪
失
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

疑
似
喪
失
体
験
と
は
、
被
災
さ

れ
た
方
の
体
験
談
を
聞
き
な
が

ら
、
自
分
の
大
切
な
も
の
を
書
い

た
紙
を
、
自
分
の
心
と
向
き
合
い

な
が
ら
破
っ
て
い
く
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
紙
に
書
く
時
も
、

何
を
書
け
ば
い
い
の
か
迷
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
大
切
な
も
の
が

多
く
て
、
3
つ
に
絞
り
き
る
の

は
難
航
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
被
災
者
の
方
の
体
験

を
聞
い
て
、
自
分
に
置
き
換
え
て

考
え
て
み
ま
し
た
。
自
分
の
母
や

父
が
津
波
で
亡
く
な
っ
て
い
た

状
況
を
想
像
す
る
と
、
涙
が
出
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
合
間
で
、

紙
を
破
い
て
い
く
の
で
す
が
、
人

の
名
前
が
書
か
れ
た
紙
は
破
る

時
に
心
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
最
後
の

1
枚
を
破
く

時
は
、
泣
い
て
し
ま
い
、
紙
が
た

だ
の
紙
で
な
く
な
る
経
験
を
し

ま
し
た
。
（
小
林
）
 

明
日
必
ず
全
員
が
生
き
て
い

る
と
い
う
証
拠
は
ど
こ
に
も
な

い
の
で
す
。
だ
か
ら
「
今
を
生
き

よ
う
」
と
髙
橋
さ
ん
は
訴
え
て
い

ま
し
た
。
明
日
、
明
後
日
、
歳
を

と
っ
て
も
ず
っ
と
生
き
ら
れ
る

と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
け
れ

ど
、
今
を
生
き
る
こ
と
は
で
き
る
。

今
を
生
き
る
こ
と
が
大
切
な
ん

だ
。
と
。
そ
の
言
葉
を
聞
き
、
私

も
今
を
大
切
に
生
き
抜
い
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私

自
身
も
っ
と
苦
し
い
辛
い
思
い

を
し
て
い
る
被
災
者
の
皆
さ
ん

に
寄
り
添
え
ら
れ
る
人
材
に
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
（
大
場
）

髙橋匡美さんの壮絶な体験に胸を裂かれる思いに 

「
爪
痕
」
の
本
当
の
意
味
を
知

る
と
共
に
、
子
供
た
ち
の
恐
怖
や

避
難
さ
れ
た
方
の
当
時
の
思
い
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
て
言
葉

も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
屋

上
か
ら
見
た
海
は
と
て
も
綺
麗
で
、

あ
の
海
か
ら
来
た
津
波
が
人
々
の

命
と
生
活
を
奪
っ
た
と
は
信
じ
ら

れ
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
海
と
共
に
生
き
る
東
北
の

皆
さ
ん
の
思
い
に
触
れ
た
こ
と
は

私
の
一
生
の
宝
と
な
り
ま
し
た
。

（
太
田
）

今
で
も
小
さ
な
瓦
礫
が
一
階
に

あ
る
状
態
で
、
当
時
の
ま
ま
残
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
8
0
0
世

帯
余
り
の
集
落
が
あ
っ
た
町
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
今
で
は
草
原
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

3
日
間

で
得
ら
れ
た
も
の
は
は
か
り
知
れ

ま
せ
ん
。
何
よ
り
家
族
を
大
切
に

し
今
を
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
こ

う
と
い
う
新
た
な
決
意
が
出
来
ま

し
た
。
（
青
木
）

震
災
遺
構
仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校

 

髙
橋
さ
ん
の
体
験
を
聞
い
て

大
切
な
も
の
を
失
っ
て
い
く
こ

と
が
ど
れ
だ
け
辛
い
こ
と
か
を

学
び
ま
し
た
。
大
切
な
も
の
を

書
い
た
だ
け
の
紙
な
の
に
破
っ
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1月25日に出発式が行われ、その際 創立者・池田先生より
「了解。気をつけて行ってらっしゃい。」とのご伝言を頂き、皆
で健康第一と学びの勝利を勝ち取る海外フィールドワークに
しようと誓い合いました。そして1月27日、期待と不安を胸に
関西国際空港へ集合しました。校長先生を始めとした先生方
のお見送りを受け、皆で大成功を誓い合いました。搭乗まで
の待ち時間の間も、プレゼンテーションの準備を行ったり、創
立者と元国連事務次長のチョウドリ大使との対談集や、創立
者と核時代平和財団のクリーガー会長との対談集を読み深
める姿が見られ、機内でも同じように準備する生徒の姿があ
りました。そして、現地時間午前10時30分に、アメリカ・ロサ
ンゼルス国際空港に到着しました。日本の空港の何倍もの広
さのロサンゼルス国際空港に圧倒され、気分が高揚しながら
も、成功に向けて気を引き締め、移動中はなるべく英語を用
いるなど、環境に慣れるための努力をしました。

ロサンゼルス国際空港を後にした私たちは、カリフォルニア大
学ロサンゼルス校(UCLA)を訪問しました。UCLAの学生と
交流をし、キャンパスツアーを行った後、私たちは2グループ
に分かれてセッションを行いました。女性のエンパワーメント
（能力開花）、LGBTの2グループがプレゼンテーションを行
い、その後、それぞれが別室でセッションを行いました。UCLA
のリズベス教授が担当してくださった女性の能力開花に関し
て行ったセッションで、アメリカで近年子供の責任を取るため
結婚を同居後にするカップルが増えていることを通して、教授
は文化的な規則や慣習で人々の生活スタイルの良し悪しを
決めるのではなく、より人道的な目線、つまり、自分がもしその
立場になったらと想像して考えることが女性の能力開花に繋
がると教えて下さいました。また、私たちの家庭状況や母のこ
とを一人一人聞いて下さり、女性の能力開花のためには自
分たちの家庭から変革しなければならないと、国際問題の解
決の糸口は私たちの足元に転がっていることを気づかせて下
さいました。

一方、LGBTグループはアレックスさんとトニーさんとのセッ
ションを行い、始めにプレゼンテーションの講評を頂きました。
お二人もご存じない内容が含まれていたことに感動され、今
後もさらにLGBTについて学んでほしいと言われました。その
後、お二人の体験談を通して、LGBTに関するセッションを行
いました。その中で、私たちの『LGBTの友人をサポートした
いが「君には私のことは理解できないよ」と断られ、どうすれ
ばよいか』という質問に、アレックスさんは｢同じ人間である限
り、分かり合えない訳がない｣と語られ、トニーさんは「自分が
LGBTであることで差別は受けたが、自分を認め、支えてくれ
る人がいたから生きてこれた｣と諦めずに友情を築く努力を
続けることを強調されました。また、LGBTの人が生きやすい
環境について話した際には、性別で制服を分けない等の配
慮が世の中には必要だと仰られました。無意識のうちに性に
よる区別をしてしまう事実があることに気付かされ、今後、私
たちもそういった配慮を忘れないようにしようと話し合いまし
た。

California Trail 2019
DAY 1

Written by Takuma Furukawa, Hana Yamabe, Natsuki Oda

決意とともに 関西国際空港にて

アメリカの女性問題の現状を交えながら、
リズベス教授（中央）より、講評をいただく

アレックスさんとトニーさんの経験を交えたお話に、
生徒は問題解決の決意を更に固めた
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2日目の午前は、2グループに分かれて行動しました。1つは、南
カリフォルニア大学（USC)を訪問し、宗教学部長であるバルン・
ソニ教授とのセッションを行いました。そこでは、難民をテーマに
探究しているグループがプレゼンテーションを行いました。その
後、ソニ教授から講評を頂き、日本の高校生の間で難民に対す
る意識を高めるために手紙を書くというアクションプランを賞賛
して下さり、他にも、オンラインで寄付をすることも出来るとアドバ
イスを頂きました。その後、教授の専門である宗教についての講
義を受けました。その中で、一般的に宗教とは観念的なものであ
ると言われていますが、宗教は人々の物事に対する考え方や生
き方に活きてくるもので、極めて実践的なものだと指摘され、そ
れぞれの宗教はそれを信仰している人の行動に反映されるか
ら、どの宗教に属するかというよりも、その上でどのような行動を
しているかが重要であると語られました。この話を通して、難民
に対するネガティブなイメージも、難民を一括りに決めつけるの
ではなく、一人一人の人格に焦点を当てていくことが大切だと
教えて下さいました。

もう一方のグループは、関西創価高校として初訪問となる
Homeboy Industriesを訪問しました。ここは、過去に児童
虐待を受けていたり、犯罪を犯したことがあったりと、心に傷
を抱えた人々の更生と社会復帰を目指す施設です。私たちが
訪問した際、案内をして下さったフランシスコさん自身も、この
施設で更生をされた方でした。フランシスコさんは、33回も銃
で打たれた経験があったり、収監されたこともあったりと、苦
労を重ねられましたが、Homeboy Industriesで更生し、今
は「人のために尽くしたい」と語っていました。ここで出会った
方々は、苦しい過去を持った方ばかりでしたが、皆さん本当に
前向きで、自分を変えようとの希望に満ち溢れて見えました。
また、そのような方々が自分を変えようとしたとき、可能性を開
くことのできる施設があることに感動しました。私たちも日々、
様々な悩みを抱えていますが、私たちの想像をはるかに超え
る苦労をされた方々の前向きな姿に、自分たちも悩みに屈す
ることなく挑戦していこうと決意することができました。

2日目午後は、サンタモニカにあるSGI-USA本部を訪問しま
した。訪問した際、多くの方々が温かく出迎えて下さり、私たち
は心から笑みがこぼれました。マクレイス平和委員会委員長
がお越しくださり、核廃絶グループが自分たちの探究成果に
ついてのプレゼンテーションを行い、セッションを行って頂きま
した。マクレイス委員長は講評の中で、グループのリサーチ力
を称えると共に、SGIが行っている活動を紹介していただき、
核兵器についての展示などを通して、一人一人の良心に訴
えていくことが核廃絶には重要なことだとアドバイスを頂きま
した。その後のセッションでは、ある生徒の「平和活動をする
中で批判を受ける時、どのように対応するか」という質問に対
し、委員長は「確かに厳しい意見を頂戴することはあるが、粘
り強く対話を根本に相手に向き合っていく」と答えて下さいま
した。平和活動を進めていくには対話が重要で、反対する人
がいても対話を通して一人一人を味方につけていくことが平
和につながると、何度も強調をされていました。

California Trail 2019
Written by Takuma Furukawa, Hana Yamabe, Natsuki Oda

DAY 2

一人一人に焦点を当てることの大切さを
ソニ博士から学ぶ

フランシスコさんからご自身の体験を
真剣に聞き入る学園生

忍耐強く、対話をすることの重要性を
マクレイス委員長は強調された
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3日目、私たちはアメリカ創価大学を訪問しました。キャンパス
に到着すると、ハブキ学長が温かく出迎えてくださり、セッショ
ンを行いました。セッションでは主に、アメリカ創価大学の理
念について話していただきました。その中で、アメリカ創価大
学がリベラルアーツ大学である理由として、1000年先でも
世界の指導者を輩出していくという創立者の構想から始まっ
た大学であり、将来どの分野に行っても活躍できる人材を育
むために人間の基礎力を鍛え、どんな時代にも対応できるた
めに、リベラルアーツ大学にしたと教えてくださいました。その
構想通り、卒業生の方は医師や教職、音楽業界やコンピュー
ター関係の仕事等をされていたりと、様々な分野で活躍して
いるそうです。一人ひとりの可能性を開き、その潜在能力を引
き出していくリベラルアーツの教育システムに感動しました。
英語を勉強している私たちに対して、「母国語じゃない限り、
みんな英語力は一緒だから、あとは努力次第でいくらでも伸
ばしていけるよ」と励ましていただき、これからの英語学習に
向けて、決意を新たにしました。

その後、ウォルドルフ学校（シュタイナー学校）の生徒さんとと
もに、アメリカ創価大学のキャンパスツアーを行いました。ファ
ウンダーズホールの見学を行ったあと、体育館やプール、教
室、また寮を案内して頂きました。大学は自然に囲まれてお
り、また教室棟にはガンジーホールやマータイホールのように
人類に貢献した偉人の名が冠されていました。大学構内に
は、アメリカ創価大学に寄付をされた方々の名前が至るとこ
ろにあり、たくさんの支えの上にある期待の込められた大学
であることを感じさせられました。また、生命科学棟が1年後
に完成し、生命科学の分野が開設されるとのことでした。学
園の後輩が専攻するのかもしれないと思うと、感動する部分
がありました。一緒にキャンパスツアーを行ったウォルドルフ学
校の生徒さんは本当にフレンドリーで、日本の有名な曲 「さ
んぽ」なども歌ってくれました。日本に興味を持ってくれている
こと、日本の文化を知ってくれていることに大きな喜びを感じ、
相手の文化を理解すること、相手の国に関心を持つことの大
切さを学びました。

午後は各グループに分かれて、90分間のディスカッションを
行いました。児童虐待グループにはチャン教授、MUNグルー
プにはバーンズ教授、LGBTグループにはコルドウェル教授、
核廃絶グループにはオガタ教授、難民グループにはマクラウ
ド教授、女性のエンパワーメントグループにはイングランド教
授がそれぞれついて下さいました。はじめに、グループごとに
作成したプレゼンを発表し、フィードバックを頂きました。MUN
グループでは、プレゼン後、高校生として、どのように水問題
に貢献していけるのかと伺ったところ、バーンズ教授は
「Think globally, act locally（思考は地球規模で、行動は
身近なところで）」との言葉を教えて下さり、私たちのとるべき
行動を示して下さいました。また児童虐待グループは、チャン
教授から「児童虐待の原因として、自分たちに行動可能な社
会的要因や金銭的要因だけでなく、遺伝子やホルモンの働き
で虐待をしてしまう人へのアプローチなど、高校生にも解決
が難しいことにも目を向けるべきだ」との指摘を受け、難しい
問題にもしっかり向き合っていこうと感じました。

California Trail 2019
Written by Takuma Furukawa, Hana Yamabe, Natsuki Oda

DAY 3 (1)

私たちの可能性は無限大と話をしてくださった
ハブキ学長

アメリカ創価大学の広大で美しいキャンパスを
ウォルドルフ学校の生徒ともにツアー

難民グループはマクラウド教授に
探究成果を報告
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3日目の夜は、アメリカ創価大学の学生とグループに分かれ
てディスカッションを行い、MUNグループは自身の研究テー
マに限らず、興味のあることについても質問していきました。
生活の中で、文化の違いをどのように乗り越えたかという質
問には、文化は違うがそれぞれの人の本質はどの国でも変わ
らないから、真摯に向き合っていけばいいとアドバイスを頂き
ました。また、女性のエンパワーメントのグループは、ブラジル
出身の学生と女性問題についてディスカッションを行い、ブラ
ジルの状況と日本の状況を比べながら話を進め、性別という
枠組みにとらわれずに、人として一つ一つの行動への責任が
大切との意見を頂きました。児童虐待のグループでは、子供
を持つための免許証を作るという提案をすると、少子高齢化
がさらに深刻化するのではないか、金銭面でさらに苦しくな
るのではないかなど鋭い視点からフィードバックを頂き、自分
たちの研究をさらに深めることができました。どのグループも
有意義で楽しい時間を過ごすことが出来ました。

California Trail 2019
Written by Takuma Furukawa, Hana Yamabe, Natsuki Oda

DAY 3 (2)
　アメリカ創価大学の教授とのセッション後、私たちは元国連
事務次長のチョウドリ大使とのセッションに臨みました。全6グ
ループがプレゼンテーションを行った後、チョウドリ大使から
講評をいただきました。その中で、関西創価高校の3年生が
学年模擬国連で採択した飲料水問題に対する決議案につ
いて、「とても興味深く、具体的な解決案であるけれども、世
界の国々が水の価値を正しく認識することもとても大切なこと
だ」とのアドバイスを頂きました。私たち先進国の人間は、生
活の中で、たくさんの水を毎日当たり前のように使用していま
す。水の一滴一滴、一部屋の照明に使われているエネルギー
を、発展途上国のことを考えながらできるだけ節約していくこ
とが、持続可能な世界を実現するための鍵となることを教え
て頂き、思考はグローバルに、行動は身近なことからしていく
ことの大切さを強く実感しました。
　また、質疑応答の中で、チョウドリ大使は女性問題に触れ、
国連において政策決定を推進するときに、女性は多大な貢献
をしている場面が多いと仰られるとともに、女性の力だけに
フォーカスするのではなく、男性と女性、またすべての人を平
等に捉えて考えることが大切だと指摘して下さいました。加え
て、人口の50パーセントである女性が不平等な立場にあるこ
とは、他のどんなグローバルイシューにも共通した課題である
と指摘され、男女平等問題は多角的に考えなければならない
問題だと教えて下さいました。また、「全く違う意見を持つ人
や批判をしてくる人と話す時に、気をつけるべきこと、またそれ
らの人に対してどのように対応すべきか？」という質問に、｢人
と意見が違うことは普通のこと。自分が正しいと思う意見を
持って話し続けることが大切。意見を非難されることを恐れて
はいけない。意見が違うことを恐れてはいけない。一つの花だ
けの花畑は退屈になってしまう。それぞれの個性があり、様々
な色を持った花があるからこそ花畑は美しいんだ。そういう対
話の中でいい考えというのは生まれていく。｣と様々な考え方
を受け入れながらも、正しいものを求めていく姿勢、人と話し
合い続けることの大切さを強調されました。

児童虐待を探究しているグループが
チョウドリ大使に探究成果をプレゼンテーション

チョウドリ大使から
私たちへの期待を込めて、励ましが送られた

ディスカッション後、
アメリカ創価大学の学生とともに
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アメリカ創価大学のラーニングクラスター（LC）は、春学期の終
わりに3週間の問題探究を行い、そのゴールとしてリサーチや研
究を発表するLCフェアを開催しています。私たちはそのLCフェ
アに参加させて頂き、アメリカ創価大学の先輩方の研究発表を
見学しました。研究テーマは、学内でのゴミ問題や、各国の移
民、アートと貧困や、ディズニーランド、平和の文化についてなど
多岐にわたり、興味をそそられるものばかりでした。ゴミ問題に
ついてのブースでは、見学者に、実際にテーブルに置かれたご
みを分別してもらいながら、アメリカでの生ごみの活用の仕方や
埋め立て処理場の実態を発表し、リサイクルの重要性を訴える
など、見学者も楽しめるようになっていて、自分たちの研究発表
にも使える工夫があり、とても勉強になりました。アートと貧困の
コーナーでは、芸術は、貧困に苦しむ人々の心を癒し、脳にも良
い影響を与えるということを学びました。貧困の解決に、芸術が
直接関わるとは思ってもみませんでしたが、私たちの周りにも思
わぬところに問題解決の糸口があるかもしれないと気づかされ
ました。

４日目の午後、ウォルドルフ学校を訪問しました。前日にアメリ
カ創価大学で一緒にキャンパスツアーをした高校２年生と互
いに学校を紹介し、グループに分かれてキャンパスツアーを
行いました。学校ではディスカッション中心の探究型授業が
行われていると聞き、生徒一人一人の能力を引き出している
ように感じました。その後、各グループがリサーチしてきたこと
を発表し、ディスカッションを行いました。児童虐待グループ
のディスカッションでは、日本とアメリカは児童虐待に対して
同じような意識を持っていることを確認し、行動に移していく
ことを決意し合いました。女性のエンパワーメントメンバーは、
ジェンダーギャップ指数の数値を見て、アメリカの男女格差は
それほど大きくないと思っていましたが、ディスカッションの中
で、アメリカが多文化社会であるため、家庭によっては「女性
は家事をし、男性は働く」という文化が根付いているところも
あり、数値だけではわからない実際の問題を知ることが出来
ました。最後には、ウォルドルフ学校の生徒さんが歌を歌って
くれ、大感動で交流を終えることが出来ました。

4日目の最後は、カリフォルニア大学アーバイン校（UCI)のリ
チャード・マシュー博士とセッションを行い、難民グループがプ
レゼンを発表しました。プレゼン後、マシュー教授は、私たちが
高校生として、難民に対する意識向上への取り組みを学校で
行っていることを賞賛して下さいました。その後の質疑応答で
は、｢日本は難民の歴史が無いから、意識が低い。この歴史
的な問題をどう乗り越えたらいいか。｣という質問に、『今、日
本が多くの移民を受け入れることで、国民の難民に対する意
識も上がる。また、現代の子供が使いこなすSNSなどを利用
することで、日本にいながらも世界の人と一対一のコミュニ
ケーションを取る事が出来る。「難民」というくくりで考えるの
ではなく、一人一人とのコミュニケーションが大切』と教えて
下さいました。また、最新技術によって画期的な難民支援方
法が開発されていることを述べられ、難民支援にはこんなや
り方があるんだと難民問題解決への新たなアイデアを発見
することができました。

California Trail 2019
Written by Takuma Furukawa, Hana Yamabe, Natsuki Oda

DAY 4

多岐にわたる研究と工夫を凝らした様々な
発表スタイルを学ぶ学園生

ウォルドルフ学校の生徒とは、同年代の視点から世界
の問題に関する活発なディスカッションが行われた

難民問題のグループは、マシュー博士から
問題解決への新たなアイデアをいただく
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私たちは、この海外フィールドワークを通して、高校生が日本
では経験することの出来ない貴重な経験を積ませて頂きまし
た。元国連事務次長のチョウドリ大使や核時代平和財団のク
リーガー会長、アメリカ屈指の大学の教授等、一流の識者と
の語らいは、私たちの視野を更に大きく広げて下さいました。
また、同年代の学生との交流では、同世代の多様な考え方を
知り、大いに触発を受けました。この海外フィールドワーク中
で、数多くの識者が、私たち青年の一人一人に世界平和に
貢献する力が備わっていることを強調され、私たちに期待さ
れていました。私たちは、その期待に応えるために、行動を起
こさなければならないと痛感し、そのために、今は徹して学ぼ
うと決意しあいました。また、そのための語学力も更に磨く必
要があると認識し、英語を始めとした言語の習得にも挑戦し
ようと決意しました。海外フィールドワークに向けての準備から
当日までの全てを通して、新たな発見や学びがたくさんあり、
大きく成長することが出来ました。私たちはこれからも、世界
平和のために英知を更に磨いていきます。

California Trail 2019
Written by Takuma Furukawa, Hana Yamabe, Natsuki Oda

DAY 5
　　最終日、私たちはデイビッド・クリーガー氏が会長を務められ
る核時代平和財団を訪問しました。まず、スタッフの方が財団の
取り組みについてプレゼンをしてくださり、財団の掲げる核兵器
のための10項目の提言を紹介していただくとともに、「核に人
類が滅ぼされる前に、核廃絶を行わなければならない」と呼び
かけてくださいました。次に、関西創価高校から核兵器廃絶につ
いてリサーチをしてきたグループがプレゼンを行いました。その
プレゼンに対し、核抑止論は誤解されていること、核抑止論を信
じている人とそうでない人が歩み寄ろうとしていないことを繰り
返して語られました。核抑止論によってもたらされる平和は、砂
上の楼閣であると改めて実感し、核は絶対悪であると再確認し
合いました。その後、質疑応答に移り、「平和な世界とはどのよう
な状態を言うのか」という質問に対し、「全員が笑顔というわけ
ではない、もちろん対立や争いはある。しかし、そういった対立を
平和的に解決を目指していけるのが平和な世界だと考えてい
る」と答えられました。また、私たちがセッションに向けて読んだ
創立者・池田先生とクリーガー会長との対談集『希望の選択』
の中で、「欲望に振り回されやすい己の心を統御し、理想を見つ
めつつ、現実を力強く切り開いていく精神の力こそ、詩心に他な
りません」とクリーガー会長が仰ったことから、「会長ご自身は、
どのようにして詩心を育まれたのですか」との質問に、クリー
ガー会長は「自身の経験を踏まえながら、詩を読み、書くことが
詩心を育む上で重要である」と答えて下さいました。この言葉を
聞き、このときの思いを残そうと、早速、詩の作成に挑戦していま
す。また、クリーガー会長は、「核廃絶への道のりは、とても険しく
厳しいものです。日本でいう『七転び八起き』のように、くじけて
もまた立ち上がって下さい」と、核兵器廃絶のために大切なこと
として「諦めない心」が大切だと強調されました。セッションの終
わりには、ローマ時代に築かれた大聖堂が、一代ではなく、何代
かに渡って完成するという例を通して、それぞれの世代が役割を
果たさなければならないと仰られました。世界の中で唯一の被
爆国である日本に住む私たちは、被爆者の方から直接被爆体
験を聞いた世代として、被爆者の方々の思いを継承していく義
務があると改めて感じ、できることから核廃絶のために戦おうと
全員で心の底から決意しました。

核廃絶グループが探究成果を、
クリーガー会長へプレゼンテーション

クリーガー会長は核廃絶のために、
「あきらめない心」の大切さを強調された

「平和な世界は私たちが創る！」と改めて決意した
フィールドワークとなった

クリーガー会長は核廃絶のために、
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【High School Peace Proposal (HSPP)】  

 

 
As part of the Learning Cluster Program, in the second half of the academic year, students 

are divided into groups of four or five students and conduct a final research project on one global 

issue, with support from a team of international teachers. The research project typically includes a 

detailed literature review, background research and an analysis of the issue, followed by an action 

plan or a proposal for concrete solutions. The final product is created by the students, based on class 

discussions, student feedback during presentations, and comments from experts during local and 

overseas fieldwork throughout the year. 

 
【History of Learning Cluster】 

 
1st Class (2014-2015, SGHA) 
 15 students selected from grades 10-12 

 Group Research Topics (4 Fields) 
 Development: Renewable Energy 
 Environment: Water 
 Peace: Collective Self-Defense Act  
 Human Rights: Refugees in Japan 

 Tokyo Fieldwork 
 
 
2nd Class (2015-2016, SGH 1st Year)  
 16 students selected from grades 11-12 

 Group Research Topics (4 Fields) 
 Development: Bullying in An Education  
 Environment: Peace Proposal for Environmental Education for the Future 
 Peace: Actions for High School Students Towards the Abolition of Nuclear Weapons 
 Human Rights: Suggesting Concrete Actions to Provide Basic Human Rights to Syrian 

Refugees  
 Tokyo Fieldwork, Overseas Fieldwork  

Picture: Students during LC class 

Picture: From left, High School Peace Proposal 2018, 2017, 2016 

SGH Learning Cluster Program 

【Program Overview】 

The Learning Cluster Program (LC) 

is part of Kansai Soka High School’s Super 

Global High School (SGH) program, where 

students study global issues in English. The 

foundation of this program is based on our 

school founder Dr. Daisaku Ikeda's Annual 

Peace Proposal, which called upon the need 

for educators to foster global citizens, 

through lessons that explore the four areas of 

development, environment, human rights and 

peace. Over the course of one year, students 

develop their language and research skills, and deepen their understanding of global issues in these 

four areas. Students also learn and research about the Sustainable Development Goals (SDGs) 

proposed by the United Nations, and initiate projects with support from a team of international 

teachers.  

The purpose of this program is to provide students with the opportunity to deepen their 

understanding of current pressing global issues, and to nourish a sense of responsibility and hope 

through student-led research and autonomous learning. Through this program, we hope that students 

will discover passion in their learning which will continue into their future university studies, 

professional career and lifework. 

In this way, this program hopes 

to foster the next generation of 

global leaders who will live 

contributive lives for the 

betterment of humanity. 

 

 

Picture: Students practicing their presentation skills  

Picture: Students at an exhibition on 
the SDGs at JICA during the Tokyo 
fieldwork  
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Learning Cluster 2018-2019: Yearly Course Outline 
 
【Aim】 

This course is designed for students to deepen their understanding of global issues by conducting 
thorough research on a variety of topics, including the United Nations SDGs, throughout the year. 
All classes, discussions, and presentations were conducted in English. 

 
【Context】 

 School Day Saturdays, 1 Year 
 22 students from grades 11 and 12  

 
【Selection Process of LC Students】 

All students from grades 11-12 are eligible to apply for Learning Cluster. Students are expected to 
have an English fluency level of Eiken 2 or above with a strong interest in global issues research. 
Completion of SP during grade 10 is also required. The selection process includes the following 
tests: 
 
 Paper Test 

 Assesses Basic English ability 
 Reading, listening, and essay writing questions (Pre-1 Eiken / TOEFL)  

 
 Group Interview Test 

 Assesses English speaking abilities, discussion, creativity, and leadership skills  
 Students discuss together in English to solve a prompt question  
 

 Individual Interview Test 
 Assesses students’ commitment levels and other extra-curricular responsibilities 
 Students are asked questions about their reasons for joining LC, study habits, club activities, 

etc.  
 
【LC Teachers】 
 Kazunori Yamagishi (Japan, MA: TESOL) 
 Kazuhiro Iguchi (Canada/ Japan, MA: TESOL) 
 Liang Ye Tan (Singapore, MA: Sociology; Diploma in TESOL & Advanced Cert in IELTS) 
 Louis Butto (USA, MA: TESOL; PhD in Applied Linguistics) 
 Ramon Paras (USA/ Philippines, MA: TESOL) 
 Swati Raj (India, MA: TESOL) 

 
 
【Materials】 
 Annual Peace Proposals 
 A Forum for Peace 
 Newspaper Articles  
 TED Talks  
 Library Books 
 Online Resources 
 Special Guest Lectures 

 
 

Picture: LC Students interacting with exchange students from Canada 

3rd Class (2016-2017, SGH 2nd Year)  
 24 students and 2 student advisers selected from grades 11-12 

 Group Research Topics (SDGs) 
 No Poverty (SDG 1): Child Poverty in Japan 
 Zero Hunger (SDG 2): Equalizing Food Distribution to Achieve Zero Hunger 
 Quality Education (SDG 4): Education for Nuclear Abolition  
 Gender Equality (SDG 5): Gender Equality through Education 
 Decent Work (SDG 8): An Educational Program for Japanese High School Students 

against Child Labor 
 Peace and Justice (SDG 16): Using Dialogue to Counter Terrorism and Create Inclusive 

Communities 
 Tokyo Fieldwork, Overseas Fieldwork 

 
4th Class (2017-2018, SGH 3rd Year)  
 25 students selected from grades 11-12 

 Climate Change Research Group: 
 Adaptation to Climate Change in Maize Production in the Sahel 
 Peace-Building and Climate Change 
 Sustainable Tourism to Combat Climate Change 

 Nuclear Abolition Research Group:  
 Environmental Damage of Dismantling Nuclear Weapons 
 Protecting Human Rights from the Fear of Nuclear Weapons 
 The Role of Religion for Nuclear Abolition  

 Tokyo Fieldwork, Overseas Fieldwork 
 
5th Class (2018-2019, SGH 4th Year)  
 22 students selected from grades 11-12 

 Women’s Empowerment – The Situation Game 
 Child Abuse Awareness Project Proposal 
 LGBTQ+ Research in Kansai Soka High School 
 Nuclear Abolition: A Humanitarian Perspective 
 Understanding Refugees in Japan 

 
6th Class (2019-2020, SGH 5th Year)  
 22 students selected from grades 11-12 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Picture: Q&A session with special 
guest Former Ambassador 
Professor Hisao Yamaguchi 

Picture: Students during LC class 
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guest Former Ambassador 
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2nd Semester: Students were then divided into five smaller groups, based on their areas of interest, 

and international teachers were assigned to each group to guide the students in their projects. Using 

the skills that were taught in the first semester, students embarked on their group research, wrote 

simple literature reviews, defined their research questions, and designed their own research 

methodologies. Armed with a general understanding of the five chosen topics and proposals for 

action plans, students participated in a fieldwork to Tokyo to present and discuss their research topics 

with experts. After gaining professional feedback from professors and experts during the Tokyo 

fieldwork, students then used the information to come up with creative solutions and action plans for 

their High School Peace Proposal projects.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bottom picture: Students sharing a light moment 
with Olivier Urbain during the Tokyo Fieldwork. 

Left picture: Students responding to a question 
with Ms. Imai at UN University during the 
Tokyo Fieldwork. 

Picture: Students during LC class 

【2017-2018 Yearly Course Plan】 
 

1st Semester: In the first semester, emphasis was placed on team-building, basic research skills, and 

a broad understanding of key global issues that are relevant in today’s world. Students acquired a 

broad understanding of current global issues through discussions, presentations and lecturers on 

founder Dr. Ikeda’s Peace Proposal, global news, and SDGs. They were then taught research skills, 

such as finding credible sources of information, how to conduct simple data analysis, data collection, 

literature review and proper referencing. They were also taught and given the chance to practice their 

presentation skills through research, class activities and public presentations during open campus 

days and other SGH-related events. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Right picture: 
Participated as a 
representatives at the 
SGH Forum 2018 in 
Kwansei Gakuin 
University 

Picture: Students during LC class 
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3rd Semester: Several students were selected to participate in our fourth overseas fieldwork to 

California where they presented their completed High School Peace Proposal to local high school 

students, university professors, and experts. After coming back from the fieldwork, students shared 

what they have learnt and carried out the action plans of their completed High School Peace Proposal 

at events such as the SGH final presentation session, open campus day and more.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Right picture: Students 
presenting their High School 
Peace Proposal to former UN 
Under-Secretary General 
Ambassador Chowdhury 
during overseas fieldwork 

Left picture: Students during LC class 

Picture: Students during LC class 

ace Proposal to former UN

Left p Students during LC class

Left picture: Students 
presenting their High 
School Peace Proposal at 
Kansai Soka High School’s 
SGH Conference  
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UP（University Partnership）クラス 
 

UP クラスは、高大連携を中心としたプログラムで、大学の先生や企業でお勤めの方をお招きし、本校

がテーマに掲げる「環境」「開発」「人権」「平和」の４分野をさらに深められるよう授業をしていただく

クラスである。 
毎週木曜日の放課後を軸に、１～３年生の希望者を対象に実施し、2018 年度は計 27 回の授業を行っ

た。その一覧が下の表である。 

 

回 日付 内容

ガイダンス

事前学習 平和

創価大学 石井教授 平和

創価大学 石井教授 平和

創価大学 石井教授 平和

世界遺産学習会 平和

平和学習 平和

東京大学 藤井博士 経済学

東京大学 藤井博士 経済学

東京大学 藤井博士 経済学

創価大学 掛川准教授 開発

創価大学 掛川准教授 開発

創価大学 掛川准教授 開発

振り返り

奈良教育大学 森本教授 開発

京都大学 学びコーディネーター 経済学

京都大学 山敷教授 環境

京都大学 山敷教授 環境

京都大学 山敷教授 環境

創価大学 山口客員教授 平和

創価大学 山口客員教授 平和

創価大学 山口客員教授 平和

毎日新聞社 鳴神大平記者 人権

創価大学 神立副学長 人権

創価大学 神立副学長 人権

創価大学 神立副学長 人権

振り返り

講師

3rd Semester: Several students were selected to participate in our fourth overseas fieldwork to 

California where they presented their completed High School Peace Proposal to local high school 

students, university professors, and experts. After coming back from the fieldwork, students shared 

what they have learnt and carried out the action plans of their completed High School Peace Proposal 

at events such as the SGH final presentation session, open campus day and more.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Right picture: Students 
presenting their High School 
Peace Proposal to former UN 
Under-Secretary General 
Ambassador Chowdhury 
during overseas fieldwork 

Left picture: Students during LC class 

Picture: Students during LC class 

Left picture: Students 
presenting their High 
School Peace Proposal at 
Kansai Soka High School’s 
SGH Conference  
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【環境】

年 月 日 木 、 日 木 、 日 木 講師：京都大学大学院総合生存学館 山敷庸亮 教授

奇跡的な惑星である地球の環境を守るために、どう行動すればよいのか、一体何が平和なのかを考え

させられる講義となった。

【平和】

年 月 日 火 、 日 水 、 日 木 講師：創価大学 山口寿男 客員教授

「私の体験的学問論」と題し、これからの世界で生き抜いていくために必要な要素をお話してくださ

った。徹底的に勉強をすることの重要性を学んだ。

【人権】

年 月 日 木 講師：毎日新聞社 鳴神太平 記者

「新聞で学ぶ多様な考え方」と題し、新聞記者の仕事についてや、報道の使命についてお話をしてく

ださった。

【人権】

年 月 日 木 、 月 日 木 、 月 日 木 講師：創価大学経済学部 神立孝一 副学長

自由と平等について議論を行った。自由と平等の両立は不可能ではないか、自由と平等が併存するた

めには、どのような条件が必要かなどを考えた。学校教育や、学ぶ意義についても教えて頂いた。

【振り返り】

年 月 日 木

◆ クラスの様子◆

【平和：「貧困・開発・平和」を考える】

年 月 日 木 、 日 木 、 月 日 木 講師：創価大学平和問題研究所 石井秀明 教授

世界の軍事費の現状や、国連が提起する SDGs が制定された背景や、人間開発を優先させ、軍縮を通

して軍事化と貧困の連鎖を断ち切る重要性を教えて頂いた。世界平和のために、多角的なアプローチが

必要であることや、「人間の安全保障」との考え方を広げていくこと、「平和の文化」を創出していくこ

との重要性について学んだ。 
 

【人権：世界遺産学習会】

年 月 日 木 講師：大阪府魅力づくり推進課 福田賢二 氏

今回は、高校 年生の受講者が参加した。百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録を目指す取り組み

についてのお話をお聞きした。

【経済学】

年 月 日 水 、 日 木 、 日 金 講師：東京大学大学院 藤井大輔特任講師

経済学とは、「限られた資源を最適に使う人間の行動を研究する学問」であり、日常のいたるところに

経済学があることを、様々な実例を通して、教えて頂いた。また、ノーベル賞受賞者の素顔を紹介。受

賞者の共通点として、学問への情熱や飽くなき探求心を挙げた。

【開発】

年 月 日 木 、 日 木 、 日 木 講師：創価大学経済学部 掛川准教授

世界の現状と SDGs 達成のためのヒントを数多く教えて頂き、「開発する必要があるか」について理由

と共に、みんなで考えていきました。 
 
【振り返り】

年 月 日 木

【開発】

年 月 日 木 講師：奈良教育大学 森本 教授

カンボジアにおける生物教育の支援に携わってこられた森本教授をお迎えした。カンボジアでは

年代の内戦により、教育システムが崩壊したため、長期間、学校が閉鎖されていた。内戦が終わった後

も、教員研修のシステムが整っていなかったことから、カンボジアでの教員養成プログラムに携わって

こられた経験を通して、学ぶことができることへの素晴らしさを教えて頂いた。

【経済学：これからの観光と地域】 
年 月 日 木 講師：京都大学 学びコーディネーター 舟津昌平 氏

京都大学大学院経済学研究科より、舟津昌平氏をお迎えして、「 」という言葉の定義について深

く考える機会となった。
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◆年度末アンケートより◆

３月、受講生徒を対象にアンケートを実施。

【生徒の感想】

・自分の近くにあったのに、全く気付かなくて、知らないことばっかりでした。世界の事を見つめ

る前にもっと身近なものを見つめることが大事ということを知りました。

・基礎を大事にし、ちゃんと身につけていかなければいけないなと思いました。

・諸問題の解決について、可哀想な人々を助けてあげるという認識から、いつもお世話になってい

る方々への恩返しという認識に変わった。

・国連の話をたくさんしていただき、世界を舞台に活躍していることを聞いて、自分も人のために

尽くせる人になりたいと思い、視野が広がったような気がしたからです。

自分自身の変化についての５つの質問項目を ～ の 段階（値が大きいほど強い）で答えてもらった。

以下の表がその結果である。

４ ３ ２ １

自分自身が成長した、視野が広がったと感じる。 ％ ％ ％ ％

世界で起こっている様々な問題への関心が高まった。 ％ ％ ％ ％

国連が提唱する の理解が深まった。 ％ ％ ％ ％

ものごとを色々な角度から見たり、考えたりすること

ができるようになった。
％ ％ ％ ％

地域社会や国際社会に貢献していきたいという気持ち

が強まった。
％ ％ ％ ％

「 国連が提唱する の理解が深まった」については、 年度の年度末アンケートで、高評価（

もしくは ）が ％と全体の 分の にとどまった反省を生かし、 や高校 年生の地理の授業でも

の学習の機会を増やした。今年度は、 クラスで折に触れて、 に結びつける機会が少なかった

ことから、 年度は高評価（ もしくは ）が ％となった。

以外の 項目についてはほぼ全員が高評価であった。特に「 自分自身が成長した、視野が広がっ

たと感じる」と「 世界で起こっている様々な問題への関心が高まった」は高評価が ％であり、生徒

たちのものの見方や考え方を広げることに成功したと自負したい。

来年度以降も、さらによりよいものにしていきたい。

年生 行英作文の取り組み

教員：井口和弘教諭、スワティ・ラージ講師（チームティーチング）

授業名：英語表現

授業形態：週 、全クラス、 名、アクティブラーニング

学期（ 月 月）

 行英作文

 –

 –

 –

※ 学期では の をもとに 行英作文とそれに伴うロジックを学ん

だ。 行という短い文の中でも、いかに自分のアイディアを論ずることができるかということを生徒は実感し、

一つ一つの単語や文法の大切さを学ぶことができた。 となった 行英作文はリスニングとして確認テスト

で行い、またスピーキングにもつなげることができた。

更に、 月に行われた では創価大学の留学生に日本の食文化、流行、観光地を紹介するプレゼンと

ディスカッションを行った。また、留学生も母国の食文化、流行、観光地を紹介するプレゼンをしてくれた。こ

のようにして、 の 行英作文を発展させることができた。

学期（ 月 月）

 行英作文

 原級 –

 （比較級）

 （最上級）

※ 学期では比較を用い、一つのことをあらゆる側面から論ずることを重視した。また、中学校で学んだ原級・

比較級・最上級の文法事項の復習となった。最初の授業では を一緒に書き、次回の授業でそれをリ

スニングとして出した。そして、学んだ の型を使い、自分の 行英作文を作成した。

３学期（ 月 月）

 英検準 級レベルのパラグラフライティング

 

 

 

 

※ 学期では 学期と 学期の 行英作文を踏まえて、英検準 級レベルのパラグラフライティングを学んだ。

ここでは、 行英作文からパラグラフにつながる文構造などを教えた。基本は を 手法を

用い、グループで書き、次回の授業でそれをリスニングとして出した。そして、学んだ の型を使い、

英検準 級レベルのパラグラフライティングの形式で作成した。
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五行エッセイと五行作文（国語総合）
１，実施時期
２０１８／１１／１２～１１／２２（英語）
２０１８／１１／１２～１１／２２？（国語）
２，五行エッセイと五行作文
英語

国語
① 評論に対する自分の意見を五行で述べる。

「貧困は自己責任であるか、否か」
② 五行で書いた後、友人と項目ごとにチェックを行い、提出。
３，授業の狙い
〇自分の意見を論理的に述べる力をつける。
↑・思考を掘り下げて、深く考える力をつける。

・自分の意見に対し、根拠を述べることができるようにする。
・短い文章で意見を伝える力をつける。

４，効果
・難しいテーマであったが、自分の意見を掘り下げて考えることができた。
・意見の根拠を明示して発表することができた。
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作成用

提出用

高校１年生地理での取り組み
高校１年生では、地理総合への流れも鑑みながら、自分たちで学ぶ時間を大切にしていこ

うと考えた。今は、教科書以上の内容を、自分たちで検索し、学べる時代。そして、学んだ
ことを自分の言葉で、自分たちの思想を交えて語り、相手に伝える力が問われる時代。
そこで、地理 の４単位を地理と地理 に 単位・２単位に分割し、地理の方では、地

理的基礎の地形・気候・農林水産業・食料・エネルギー・資源等を行うこととした。
地理 では、タブレット一人一台をうまく活用し、民族・宗教・世界地理等に分割し、Ｓ

ＤＧｓ、民族問題、難民問題については自分たちで学び合い、自分たちで教え合う協働学習
形態にしました。
特に ｓは、力を入れて取り組み持続可能な世界を実現するため、世界で取り組んで

いる のゴール・ のターゲットを１年生の段階から学び、地球上の誰一人として取り
残さないために、戦うのは自分達なんだとの決意に立てることを目標にした。そのために自
分たちでできることを探そうと のゴールをグループで更に深く学びあった。
まず、プリント１ 世界の現状を知ろう。プリント２ 「ゴールの説明」・「世

界の現状」・「ヒント」を配布し、読み合わせの後、各班内で担当を決めて検索。
それぞれ現状説明のための大切なキーワードをあげさせて、最終はチームで８つに絞り、

ポスターを作成。同時に、現状説明のための原稿も作成し発表した。

プリント１ 世界の現状を知ろう プリント２ ゴールの説明・世界の現状
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特に ｓは、力を入れて取り組み持続可能な世界を実現するため、世界で取り組んで

いる のゴール・ のターゲットを１年生の段階から学び、地球上の誰一人として取り
残さないために、戦うのは自分達なんだとの決意に立てることを目標にした。そのために自
分たちでできることを探そうと のゴールをグループで更に深く学びあった。
まず、プリント１ 世界の現状を知ろう。プリント２ 「ゴールの説明」・「世

界の現状」・「ヒント」を配布し、読み合わせの後、各班内で担当を決めて検索。
それぞれ現状説明のための大切なキーワードをあげさせて、最終はチームで８つに絞り、

ポスターを作成。同時に、現状説明のための原稿も作成し発表した。

プリント１ 世界の現状を知ろう プリント２ ゴールの説明・世界の現状
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高校１年生物基礎 校内フィールドワークの実施
＜目的＞
『実際の植物に触れ、植物の特徴や様子を確認する』という目標を掲げたが、そこには

普段、植物を見ることはあっても、その植物が何という植物なのか、考えることは少ないと
いう現状が見受けられたためである。植物の名前を知ることで、身近に感じ、植物を大切に
する心を養ってほしいと思い、このフィールドワークを計画した。
生徒の目標とは別に、授業者としての目標として、 を活用した授業を目指しており、

フィールドワークでは全生徒が１人１台のタブレットをもっているため、それを活用した
授業づくりを意識した。
＜概要＞
校内フィールドワークでは学園校内の指定の場所から課題の植物等を探し、写真を撮り、

の課題に投稿する。植物の同定には『六甲山系電子植生図鑑』を用いた。
＜本時までの流れ＞
生物基礎の教科書では植生を扱う単元は４章であるが、４章・５章を１学期に行い、１章・

２章を２学期、３章を３学期に行った。これは校内フィールドワークを１学期に行うためで
あるが、順当に行うと、４章は２学期末にあたり、冬のため、多くの植物が葉を落とす時期
になる上、寒く、生徒のモチベーションも上がらなかったため、初夏の緑豊かな時期に行う
ことにした。

４章の内容を中間試験で行い、試験返却の残り時間で事前準備を行った。
はすでに登録済みであったので、課題で写真を投稿する練習を行った。ま

た、六甲山系電子植生図鑑を提示し、課題の植物を事前に調べ、オフラインで見られるよう
に、 ページのダウンロードや、スクリーンショットなどをしておくように指示し、準備
とした。

＜本時の活動＞授業時には開始５分までに今日行うことを説明し、その後、 分の活動時
間を設けた。その後、教室に戻り、撮った写真を の所定の場所にアップ
ロードさせた。活動中はタブレットを持ち歩き、周囲の植物と手元の写真とを見比べながら
注意深く観察している様子が見受けられた。また、自主的にお互いと協力し合い、深い学び
を行っていた。

また、２学期の校外学習では、京都、奈良、兵庫の方面へ、グループでコース設定をし、
それぞれの都市の の取り組み、訪れる地域の の取り組みを事前に学習し、低
酸素・循環型街づくり、環境貢献都市、環境未来都市の構想などの取り組みを現地で確認し
た。終了後は、文化財の価値や、都市やその地域独自の の取り組みを発表し合い、更
に学びを深めた。外国の方へのインタビューなども行い、外国の方の に対する意識
なども確認したが、その意識の高さに驚いている生徒が多くいた。
現在は、それぞれの地域の難民問題を皆で学び、解決方法を模索し、自分たちにできること
を創造しあっている。
一人一人の心に、 が掲げる「誰も置き去りにしない」とのビジョンは、いつか成し

遂げるべき未来のゴールではなく自分たちの挑戦であり、喜びを分かち合う社会を築いて
いくことだとの意識が芽生えてきた。苦しむ人々の立場に自分の身を置く経験を重ねる優
しい心。世界市民として共に生きる社会を築くための創造。皆で力を合わせて安心、安全の
地域を作り出していく決意。生徒たちに、自分自身こそ時代の主体者との自覚をさらに強く
芽生えさせる授業を目指していきたい。

作成した発表用ポスター

ポスター発表 フィールドワーク京都方面
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高校１年生物基礎 校内フィールドワークの実施
＜目的＞
『実際の植物に触れ、植物の特徴や様子を確認する』という目標を掲げたが、そこには

普段、植物を見ることはあっても、その植物が何という植物なのか、考えることは少ないと
いう現状が見受けられたためである。植物の名前を知ることで、身近に感じ、植物を大切に
する心を養ってほしいと思い、このフィールドワークを計画した。
生徒の目標とは別に、授業者としての目標として、 を活用した授業を目指しており、

フィールドワークでは全生徒が１人１台のタブレットをもっているため、それを活用した
授業づくりを意識した。
＜概要＞
校内フィールドワークでは学園校内の指定の場所から課題の植物等を探し、写真を撮り、

の課題に投稿する。植物の同定には『六甲山系電子植生図鑑』を用いた。
＜本時までの流れ＞
生物基礎の教科書では植生を扱う単元は４章であるが、４章・５章を１学期に行い、１章・

２章を２学期、３章を３学期に行った。これは校内フィールドワークを１学期に行うためで
あるが、順当に行うと、４章は２学期末にあたり、冬のため、多くの植物が葉を落とす時期
になる上、寒く、生徒のモチベーションも上がらなかったため、初夏の緑豊かな時期に行う
ことにした。

４章の内容を中間試験で行い、試験返却の残り時間で事前準備を行った。
はすでに登録済みであったので、課題で写真を投稿する練習を行った。ま

た、六甲山系電子植生図鑑を提示し、課題の植物を事前に調べ、オフラインで見られるよう
に、 ページのダウンロードや、スクリーンショットなどをしておくように指示し、準備
とした。

＜本時の活動＞授業時には開始５分までに今日行うことを説明し、その後、 分の活動時
間を設けた。その後、教室に戻り、撮った写真を の所定の場所にアップ
ロードさせた。活動中はタブレットを持ち歩き、周囲の植物と手元の写真とを見比べながら
注意深く観察している様子が見受けられた。また、自主的にお互いと協力し合い、深い学び
を行っていた。

また、２学期の校外学習では、京都、奈良、兵庫の方面へ、グループでコース設定をし、
それぞれの都市の の取り組み、訪れる地域の の取り組みを事前に学習し、低
酸素・循環型街づくり、環境貢献都市、環境未来都市の構想などの取り組みを現地で確認し
た。終了後は、文化財の価値や、都市やその地域独自の の取り組みを発表し合い、更
に学びを深めた。外国の方へのインタビューなども行い、外国の方の に対する意識
なども確認したが、その意識の高さに驚いている生徒が多くいた。
現在は、それぞれの地域の難民問題を皆で学び、解決方法を模索し、自分たちにできること
を創造しあっている。
一人一人の心に、 が掲げる「誰も置き去りにしない」とのビジョンは、いつか成し

遂げるべき未来のゴールではなく自分たちの挑戦であり、喜びを分かち合う社会を築いて
いくことだとの意識が芽生えてきた。苦しむ人々の立場に自分の身を置く経験を重ねる優
しい心。世界市民として共に生きる社会を築くための創造。皆で力を合わせて安心、安全の
地域を作り出していく決意。生徒たちに、自分自身こそ時代の主体者との自覚をさらに強く
芽生えさせる授業を目指していきたい。

作成した発表用ポスター

ポスター発表 フィールドワーク京都方面
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 実施時間（期間）
年 月 日 火 ～ 月 日 月

授業回数しては、 回分

 実施内容
授業 回目： 【学習】サマリーとはどんなものかを学ぶ

回目： 【学習】昨年度の日本語論文を用いて、サマリーの作成手順の説明及び日本
語論文をまとめ、英訳しやすい簡単な日本語への書き換え。

＜アンケートより＞
授業後のアンケートでは、「『実際の植物に触れ、植物の特徴や様子を観察する』は達成で

きましたか」について ％もの生徒が「とてもそう思う」または「そう思う」と答えた。
「観察力は身についたと思
いますか」の項目では、
の生徒が「とてもそう思う」
または「そう思う」と答え、
「楽しかったですか」の項目
では もの生徒が「とて
もそう思う」と答えた。さら
に感想では「学園は緑が本当
に豊かなので、いいフィール
ドワークができたとおもい
ました。葉っぱがいっぱいあ
るなかから、課題の葉っぱを
見つけたときは、単純に
「あ！あった！！」と思って楽しかったです！また学園の緑に触れたいと思いました」
「想像した以上の植物が校内にあることに驚きました。 知識が少なくてなかなか課題を達
成することが出来なかったことが悔しかったので、少しでも見分けられるようになりたい
と思いました」
「学園が自然豊かであることをこれまで以上に感じることができました。日頃から感謝の
気持ちを持っていきます」
など、好意的な意見ばかりで、非常に高い関心が伺える。中には「次にやるときはもっと行
動範囲を広げ、例えば桜源郷や竹林で行いたい。班ごとに区画を設け、そこで見られた植物
をまとめ、ポスターとして掲示したら面白いと思う」というように授業を発展させるための
アドバイスを提案した生徒もおり、他の教科の学びが活かされていることを感じた。
＜創立者の提言より＞
『創価学会の牧口常三郎初代会長は、“郷土は世界の縮図である”と述べ、人間の歴史と自

然と社会の交差点ともいうべき「郷土」に根差した学習を通し、「世界」への目を開くこと
が重要であると訴えていました。この「郷土 地域 」から「世界」を見て、「世界」から「郷
土 地域 」を見ていく往還作業こそが、生活実感に根差した自然観と倫理観を養う上で、欠
かせないと、私は考えます。』と『教育の力で持続可能な未来を 』で述べられて
いる。現在、 の活動で、世界に目を向けた環境問題やグローバルイシューについて勉
強をしている中で、この地域に密着した授業で、身近な自然を大切にする心を育む自然教育
をこれからもしていきたいと思っている。自然豊かな交野の特性を最大限に活かし、これか
らも様々な教材を開発していこうと思う。
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 実施時間（期間）
年 月 日 火 ～ 月 日 月

授業回数しては、 回分

 実施内容
授業 回目： 【学習】サマリーとはどんなものかを学ぶ

回目： 【学習】昨年度の日本語論文を用いて、サマリーの作成手順の説明及び日本
語論文をまとめ、英訳しやすい簡単な日本語への書き換え。

＜アンケートより＞
授業後のアンケートでは、「『実際の植物に触れ、植物の特徴や様子を観察する』は達成で

きましたか」について ％もの生徒が「とてもそう思う」または「そう思う」と答えた。
「観察力は身についたと思
いますか」の項目では、
の生徒が「とてもそう思う」
または「そう思う」と答え、
「楽しかったですか」の項目
では もの生徒が「とて
もそう思う」と答えた。さら
に感想では「学園は緑が本当
に豊かなので、いいフィール
ドワークができたとおもい
ました。葉っぱがいっぱいあ
るなかから、課題の葉っぱを
見つけたときは、単純に
「あ！あった！！」と思って楽しかったです！また学園の緑に触れたいと思いました」
「想像した以上の植物が校内にあることに驚きました。 知識が少なくてなかなか課題を達
成することが出来なかったことが悔しかったので、少しでも見分けられるようになりたい
と思いました」
「学園が自然豊かであることをこれまで以上に感じることができました。日頃から感謝の
気持ちを持っていきます」
など、好意的な意見ばかりで、非常に高い関心が伺える。中には「次にやるときはもっと行
動範囲を広げ、例えば桜源郷や竹林で行いたい。班ごとに区画を設け、そこで見られた植物
をまとめ、ポスターとして掲示したら面白いと思う」というように授業を発展させるための
アドバイスを提案した生徒もおり、他の教科の学びが活かされていることを感じた。
＜創立者の提言より＞
『創価学会の牧口常三郎初代会長は、“郷土は世界の縮図である”と述べ、人間の歴史と自

然と社会の交差点ともいうべき「郷土」に根差した学習を通し、「世界」への目を開くこと
が重要であると訴えていました。この「郷土 地域 」から「世界」を見て、「世界」から「郷
土 地域 」を見ていく往還作業こそが、生活実感に根差した自然観と倫理観を養う上で、欠
かせないと、私は考えます。』と『教育の力で持続可能な未来を 』で述べられて
いる。現在、 の活動で、世界に目を向けた環境問題やグローバルイシューについて勉
強をしている中で、この地域に密着した授業で、身近な自然を大切にする心を育む自然教育
をこれからもしていきたいと思っている。自然豊かな交野の特性を最大限に活かし、これか
らも様々な教材を開発していこうと思う。
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アカデミックライティング入門
１，実施科目 現代文演習

２，実施時期
２０１８／１２／４～１２／１４

３，アカデミックライティング入門授業
①作文とレポートの違い
②情報検索の方法
③引用とは
④引用のルール
⑤参考文献リストの書き方
⑥アイデア出しの方法（マインドマップ作成）
⑦問いの設定

，授業の狙い
１２／１５実施のアカデミックライティング講座のための事前の準備。

５，効果
いきなり、１５日を迎えるよりは理解がしやすかったのではないかと思う。

１２／１５ニューセンチュリーホールでの様子。

回目： 【学習】昨年度のサマリーを用いて、簡単に書き換えた日本語を英語に翻訳。
４回目： 【学習】英語に翻訳されたものを、ピア・チェッキング及び推敲し、昨年度

のサマリーと比較。
回目： 【作業】今年度、自分たちで作成した日本語論文をまとめ、英訳しやすい簡

単な日本語への書き換え。
回目： 【作業】英訳しやすい簡単な日本語から英語への翻訳
回目： 【作業】英訳しやすい簡単な日本語から英語への翻訳の続き及びピアチェッ

キングと推敲
回目： 【作業】推敲の続き及びタイピング、提出

 授業の狙い・目的
日本語論文から英語サマリーの作成にあたり、

 サマリーの構成を理解するとともに、作成手順を理解する
 自分たちが英訳しやすい日本語への変換を通して、必要な語彙力や表現力を身

に着けさせるとともに、自分たちが英訳しやすい単語や表現に気付かせる。
 日本語から英語への直訳を意識するのではなく、文章全体の意味や大意を意識

して翻訳する習慣を身に着けるきっかけとさせる。
 お互いでチェックすることで、作成時に意識することを更に定着させる

 効果
 サマリーの作成手順の理解と定着
 語彙力と表現力の増強
 日本語から英語にする際に、わからない表現があっても、様々な別の表現を使用し

て伝えられるということの理解とそのための姿勢
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アカデミックライティング入門
１，実施科目 現代文演習

２，実施時期
２０１８／１２／４～１２／１４

３，アカデミックライティング入門授業
①作文とレポートの違い
②情報検索の方法
③引用とは
④引用のルール
⑤参考文献リストの書き方
⑥アイデア出しの方法（マインドマップ作成）
⑦問いの設定

，授業の狙い
１２／１５実施のアカデミックライティング講座のための事前の準備。

５，効果
いきなり、１５日を迎えるよりは理解がしやすかったのではないかと思う。

１２／１５ニューセンチュリーホールでの様子。

回目： 【学習】昨年度のサマリーを用いて、簡単に書き換えた日本語を英語に翻訳。
４回目： 【学習】英語に翻訳されたものを、ピア・チェッキング及び推敲し、昨年度

のサマリーと比較。
回目： 【作業】今年度、自分たちで作成した日本語論文をまとめ、英訳しやすい簡

単な日本語への書き換え。
回目： 【作業】英訳しやすい簡単な日本語から英語への翻訳
回目： 【作業】英訳しやすい簡単な日本語から英語への翻訳の続き及びピアチェッ

キングと推敲
回目： 【作業】推敲の続き及びタイピング、提出

 授業の狙い・目的
日本語論文から英語サマリーの作成にあたり、

 サマリーの構成を理解するとともに、作成手順を理解する
 自分たちが英訳しやすい日本語への変換を通して、必要な語彙力や表現力を身

に着けさせるとともに、自分たちが英訳しやすい単語や表現に気付かせる。
 日本語から英語への直訳を意識するのではなく、文章全体の意味や大意を意識

して翻訳する習慣を身に着けるきっかけとさせる。
 お互いでチェックすることで、作成時に意識することを更に定着させる

 効果
 サマリーの作成手順の理解と定着
 語彙力と表現力の増強
 日本語から英語にする際に、わからない表現があっても、様々な別の表現を使用し

て伝えられるということの理解とそのための姿勢
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政治経済としての取り組み

関西創価高校 地歴公民科 教諭 大井 宣弘
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経済の基礎知識（専門用語や経済の変容）を学んだ後、それぞれ
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リサーチした経済状況と今後の見通しを、それぞれ 字
程度（合計 字）、さらに の課題である学年模擬
国連のテーマついて 字程度を加え、それぞれを項目に
分け、まとめ論文を作成した。ルーブリックに基づき評価し
たのち、その点数を 学期の成績とした。

 

 

成果と分析 

1. 2018年度卒業の海外大学進学者数 １０名（３月現在） 
アメリカ創価大学 （ブリッジプログラム含む） 

2. 2018年度主な外部コンクール（全国大会）での活躍 
日米露３国による核不拡散会議 参加（２０１８年 ３月） 
『「世界津波の日」高校サミット in 和歌山 参加(２０１８年 １０月) 
第 9 回「ESD 国際交流プログラム」参加決定（全国 8 名中） 
第 22 代「高校生平和」大阪代表に選出（全国 20 名中） 
第 12 回全日本高校模擬国連大会出場 
第 23 回全国中学・高校ディベート選手権 全国大会ベスト 8 

3. 英語外部検定成績 
英語能力検定試験合格者数（単位：人） 
２０１８年度 １級 準１級 ２級 ２級以上 

1053 名中 6（0.57％） 39（3.7％） 320（30.4％） 365（34.7％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．CEFR/ TOEIC/ 英検　レベル別人数

１２月 英検 １年次３学期 ２年次３学期 ３年次３学期

C1(945～) １級

A1(120～)

*英検の合格者数は、１次試験のみの合格者数も含む。

*２級以上の最終合格者数は、1級４＋準１級３０＋２級１５８＝１９２名

２．SGH 英語到達目標　達成度

〇英検１級、準１級、２級の１次試験合格者もしくはTOEIC IPの

　リスニングもしくはリーディングもしくはその両方で

　２７５点以上の場合、ＣＥＦＲのＢ１レベル以上とする

〇この内、Ｂ２レベルは２３名、Ｃ１レベルは４名となります。

３．アメリカ創価大学合格者　人数及びSATスコア
※各セクション200-800

Bridge合格者

合格者　計

準１級

２級

準２級

４３期Ｂ１以上到達度

Early出願者 Early合格者

Regular出願者 Regular合格者

計

2019/3/20 ４４期英語教科担当

高校４４期　英語成果報告（最終）

３級以下

(550～)

(785～)

(225～)
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感じる。 
 
問２９～３３：ＧＲＩＴに積極的に取り組んだ生徒とプログラムの評価・触発を受けたかという問いの

答えが８０％とほぼ同じような値を示している。相関性を分析したわけではないので、層が同じかはわ

からないが、積極的に取り組んだ生徒は触発を受け、ＧＲＩＴがよかったと評価しているのではないか

と推測できる。今後、細かく分析をしていきたい。ほぼ消極的の層が少しでも積極的になるような内容

を作成していきたい。 
 
問３６：３年生の進路に SGH・GRIT の影響が５０％以上あったということは高い値である。 
 
問３９・４０：進路だけではなく、成長や考え方や行動に影響を与えたという声は大切にしていきたい。 
 

3.2. ＳＧＨ最終報告会における分析スライド（抜粋） 

 

 

 

3.1. アンケート結果（生徒アンケート・教員アンケートより）分析（抜粋） 
１年間を通しての SGH 活動に対するアンケートを全校生徒対象（高３・１２月、高１、２・２月）

に行った。今年度は結果を掲載し、特筆すべき点を記載する。

問１：ＳＤＧｓに関してはどの学年も８０％以上の生徒が知っているという状況である。１年生は現在

知っていると答えた生徒が９０％を初めて超えた。入学前では７８％が知らなかったが、ＧＲＩＴや授

業など学校の学びの中でＳＤＧｓを理解している。特に地理の授業でそれぞれがグループワークに励ん

だことが大きいと思われる。１００％をめざし取り組んでいきたい。 
 
問２～７：本校ＳＧＨのテーマである「環境」「開発」「人権」「平和」について関心を問うたが、基本的

にはどの学年も７０％以上近くの生徒が関心をもっている。入学前の「あまり関心がない」「関心がな

い」という項目合わせると５０％を超えるものが多いのに対して、入学後は「関心がない」は軒並み５％

以下である。関心をもつきっかけで最も多いのが GRIT であり、学校の学びによって、関心を持たせる

ことには成功している。しかし、「あまり関心がない」と合わせると、いまだ４分の１の生徒は関心がな

いという結果になった。したがって、この層が少しでも関心があるに変わるような授業・問いかけをさ

らに増やしていきたい。また本年度の模擬国連テーマであった「水問題」に対しては、３年生の関心は

高い。 
 
問８～９：国際的合意形成について、高校３年生の結果が高いのは、ＧＲＩＴ模擬国連のおかげだと推

測される。 
 
問１０～１１・１４：「（絶対に）留学したい」の割合が、入学前が５０％→高１ ６９％→高２ ７１％

→高３ ７８％と学びが深まるにつれて留学への希望が増えているという結果になっている。海外で活

躍したいというアンケートでも高校３年生は６０％を超えているので、海外志向につながっている。こ

れは、問１２で国際機関にかかわる仕事がしたいとの意識が（１年生の）入学前が２５％→１年３４％

と増えている。元来入学前の２５％も高いのが本校の特色であるが、さらに入学後に減らすことなく、

増やすことができた。 
 
問１５～１７：さまざまな課題に対して、入学前から比べると関心が高まった生徒が多くなっている。

高３は８０％程度が高まったとなっている。グローバルイシューにかかわりたくないという理由でもっ

とも多い項目が「自分が生きることで精いっぱいだから」とのことなので、その生きづらさをかかわり

によって解消していきたい。しかし、関わりたいと思った理由の「他国で起こることは自分と関係があ

る」との項目が５０％を超えているので、本校のモットーである「他人の不幸の上に自分の幸福を築く

ことをしない」との内容が生徒の中に浸透していると感じる。 
 
問２０：奉仕の気持ちが高い。特に「ある」と答えた生徒が学年があがるにつれて増えていたのは特徴

的である。 
 
問２１・２４・２６・２７：どの能力の向上も３年生が高い。模擬国連や授業での経験が生きたのだと
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（別紙様式３）

平成３１年 ３月３１日  
 
 

研究開発完了報告書 
 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 

 
住所 東京都小平市たかの台２番１号 
管理機関名 学校法人 創価学園 
代表者名 理事長 原田 光治 印 

 
 
平成３０年度スーパーグローバルハイスクールに係る研究開発完了報告書を，下記により

提出します。 
 
 

記

１ 事業の実施期間 
平成３０年 ４月２日 （契約締結日）～平成３１年 ３月３１日 

 
 
２ 指定校名 

学校名 関西創価高等学校 
学校長名 杉本 規彦 

 
３ 研究開発名 

TRY 人(じん)の郷・交野から 
平和の創造に挑戦するグローバルリーダー育成プログラム 
 

４ 研究開発概要 
関西創価高校がＳＧＨを通して生徒に身につけさせたい力は、国連の提起する地球的課題

について探究し、世界の平和に貢献するグローバルリーダーとしての「使命感」「共感力」

「問題解決への創造力」である。Active Learning の土台の上に、全校生徒を対象とした

「環境・開発・人権・平和」の 4 分野について学ぶ探究型総合学習 GRIT（Global Research 
and Inquiry Time)や Global Citizenship Seminar、希望者を対象とした知的好奇心を高揚

させる高大連携プログラムの UP(University Partnership)Class、希望者から選抜された

生徒がオールイングリッシュで徹底した探究を行う LC（Learning Cluster）で、確かな知

識と広い教養の涵養を目指す「世界市民教育」の教育課程を高大連携して研究開発する。 
 
５ 管理機関の取組・支援実績  
（１）実施日程 
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った。2 年生では、プレゼンテーションで必要な「いかに伝えるのか どのように伝える 
のか」という知識と技術を習得するための講義を実施。3 年生では「模擬国連」の内容を 
深めるためのリサーチの時間を GRIT の時間だけでなく、「政治・経済」の授業の中で、 
各自の担当国のリサーチする時間を確保し、政治や経済についてのプレゼン発表を行っ 
た。「数学」の授業では、データ分析やエビデンスを示すのに必要な数値を読み取る、統 
計学を用いた分析の力の育成を行った。「現代文」の授業においては、本校 SGH の根幹 
となる、創立者の平和提言を用いて、論説文の読解力と、表現力を育成する授業を行った。 
論文作成を踏まえ、アカデミックライティング講座の前には「現代文」の授業でも論文作 
成の授業を行った。昨年に引き続き、GRIT を深めるための教科横断の授業が大きく進ん 
だ。学習評価においても、「政治・経済」の授業の中で、GRIT で各国大使としての視線 
で作成した論文を、ルーブリックを用いて生徒と教師で評価し、成績に反映した。そして 
作成した論文を基に、「英語」の授業では英語サマリーの作成を行い、その内容を成績と 
して評価した。このように各教科の中で GRIT の取り組みを評価できたことで、GRIT に 
取り組む生徒の意識がさらに向上した。 
○Global Citizenship Seminar として外部講師を招いての講演を 3 回行った。 
○GRIT Field Work として 7 月に東京 10 名、8 月に広島 14 名、3 月に東北 12 名での 
Field Work を一般公募し実施した。特に「平和」をテーマに核廃絶について探究活動を 
行った広島 FW では、本校が所在する交野市の交野高校生徒会と協力して、市内各所で 
「核兵器禁止条約締結」に向けての署名活動を実施することができた。昨年黒田市長と語 
り合った「今後、交野市で行っている平和教育や核廃絶の取り組みについて、市内の中高 
が交流して平和学習、核廃絶署名などを推進していく」ことについては、本校の GRIT で 
行った「平和」「人権」のプログラムと実施方法を交野市内の中学校に共有することで実 
現できた。 
○SOKA Progress Class については、University Partnership (通称 UP)Class を開設 
し、大学などから講師を招き地球的課題の基礎講座を開催した。Advanced English  
&Math Class は継続して実施。どの講座も生徒から高い評価を得た。 
○Learning Cluster については、高校 2,3 年生より 22 名を選抜し、Field Work in  
Tokyo、Field Work in America を実施。年間を通して英語での探究が進み、高校生に 
よる平和への提言「Peace Proposal」を完成させた。生徒たちは「環境・開発・人権・平 
和」の四分野を SDGs に照らして徹底的に学んだ後、「世界人権宣言 70 周年」というこ 
とを踏まえ、「人権」に焦点を当て、「児童虐待」「LGBT」「女性のエンパワーメント」 
「難民」「核廃絶」の 5 つのトピックから研究を続けた。 
○Active Learning については、校内で研究授業ウィークを 2 回開催し、お互いの授業 
内容の研鑽に努めた。現在、ほぼすべての授業で、座学のみでなく主体的で対話的な深い 
学びを意識した授業が展開されている。各教科においても、GRIT の内容を教科横断で 
さらに深めるための研究が進み、取り組みが大きく向上した。 
○Newspaper in Education については、年間通して各クラスで取り組み、コンクール 
でも多くの入賞者が出た。 
○Feel Japan Program については、ほぼ例年通りの計画で進んだ。 
〇その他の取り組みとしては、本校で進める GRIT の四分野の一つである「人権」につい 
て、多くの卒業生の弁護士を招き、現実社会を踏まえての「人権研修」を行った。 

業務項目 実施日程 

運営指導委員
会の開催 

4 
月 

5 
月 

6 
月 

7 
月 

8 
月 

9 
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2 
月 

3 
月 

 
   ○   ○   

 
○  

 
（２）実績の説明 

〇運営指導委員会を、朝野富三氏、梶田叡一氏、米田伸次氏ら三氏が出席し、3 回開催し 
た。1 回目は 8 月 22 日に実施。2 回目は 11 月の中間研究発表会終了後、3 回目は 2 月の 
最終研究発表会終了後に開催。議事録を作成し、今後の研究開発についてご助言を頂いた。 
○研究発表会ならびに運営指導委員会に、管理機関より、創価教育センター長、副センタ 
ー長を派遣し、研究開発が適正に行われているか確認した。 
○SGH に関わる経費について、管理機関より 260 万円の経費を計上し、研究開発が 
円滑に進むように支援を行った。それによりフィールドワークの生徒負担金軽減や外部 
講師・大学院ＴＡの費用を賄うことができた。（全校生徒対象に実施） 

 
６ 研究開発の実績 
（１）実施日程 

業務項目 

実施期間（平成２９年４月１日 ～ 平成３０年３月３１
日） 

4
月 

5
月 

6
月 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

GRIT 1             
GRIT 2             
GRIT 3             
Global Citizenship Seminar   ○ ○  ○ ○     〇 
GRIT Field Work    ○ ○       〇 
University Partnership Class             
Advanced English Class             
Advanced Math Class             
Learning Cluster             
Field Work in Tokyo    ○         
Field Work in America          〇   
Active Learning             
Global Camp   〇   〇       
Newspaper in Education             
Feel Japan Program             

 
 
（２）実績の説明 

〇GRIT（探究型総合学習、「環境・開発・人権・平和」について探究）については 
3 年間で行うプログラムをさらに精査し、主体的で対話的な深い学びの中で、世界市民と 
しての使命感・共感力・問題解決への創造力を培う学習内容へと発展させることができた。 
具体的には、1 年生では SDGs の内容を「地理」で、環境分野の「校内フィールドワー 
ク」は「生物」の授業で行うことにより、より深い学びとなった。また、論理的思考を養 
ったり、言語技術的な内容を教えるための 5 行エッセイを「国語」と「英語」で同時に行 
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「難民」「核廃絶」の 5 つのトピックから研究を続けた。 
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内容の研鑽に努めた。現在、ほぼすべての授業で、座学のみでなく主体的で対話的な深い 
学びを意識した授業が展開されている。各教科においても、GRIT の内容を教科横断で 
さらに深めるための研究が進み、取り組みが大きく向上した。 
○Newspaper in Education については、年間通して各クラスで取り組み、コンクール 
でも多くの入賞者が出た。 
○Feel Japan Program については、ほぼ例年通りの計画で進んだ。 
〇その他の取り組みとしては、本校で進める GRIT の四分野の一つである「人権」につい 
て、多くの卒業生の弁護士を招き、現実社会を踏まえての「人権研修」を行った。 

業務項目 実施日程 

運営指導委員
会の開催 

4 
月 

5 
月 

6 
月 

7 
月 

8 
月 

9 
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2 
月 

3 
月 

 
   ○   ○   

 
○  

 
（２）実績の説明 
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ク」は「生物」の授業で行うことにより、より深い学びとなった。また、論理的思考を養 
ったり、言語技術的な内容を教えるための 5 行エッセイを「国語」と「英語」で同時に行 
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会場に招き、総会の模様を見学させるとともに、ロビー活動の際には 2 年生から 3 年生へ 
の質疑応答も可能とすることで、来年度に自分たちの行うプログラムのイメージを持たせ 
ることができ、来年担当する学年の教員団にも模擬国連の総会のイメージを持たせること 
が可能となり、3 年次に行う模擬国連のプログラムへのスムーズな移行が実現している。 
第 2 回目の総会を SGH 中間報告会の日に行うことで、関西創価の学びの成果を大きく教 
育関係者や行政にも公表している。SGH 終了後も一般公開並びに他校との交流も検討し 
ており、さらに発展させていきたい。本年度も、アメリカ FW では、代表生徒が採択され 
た決議案を元国連事務次長のチョウドリ大使に直接提出。その模様は全校生徒にライブ中 
継され、チョウドリ大使からのアドバイスも全校生徒で共有された。今年はさらに、SGH 
委員会の集中討議の際に、1 年次、2 年次、3 年次に行う GRIT プログラムの内容や時期、 
反省点や引き継ぎ事項をグーグルドライブのチームドライブに各期（入学年）ごとにまと 
め、全教員が昨年度のどの時期にどのようなプログラムを、どのような教材で行ったかが 
確認でき、反省点や改善点を共有しながら PDCA がスムーズに行える環境が整備された。 
高校 3 年生対象の、大学教員を招いての「アカデミック・ライティング講座」は継続して 
行ったが、その前に大学教員と国語科教員が連携を取りながら、「国語」の授業でも事前 
学習を行い、さらに内容の濃いものとなった。個人の GRIT の学びの集大成として、全員 
が模擬国連の中で各国大使としての目線で、「安全で安価な飲料水の普遍的かつ衡平なア 
クセス」について探究と提言を GRIT 論文としてまとめ、その内容は「政治・経済」の授 
業の中で成績として評価することができた。完成した GRIT 論文を基に、「英語」の授業 
の中で「英語サマリー」を作成させ、その内容を授業の成績として評価することで、模擬 
国連の総会終了後の生徒の集中力の持続に成功。ほぼ 100％の生徒が論文・英語サマリー 
共に提出することができ、成果物の内容も大きく向上した。 
〇GRIT を全校生徒対象に全教員で取り組んだため、生徒も教師も GRIT で行われてい 
る Active Learning の様々な手法や効果を熟知している。その為、全教科に渡ってスト 
レスなく Active Learning の様々な手法が活用され、主体的で対話的な深い学びがほぼす 
べての教科・授業で行われた。（95.2％の教員が実施）また、GRIT で学ぶ内容や GRIT 
を通して育てたい人間像を全教員が把握しているため、各教科の中でその力を育むための 
教科横断が進んでいると考えられる。 
〇全校生徒にタブレットが貸与されて 2 年目となり、ICT を活用した Active Learning 
や協働作業が飛躍的に進んだ。「本校がＳＧＨとなって、生徒の ICT の取り組みが進んだ 
と思いますか」の質問に、全教員の 97.6％の教員が「進んだ」と答えた。全生徒が使う ICT 
使用に関するルール作りに関しては、教師が決めるのではなく、生徒たちが「タブレット 
審議会」を立ち上げ、自らガイドライン作成に立ち上がり、「やっていいこと」「いけな 
いこと」を生徒のリーダーで協議して運営している。校内の各所で合意形成の力を発揮し、 
「問題解決への創造力」を発揮した。 
〇高 3 アンケートでは「海外で通用する語学力は必要であると思いますか。」の質問で、 
「必要」が 91.2％となり、「どのような場面で、海外で通用する語学力は必要であると感 
じるようになりましたか」の質問に、複数回答可ではあったが、59.9％の生徒が「授業」 
と答え第一位となった。このことから GRIT プログラムだけでなく、授業の充実が生徒の 
語学習意欲を大きく向上させたと考えられる。エビデンスとしては、3 年生においては 350 
名中 114 名の生徒が、この 1 年間で英検準一級以上の試験に挑戦した。3 人に 1 人が準一 

また、本校の SGH 運営指導委員でもある、梶田叡一氏を招き、講演会「真の国際性を育 
てるために」を全教職員で受講。「活力・積極性」「対話力」「語学力」「イノチとして 
の平等感」という 4 つのキーワードから理解を深めた。 
〇SGH 後のカリキュラムについては、新教育課程を見据えて、「新カリキュラム検討委 
員会」を発足させ、集中討議の職員会議を何度も開催し、全教員で「育てたい力」につい 
ての議論を重ねた。 

 
７ 目標の進捗状況、成果、評価 

〇SGH4 年目、SGHA を入れると 5 年目となり、ほとんどの教員が 3 年間での GRIT の 
カリキュラムの流れを認識・理解・経験することで、さらに精査が進んだ。流れとしては 
1 年次は「グローバルイシューとの出会い」をテーマに、「環境」「開発」「人権」「平 
和」に関する知識のインプットとディスカッションを中心としたプログラムを、SDGｓに 
照らして様々に行った。全生徒がタブレットを持ったことで、本校が NASA と共同で行 
う「アースカムプロジェクト」に全員が参加可能となり、タブレットから国際宇宙ステー 
ションを遠隔操作して、宇宙から地球を撮影し調査する英語でのプログラムを全生徒が体 
験。宇宙から俯瞰的に地球を見つめる目線を持たせるとともに、自分たちの撮影した写真 
が「世界の学者の研究材料」となり、研究者としての実体験を積めた。また、GRIT の大 
きな柱である SDGs については、「地理」の教科の中に落とし込んだ。そのことで、SDG 
ｓの学びの深さを授業の成績として評価が可能となり、生徒たちの意識が向上した。その 
上で、例年秋に行っていた校外学習を SDGs フィールドワークに変更し、学びの内容別に 
3 か所で実施。チームで別れて日本国内における SDGs の推進を行う行政や企業に調査に 
行き、その振り返りを授業で行ったり、お互いにプレゼン発表することで、身近なところ 
にも、自分たちにできることがあることを学んだ。その結果、「国連が推進する SDGs を 
知っていますか？」の質問では「知っている」「少し知っている」が入学前は 21.9％だっ 
たものが、91.6％にまで向上した。2 年次は「グローバルイシューとの戦い」をテーマに、 
「環境・開発・人権・平和」の 4 分野からトピックをチームで選んで探究活動を行い、そ 
れぞれのチームが 6 月には大学教授に探究成果と提言を発表。大学院生によるブラッシュ 
アップを受けて、全チームがパワーポイントを使って SDGs に照らし合わせたそれぞれの 
研究・提言を保護者会や各所で発表。3 月には自分たちの探究をポスターにまとめ、「学 
年ポスターセッション」を全学年 64 チームで開催。発表の対象として高校 1 年生を招待 
し、総勢 700 名を超える大規模なポスターセッションとなった。高校 2 年生にとっては、 
後輩である 1 年生に、1 年間の学びを自分の言葉で全員が発表する機会となり、1 年生に 
とっては、来年自分たちがあるべき学びの姿を確認することができ、質疑応答も活発に行 
えた。このポスターセッションは、教育関係者や一般の方々にも公開し、訪れた公立中学 
校の教員からは「生徒たちが生き生きと自分の言葉で発表する姿に感動した」「聞いてい 
る 1 年生の姿も素晴らしく、質疑応答が活発なことに驚いた。ぜひ自分たちの中学でも関 
西創価のシステムを取り入れたい！」との感想をいただき、関西創価の GRIT プログラム 
を共有することが決定した。今後も共同で様々な活動を進めることが確認された。3 年次 
は「世界を一つにする力」をテーマに、合意形成の力を培った。その集大成として、3 年 
生 350 名全員が、100 ヶ国を分担して取り組んだ模擬国連では「安全で安価な飲料水の普 
遍的かつ衡平なアクセス」の議題で総会を 2 回開催。第 1 回総会では、高校 2 年生全員を 
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会場に招き、総会の模様を見学させるとともに、ロビー活動の際には 2 年生から 3 年生へ 
の質疑応答も可能とすることで、来年度に自分たちの行うプログラムのイメージを持たせ 
ることができ、来年担当する学年の教員団にも模擬国連の総会のイメージを持たせること 
が可能となり、3 年次に行う模擬国連のプログラムへのスムーズな移行が実現している。 
第 2 回目の総会を SGH 中間報告会の日に行うことで、関西創価の学びの成果を大きく教 
育関係者や行政にも公表している。SGH 終了後も一般公開並びに他校との交流も検討し 
ており、さらに発展させていきたい。本年度も、アメリカ FW では、代表生徒が採択され 
た決議案を元国連事務次長のチョウドリ大使に直接提出。その模様は全校生徒にライブ中 
継され、チョウドリ大使からのアドバイスも全校生徒で共有された。今年はさらに、SGH 
委員会の集中討議の際に、1 年次、2 年次、3 年次に行う GRIT プログラムの内容や時期、 
反省点や引き継ぎ事項をグーグルドライブのチームドライブに各期（入学年）ごとにまと 
め、全教員が昨年度のどの時期にどのようなプログラムを、どのような教材で行ったかが 
確認でき、反省点や改善点を共有しながら PDCA がスムーズに行える環境が整備された。 
高校 3 年生対象の、大学教員を招いての「アカデミック・ライティング講座」は継続して 
行ったが、その前に大学教員と国語科教員が連携を取りながら、「国語」の授業でも事前 
学習を行い、さらに内容の濃いものとなった。個人の GRIT の学びの集大成として、全員 
が模擬国連の中で各国大使としての目線で、「安全で安価な飲料水の普遍的かつ衡平なア 
クセス」について探究と提言を GRIT 論文としてまとめ、その内容は「政治・経済」の授 
業の中で成績として評価することができた。完成した GRIT 論文を基に、「英語」の授業 
の中で「英語サマリー」を作成させ、その内容を授業の成績として評価することで、模擬 
国連の総会終了後の生徒の集中力の持続に成功。ほぼ 100％の生徒が論文・英語サマリー 
共に提出することができ、成果物の内容も大きく向上した。 
〇GRIT を全校生徒対象に全教員で取り組んだため、生徒も教師も GRIT で行われてい 
る Active Learning の様々な手法や効果を熟知している。その為、全教科に渡ってスト 
レスなく Active Learning の様々な手法が活用され、主体的で対話的な深い学びがほぼす 
べての教科・授業で行われた。（95.2％の教員が実施）また、GRIT で学ぶ内容や GRIT 
を通して育てたい人間像を全教員が把握しているため、各教科の中でその力を育むための 
教科横断が進んでいると考えられる。 
〇全校生徒にタブレットが貸与されて 2 年目となり、ICT を活用した Active Learning 
や協働作業が飛躍的に進んだ。「本校がＳＧＨとなって、生徒の ICT の取り組みが進んだ 
と思いますか」の質問に、全教員の 97.6％の教員が「進んだ」と答えた。全生徒が使う ICT 
使用に関するルール作りに関しては、教師が決めるのではなく、生徒たちが「タブレット 
審議会」を立ち上げ、自らガイドライン作成に立ち上がり、「やっていいこと」「いけな 
いこと」を生徒のリーダーで協議して運営している。校内の各所で合意形成の力を発揮し、 
「問題解決への創造力」を発揮した。 
〇高 3 アンケートでは「海外で通用する語学力は必要であると思いますか。」の質問で、 
「必要」が 91.2％となり、「どのような場面で、海外で通用する語学力は必要であると感 
じるようになりましたか」の質問に、複数回答可ではあったが、59.9％の生徒が「授業」 
と答え第一位となった。このことから GRIT プログラムだけでなく、授業の充実が生徒の 
語学習意欲を大きく向上させたと考えられる。エビデンスとしては、3 年生においては 350 
名中 114 名の生徒が、この 1 年間で英検準一級以上の試験に挑戦した。3 人に 1 人が準一 

また、本校の SGH 運営指導委員でもある、梶田叡一氏を招き、講演会「真の国際性を育 
てるために」を全教職員で受講。「活力・積極性」「対話力」「語学力」「イノチとして 
の平等感」という 4 つのキーワードから理解を深めた。 
〇SGH 後のカリキュラムについては、新教育課程を見据えて、「新カリキュラム検討委 
員会」を発足させ、集中討議の職員会議を何度も開催し、全教員で「育てたい力」につい 
ての議論を重ねた。 

 
７ 目標の進捗状況、成果、評価 

〇SGH4 年目、SGHA を入れると 5 年目となり、ほとんどの教員が 3 年間での GRIT の 
カリキュラムの流れを認識・理解・経験することで、さらに精査が進んだ。流れとしては 
1 年次は「グローバルイシューとの出会い」をテーマに、「環境」「開発」「人権」「平 
和」に関する知識のインプットとディスカッションを中心としたプログラムを、SDGｓに 
照らして様々に行った。全生徒がタブレットを持ったことで、本校が NASA と共同で行 
う「アースカムプロジェクト」に全員が参加可能となり、タブレットから国際宇宙ステー 
ションを遠隔操作して、宇宙から地球を撮影し調査する英語でのプログラムを全生徒が体 
験。宇宙から俯瞰的に地球を見つめる目線を持たせるとともに、自分たちの撮影した写真 
が「世界の学者の研究材料」となり、研究者としての実体験を積めた。また、GRIT の大 
きな柱である SDGs については、「地理」の教科の中に落とし込んだ。そのことで、SDG 
ｓの学びの深さを授業の成績として評価が可能となり、生徒たちの意識が向上した。その 
上で、例年秋に行っていた校外学習を SDGs フィールドワークに変更し、学びの内容別に 
3 か所で実施。チームで別れて日本国内における SDGs の推進を行う行政や企業に調査に 
行き、その振り返りを授業で行ったり、お互いにプレゼン発表することで、身近なところ 
にも、自分たちにできることがあることを学んだ。その結果、「国連が推進する SDGs を 
知っていますか？」の質問では「知っている」「少し知っている」が入学前は 21.9％だっ 
たものが、91.6％にまで向上した。2 年次は「グローバルイシューとの戦い」をテーマに、 
「環境・開発・人権・平和」の 4 分野からトピックをチームで選んで探究活動を行い、そ 
れぞれのチームが 6 月には大学教授に探究成果と提言を発表。大学院生によるブラッシュ 
アップを受けて、全チームがパワーポイントを使って SDGs に照らし合わせたそれぞれの 
研究・提言を保護者会や各所で発表。3 月には自分たちの探究をポスターにまとめ、「学 
年ポスターセッション」を全学年 64 チームで開催。発表の対象として高校 1 年生を招待 
し、総勢 700 名を超える大規模なポスターセッションとなった。高校 2 年生にとっては、 
後輩である 1 年生に、1 年間の学びを自分の言葉で全員が発表する機会となり、1 年生に 
とっては、来年自分たちがあるべき学びの姿を確認することができ、質疑応答も活発に行 
えた。このポスターセッションは、教育関係者や一般の方々にも公開し、訪れた公立中学 
校の教員からは「生徒たちが生き生きと自分の言葉で発表する姿に感動した」「聞いてい 
る 1 年生の姿も素晴らしく、質疑応答が活発なことに驚いた。ぜひ自分たちの中学でも関 
西創価のシステムを取り入れたい！」との感想をいただき、関西創価の GRIT プログラム 
を共有することが決定した。今後も共同で様々な活動を進めることが確認された。3 年次 
は「世界を一つにする力」をテーマに、合意形成の力を培った。その集大成として、3 年 
生 350 名全員が、100 ヶ国を分担して取り組んだ模擬国連では「安全で安価な飲料水の普 
遍的かつ衡平なアクセス」の議題で総会を 2 回開催。第 1 回総会では、高校 2 年生全員を 
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フィールドワークで 13 名、個人留学で 19 名、合計 32 名がこの 1 年間で海外に実際に 
足を運び探究活動を行った。 
○GRIT の取り組みについて、教員に対するアンケートで「本校のＧＲＩＴプログラム 
は、国連が提起する地球的課題の探究に取り組む内容になっていますか」の問いは、昨 
年に引き続き 100％の教員が「よくできている」「たいへんによくできている」と答えた。 
「SGH の諸活動は、自分の授業や生徒に対する指導法・内容に影響を与えましたか」の 
問いには、「影響を与えた」と答える教員が、昨年の 97％から、71.4％と下がった。この 
数字はマイナス的な要素というよりは、新たな授業の研究開発というよりも SGH に影響 
を受けた指導法が定着し、安定して行われていると考えられる。アンケートでは「生徒だ 
けでなく、教員が海外で自由に研修を受けたり、ボランティアに参加できる機会がほしい」 
「世界市民教育のさらなる深化と洗練化を学校全体で取り組むことが必要」など、教師自 
身の成長や SGH 後を見据えた建設的な声がたくさん聞かれた。 
○運営指導委員会を 3 回開催し、運営指導委員からは「関西創価としての取り組みとして 
は大きく成功している。今後はこのプログラムをどれだけ多くの学校や教育機関に普及さ 
せ、実行していくのかが今後の課題」「多くの生徒の心の変容や、行動の変容は確認でき 
たが、100％の生徒が変わったわけではない。変われない生徒は、なぜ変わろうとしない 
のかという研究が必要」とのお言葉をいただいた。 
〇昨年度よりユネスコスクールにも認定され、ユネスコスクールとしての取り組みも開始 
している。ユネスコスクールのネットワークを活かして、本校の取り組みを地域や世界へ 
広げていきたい。 
○高校 3 年生の模擬国連では、大学院生ＴＡによるアドバイスや JICA 関西によるアド 
バイスなど、国内にいても世界を感じる取り組みができた。 

 
＜添付資料＞目標設定シート 
 
８ 次年度以降の課題及び改善点 

〇GRIT 授業の満足度は上がっているが、全員を対象としているため、さらに満足度 
を上げる必要がある。運営指導委員の「多くの生徒の心の変容や、行動の変容は確認 
できたが、100％の生徒が変わったわけではない。変われない生徒は、なぜ変わろうと 
しないのかという研究が必要」との言葉を受けて、「グローバルイシュー(世界で起こっ 
ている様々な問題)に対する関心がある」と答えた生徒の中で、関心はあるが、「グローバ 
ルイシューに自分が関わりたくないと思った理由」について聞いてみると、第一位が「自 
分が生きることで精一杯だから」で 20％、第二位が「世界平和なんて大きすぎるから」で 
18％、「自分には苦しむ人を救えないから」16％となった。意外なことに「自分には関係 
ないから」は 4％、「自分や家族に危険が及ぶから」は 2％となり、行動に対してネガテ 
ィブであっても、自分勝手や自己中心的な考えがそうさせているのではなく、ネガティブ 
な生徒の中に、日常で精一杯になっている様子や、自分の力を信じきれない自己肯定感の 
不足が見受けられた。あくまでも 100%の生徒が GRIT を学ぶことに意義を感じ、積極 
的に取り組めるよう、内容の精査と時間配分の工夫をさらに行う。生徒の変容にこだ 
わり、変容の要因となる心の変化にまでこだわるプログラムとしたい。 
〇SGH プログラムを柱として、生徒が持った興味・関心をさらに深めるために、先生 

級以上のハイレベルな語学習得に挑戦したことは、気持ちの変容が行動の変容に移ったと 
考えられる。「他人のために献身的に働こうとする奉仕の気持ちはありますか」が 91.1％ 
「身の回りで起こる問題に積極的に関わろうとする気持ちはありますか」が 81.2％と高 
い数字を示した。「ディスカッション能力(討議力・対話力)は向上しましたか」の質問に 
75.7％の生徒が「向上した」と答え、「ディスカッション能力(討議力・対話力)が向上し 
たことで、日常生活で解決できたことはありますか」の質問に「喧嘩腰の会話がほぼなく 
なった」「寮生活での揉め事も相手のことを考えて冷静に判断することで解決できた」「論 
理的に説明出来るようになって、相手を説得することができた」「語彙が増えたことや発 
想や着眼点の向上があり、友人との会話も楽しくなった」など、日常の生活の中で GRIT 
を通じての学びの力を実感している。「世界の平和に貢献したいと思いますか」の質問に 
は、81.6％の生徒が「貢献したい」と答え、「どういう気持ちの変化があったか」また、 
それに伴い「自分の行動がどう変わったか」という質問には、「世界でどれほどの人が紛 
争や差別で苦しんでいるかを知り、何ができるかを考えるようになった」「とにかく勉強 
をして、力をつける。語学の勉強！政治・経済の勉強！」などの答えが見られた。「大学 
を選ぶときに国際化に重点を置く大学への進学を希望しますか」の質問に、73.8％の生徒 
が「希望する」と答え、進路にも大きな影響を与えた。世界の平和に貢献するグローバル 
リーダーとしての「使命感」「共感力」「問題解決への創造力」につながる、グローバル 
リーダーとしての心を育んだと考えられる。 
○生徒の意識の変容は各種のコンクールや大会にも表れた。Newspaper in Education 
では大阪奨励賞、JICA 国際協力中学生・高校生エッセイコンテストでは特別学校賞を受 
賞するなど、多くの生徒が自主的に参加活躍し、多数の受賞者を輩出した。 
○米国ミドルベリー大学院モントレー校大量破壊兵器不拡散研究所での「日米露の高校 
生による核不拡散教育会議」（CIF）に 2 名が参加、高い評価を受けた。 
○Learning Cluster については、Field Work in America において元国連事務次長のチ 
ョウドリ大使とのセッションや、核時代平和財団のデビッド・クリーガー博士とのセッ 
ション、南カルフォルニア大学や UCLA での教授とのセッション、シュタイナー教育の 
ウォルドルフ学校の生徒との交流など充実したものとなった。ウォルドルフ学校におい 
て、関西創価高校とウォルドルフ学校の生徒で、初の国際フォーラム「Discussion on  
Global Issues」を開催した。高校生による平和への提言「Peace Proposal」については、 
本年度は学びをまとめて論文として発表するのでではなく、プロジェクトの作成を掲げ、 
高校生としてどのようなアクティビティや学びを行えば、実感としてグローバルイシュー 
を体感できるのかを考え、生徒たちは様々なプログラムを開発した。その内容は GRIT プ 
ログラムとしても採用を検討している。 
○University Partnership Class を受講した生徒は、各界で活躍する 11 名の様々な分野 
の講師から、1 年間にわたり講義を受け、主体的で対話的な深い学びとなった。 
○「世界津波の日」高校サミット in 沖縄に 3 名参加。日本を含む世界 49 カ国、約 400 名 
の生徒とともに調査を行い、自然災害に対する知識を深め、アクションプランのプレゼ 
ンテーションを行った。 
〇トビタテ！留学 JAPAN に 2 名が選出され韓国のソウルとオーストラリアのパースへ 
留学した。 
○世界に興味を持ち、多くの生徒が海外に旅立った。世界大会ならびにＳＧＨとしての 
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フィールドワークで 13 名、個人留学で 19 名、合計 32 名がこの 1 年間で海外に実際に 
足を運び探究活動を行った。 
○GRIT の取り組みについて、教員に対するアンケートで「本校のＧＲＩＴプログラム 
は、国連が提起する地球的課題の探究に取り組む内容になっていますか」の問いは、昨 
年に引き続き 100％の教員が「よくできている」「たいへんによくできている」と答えた。 
「SGH の諸活動は、自分の授業や生徒に対する指導法・内容に影響を与えましたか」の 
問いには、「影響を与えた」と答える教員が、昨年の 97％から、71.4％と下がった。この 
数字はマイナス的な要素というよりは、新たな授業の研究開発というよりも SGH に影響 
を受けた指導法が定着し、安定して行われていると考えられる。アンケートでは「生徒だ 
けでなく、教員が海外で自由に研修を受けたり、ボランティアに参加できる機会がほしい」 
「世界市民教育のさらなる深化と洗練化を学校全体で取り組むことが必要」など、教師自 
身の成長や SGH 後を見据えた建設的な声がたくさん聞かれた。 
○運営指導委員会を 3 回開催し、運営指導委員からは「関西創価としての取り組みとして 
は大きく成功している。今後はこのプログラムをどれだけ多くの学校や教育機関に普及さ 
せ、実行していくのかが今後の課題」「多くの生徒の心の変容や、行動の変容は確認でき 
たが、100％の生徒が変わったわけではない。変われない生徒は、なぜ変わろうとしない 
のかという研究が必要」とのお言葉をいただいた。 
〇昨年度よりユネスコスクールにも認定され、ユネスコスクールとしての取り組みも開始 
している。ユネスコスクールのネットワークを活かして、本校の取り組みを地域や世界へ 
広げていきたい。 
○高校 3 年生の模擬国連では、大学院生ＴＡによるアドバイスや JICA 関西によるアド 
バイスなど、国内にいても世界を感じる取り組みができた。 

 
＜添付資料＞目標設定シート 
 
８ 次年度以降の課題及び改善点 

〇GRIT 授業の満足度は上がっているが、全員を対象としているため、さらに満足度 
を上げる必要がある。運営指導委員の「多くの生徒の心の変容や、行動の変容は確認 
できたが、100％の生徒が変わったわけではない。変われない生徒は、なぜ変わろうと 
しないのかという研究が必要」との言葉を受けて、「グローバルイシュー(世界で起こっ 
ている様々な問題)に対する関心がある」と答えた生徒の中で、関心はあるが、「グローバ 
ルイシューに自分が関わりたくないと思った理由」について聞いてみると、第一位が「自 
分が生きることで精一杯だから」で 20％、第二位が「世界平和なんて大きすぎるから」で 
18％、「自分には苦しむ人を救えないから」16％となった。意外なことに「自分には関係 
ないから」は 4％、「自分や家族に危険が及ぶから」は 2％となり、行動に対してネガテ 
ィブであっても、自分勝手や自己中心的な考えがそうさせているのではなく、ネガティブ 
な生徒の中に、日常で精一杯になっている様子や、自分の力を信じきれない自己肯定感の 
不足が見受けられた。あくまでも 100%の生徒が GRIT を学ぶことに意義を感じ、積極 
的に取り組めるよう、内容の精査と時間配分の工夫をさらに行う。生徒の変容にこだ 
わり、変容の要因となる心の変化にまでこだわるプログラムとしたい。 
〇SGH プログラムを柱として、生徒が持った興味・関心をさらに深めるために、先生 

級以上のハイレベルな語学習得に挑戦したことは、気持ちの変容が行動の変容に移ったと 
考えられる。「他人のために献身的に働こうとする奉仕の気持ちはありますか」が 91.1％ 
「身の回りで起こる問題に積極的に関わろうとする気持ちはありますか」が 81.2％と高 
い数字を示した。「ディスカッション能力(討議力・対話力)は向上しましたか」の質問に 
75.7％の生徒が「向上した」と答え、「ディスカッション能力(討議力・対話力)が向上し 
たことで、日常生活で解決できたことはありますか」の質問に「喧嘩腰の会話がほぼなく 
なった」「寮生活での揉め事も相手のことを考えて冷静に判断することで解決できた」「論 
理的に説明出来るようになって、相手を説得することができた」「語彙が増えたことや発 
想や着眼点の向上があり、友人との会話も楽しくなった」など、日常の生活の中で GRIT 
を通じての学びの力を実感している。「世界の平和に貢献したいと思いますか」の質問に 
は、81.6％の生徒が「貢献したい」と答え、「どういう気持ちの変化があったか」また、 
それに伴い「自分の行動がどう変わったか」という質問には、「世界でどれほどの人が紛 
争や差別で苦しんでいるかを知り、何ができるかを考えるようになった」「とにかく勉強 
をして、力をつける。語学の勉強！政治・経済の勉強！」などの答えが見られた。「大学 
を選ぶときに国際化に重点を置く大学への進学を希望しますか」の質問に、73.8％の生徒 
が「希望する」と答え、進路にも大きな影響を与えた。世界の平和に貢献するグローバル 
リーダーとしての「使命感」「共感力」「問題解決への創造力」につながる、グローバル 
リーダーとしての心を育んだと考えられる。 
○生徒の意識の変容は各種のコンクールや大会にも表れた。Newspaper in Education 
では大阪奨励賞、JICA 国際協力中学生・高校生エッセイコンテストでは特別学校賞を受 
賞するなど、多くの生徒が自主的に参加活躍し、多数の受賞者を輩出した。 
○米国ミドルベリー大学院モントレー校大量破壊兵器不拡散研究所での「日米露の高校 
生による核不拡散教育会議」（CIF）に 2 名が参加、高い評価を受けた。 
○Learning Cluster については、Field Work in America において元国連事務次長のチ 
ョウドリ大使とのセッションや、核時代平和財団のデビッド・クリーガー博士とのセッ 
ション、南カルフォルニア大学や UCLA での教授とのセッション、シュタイナー教育の 
ウォルドルフ学校の生徒との交流など充実したものとなった。ウォルドルフ学校におい 
て、関西創価高校とウォルドルフ学校の生徒で、初の国際フォーラム「Discussion on  
Global Issues」を開催した。高校生による平和への提言「Peace Proposal」については、 
本年度は学びをまとめて論文として発表するのでではなく、プロジェクトの作成を掲げ、 
高校生としてどのようなアクティビティや学びを行えば、実感としてグローバルイシュー 
を体感できるのかを考え、生徒たちは様々なプログラムを開発した。その内容は GRIT プ 
ログラムとしても採用を検討している。 
○University Partnership Class を受講した生徒は、各界で活躍する 11 名の様々な分野 
の講師から、1 年間にわたり講義を受け、主体的で対話的な深い学びとなった。 
○「世界津波の日」高校サミット in 沖縄に 3 名参加。日本を含む世界 49 カ国、約 400 名 
の生徒とともに調査を行い、自然災害に対する知識を深め、アクションプランのプレゼ 
ンテーションを行った。 
〇トビタテ！留学 JAPAN に 2 名が選出され韓国のソウルとオーストラリアのパースへ 
留学した。 
○世界に興味を持ち、多くの生徒が海外に旅立った。世界大会ならびにＳＧＨとしての 
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関西創価高校SGH　GRIT全校アンケート結果

①知っている ②少し知っている ③あまり知らない ④全然知らない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥創立者の提言 ⑦UP・LC ⑧友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

問1．国連が推進するＳＤＧｓを知っていますか。

問2．世界で起こっている環境問題について関心がありますか。

問3．世界で起こっている開発の現状や問題点について関心がありますか。

問4．世界で起こっている人権問題について関心がありますか。

問1a．次のどのことから、国連が推進するＳＤＧｓを知りましたか。(複数回答可)

問2a．次のどのことから、世界で起こっている環境問題について関心を持ちましたか。(複数回答可)

問3a．次のどのことから、世界の開発の現状や問題点について関心を持ちましたか。(複数回答可)

問4a．世界で起こっている人権問題について関心を持ちましたか。(複数回答可)

方の協力で、各教科においての GRIT 内容を補足はもちろん、持たせたい力の育成に
向けた研究開発が進んだ。学びを深めるための内容や時期を精査し GRIT の教科横断
がカリキュラムとして大きく進んだ。 
○SGH 後を見据えて、SGH で完成させた GRIT プログラムの科目化と、生徒たち自身 
が時にはクリティカルに考え、時にはロジカルに考えてまとめ、発表できるプログラ 
ムとして、「TOK」（知の理論）などの科目化、言語技術的要素の習得と学術的文章 
を書く力を育成する「アカデミック・ライティング」の科目化など、GRIT を通して
「育てたい人物像」である「世界の平和に貢献する、使命感・共感力・問題解決の創
造力を持った人物」の育成カリキュラムの完成に着手したい。 
○本校生徒はクラブ活動の参加率が 90％であり、学校の諸行事などの活動も盛んなた 
め、活動時間の制約があるのも課題である。生徒の負担を少なく、なおかつ多くの生 
徒が積極的に活動できる抜本的な時間割、授業科目のカリキュラム設定に全教員で取 
り組む。 
○学びの部分での探究や知識は深まったが、実際に地域に参加して取り組むプログラ
ムや、社会で体験するプログラムが弱いとの指摘があった。今年は「核兵器禁止条約
の締結」を目指す署名活動の取り組みを、地元の交野高校生徒会を行うことができた。
また、本校の GRIT プログラムを交野市内の中学校にも共有し、共同で活動すること
も計画を始めている。交野市長や教育委員会も巻き込んだ、生徒の交流を進め、ユネ
スコスクールとしてのネットワークも活用し、地域から世界へ発信するプログラムを
開発する。 
【担当者】 

担当課 経理募金課 ＴＥＬ 072-891-0011(代) 
氏 名 坂井俊仁 ＦＡＸ 072-891-0015 
職 名 主任 e-mail sakai@soka.ed.jp 
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関西創価高校SGH　GRIT全校アンケート結果

①知っている ②少し知っている ③あまり知らない ④全然知らない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥創立者の提言 ⑦UP・LC ⑧友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

問1．国連が推進するＳＤＧｓを知っていますか。

問2．世界で起こっている環境問題について関心がありますか。

問3．世界で起こっている開発の現状や問題点について関心がありますか。

問4．世界で起こっている人権問題について関心がありますか。

問1a．次のどのことから、国連が推進するＳＤＧｓを知りましたか。(複数回答可)

問2a．次のどのことから、世界で起こっている環境問題について関心を持ちましたか。(複数回答可)

問3a．次のどのことから、世界の開発の現状や問題点について関心を持ちましたか。(複数回答可)

問4a．世界で起こっている人権問題について関心を持ちましたか。(複数回答可)

方の協力で、各教科においての GRIT 内容を補足はもちろん、持たせたい力の育成に
向けた研究開発が進んだ。学びを深めるための内容や時期を精査し GRIT の教科横断
がカリキュラムとして大きく進んだ。 
○SGH 後を見据えて、SGH で完成させた GRIT プログラムの科目化と、生徒たち自身 
が時にはクリティカルに考え、時にはロジカルに考えてまとめ、発表できるプログラ 
ムとして、「TOK」（知の理論）などの科目化、言語技術的要素の習得と学術的文章 
を書く力を育成する「アカデミック・ライティング」の科目化など、GRIT を通して
「育てたい人物像」である「世界の平和に貢献する、使命感・共感力・問題解決の創
造力を持った人物」の育成カリキュラムの完成に着手したい。 
○本校生徒はクラブ活動の参加率が 90％であり、学校の諸行事などの活動も盛んなた 
め、活動時間の制約があるのも課題である。生徒の負担を少なく、なおかつ多くの生 
徒が積極的に活動できる抜本的な時間割、授業科目のカリキュラム設定に全教員で取 
り組む。 
○学びの部分での探究や知識は深まったが、実際に地域に参加して取り組むプログラ
ムや、社会で体験するプログラムが弱いとの指摘があった。今年は「核兵器禁止条約
の締結」を目指す署名活動の取り組みを、地元の交野高校生徒会を行うことができた。
また、本校の GRIT プログラムを交野市内の中学校にも共有し、共同で活動すること
も計画を始めている。交野市長や教育委員会も巻き込んだ、生徒の交流を進め、ユネ
スコスクールとしてのネットワークも活用し、地域から世界へ発信するプログラムを
開発する。 
【担当者】 

担当課 経理募金課 ＴＥＬ 072-891-0011(代) 
氏 名 坂井俊仁 ＦＡＸ 072-891-0015 
職 名 主任 e-mail sakai@soka.ed.jp 
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①認識している ②少し認識している
③あまり認識していな
い

④全く認識していない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①語学力 ②異文化理解力 ③リーダーシップ ④使命感 ⑤共感力

⑥ディベート力 ⑦誠実な姿勢 ⑧幅広い知識 ⑨したたかさ

①絶対にしたい ②できればしたい ③あまりしたくない ④したくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①絶対にしたい ②できればしたい ③あまりしたくない ④したくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①国連職員・国際機関 ②NPOやNGO団体 ③グローバル企業 ④医療関係 ⑤教育関係

⑥科学者・研究者 ⑦企業・実業家

①絶対にしたい ②できればしたい ③あまりしたくない ④したくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①絶対にしたい ②できればしたい ③あまりしたくない ④したくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

問9a．国際的な合意形成を成功させるには、どのような能力が必要と感じましたか。(３つまで複数回答可)

問9．国際的な合意形成の難しさを認識していますか。

問10．将来留学したいと思っていますか。

問11．将来海外で活躍したいと思いますか。。

問12．将来、国際機関（UNDP、国連他）に関わる仕事がしたいと思いますか。

問13．世界の平和に貢献したいと思いますか。

問11a．将来海外でどのような立場で活躍したいと思いますか。(複数回答可)

問13a．次のどのことから、世界の平和に貢献したいと思いましたか。(複数回答可)

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

問5．世界で起こっている紛争や平和に向けての活動について関心がありますか。

問6．世界の水事情について関心がありますか。

問7．核兵器廃絶について関心がありますか。

問8．国際的な合意形成の方法について関心がありますか。

問7a．次のどのことから、核兵器廃絶について関心を持ちましたか。(複数回答可)

問6a．次のどのことから、世界の水問題について関心を持ちましたか。(複数回答可)

問5a．次のどのことから、世界で起こっている紛争や平和への活動について関心を持ちましたか。(複数回答可)
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①認識している ②少し認識している
③あまり認識していな
い

④全く認識していない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①語学力 ②異文化理解力 ③リーダーシップ ④使命感 ⑤共感力

⑥ディベート力 ⑦誠実な姿勢 ⑧幅広い知識 ⑨したたかさ

①絶対にしたい ②できればしたい ③あまりしたくない ④したくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①絶対にしたい ②できればしたい ③あまりしたくない ④したくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①国連職員・国際機関 ②NPOやNGO団体 ③グローバル企業 ④医療関係 ⑤教育関係

⑥科学者・研究者 ⑦企業・実業家

①絶対にしたい ②できればしたい ③あまりしたくない ④したくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①絶対にしたい ②できればしたい ③あまりしたくない ④したくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

問9a．国際的な合意形成を成功させるには、どのような能力が必要と感じましたか。(３つまで複数回答可)

問9．国際的な合意形成の難しさを認識していますか。

問10．将来留学したいと思っていますか。

問11．将来海外で活躍したいと思いますか。。

問12．将来、国際機関（UNDP、国連他）に関わる仕事がしたいと思いますか。

問13．世界の平和に貢献したいと思いますか。

問11a．将来海外でどのような立場で活躍したいと思いますか。(複数回答可)

問13a．次のどのことから、世界の平和に貢献したいと思いましたか。(複数回答可)

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

問5．世界で起こっている紛争や平和に向けての活動について関心がありますか。

問6．世界の水事情について関心がありますか。

問7．核兵器廃絶について関心がありますか。

問8．国際的な合意形成の方法について関心がありますか。

問7a．次のどのことから、核兵器廃絶について関心を持ちましたか。(複数回答可)

問6a．次のどのことから、世界の水問題について関心を持ちましたか。(複数回答可)

問5a．次のどのことから、世界で起こっている紛争や平和への活動について関心を持ちましたか。(複数回答可)
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①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ある ②少しある ③あまりない ④ない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①身近な問題が世界に
つながると感じたから

②まず行動することが
大事だと思うから

③さまざまな体験をし
たから（失敗や成功）

④人は助け合うことが
大切と感じたから

①面倒くさいから
②自分には苦しむ人を
救えないから

③忙しいから
④自分に被害がが及ぶ
かもしれないから

⑤自分が生きることで精一
杯だから

⑥自分には関係ないから
⑦自分の利益を優先し
たいから

①ある ②少しある ③あまりない ④ない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①人に支えてもらった
ことがあるから

②人は助け合うことが
大切と感じたから

③心を合わせることが
大切だから

④クラブや諸活動

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②学校行事 ③授業 ④クラブや班活動 ⑤UP・LC

⑥友人や先輩との話 ⑦フィールドワーク

①相手の話を聞くよう
になった（受容）

②知識や語彙（ごい）
が増えた（知性）

③相手の立場に立つよ
うになった（共感力）

④たくさんの人と話す
機会が増えた（経験）

⑤自分の生き方が前向
きになった（使命感）

⑥感情をコントロールで
きるようになった

⑦発想力が豊かになった
（創造力）

問19a．身の回りで起こる問題に積極的に関わろうとする気持ちを持った理由は何ですか。(複数回答可)

問20a．他人のために献身的に働こうとする奉仕の気持ちを持った理由は何ですか。(複数回答可)

問21a．次のどの場面で、ディスカッション能力(討議力・対話力)が向上したと感じますか。(複数回答可)

問19b．身の回りで起こる問題に自分が関わりたくないと思った理由は何ですか。(複数回答可)

問21b．ディスカッション能力(討議力・対話力)が向上した理由は何ですか？(複数回答可)

問18．日本や世界の歴史に関心がありますか。

問19．身の回りで起こる問題に積極的に関わろうとする気持ちはありましたか。

問20．他人のために献身的に働こうとする奉仕の気持ちはありますか。

問21．ディスカッション能力(対話力)は向上しましたか。

①絶対に必要だと思う ②必要だと思う ③あまり必要ではないと思う ④必要ではない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①フィールドワーク ②Global Camp ③海外の方の講演 ④海外の方と話して ⑤授業

⑥友人や先輩の話 ⑦UP・LC

①関心が高まった ②少し高まった ③あまり高まらなかった ④全然高まらなかった

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①絶対に関わりたい ②関わりたい ③あまり関わりたくない ④関わりたくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①他国で起こることは
自分と関係があると感
じた

②苦しむ人を救いたい
③世界平和に貢献した
い

④自分の可能性を試し
たい

①他国で起こることだから
②自分には苦しむ人を
救えないから

③世界平和なんて大き
すぎるから

④自分や家族に危険が
及ぶかもしれないから

⑤自分が生きることで精一
杯だから

⑥自分には関係ないから
⑦自分の利益を優先し
たいから

問17b．グローバルイシューに自分が関わりたくないと思った理由は何ですか。

問14a．次のどれから、海外で通用する語学力は必要であると感じるようになりましたか。(複数回答可)

問15a．次のどのことから、世界で起こるニュースに対する関心は高まりましたか。(複数回答可)

問17．グローバルイシューに自分が関わりたいと思っていましたか。

問17a．グローバルイシューに自分が関わりたいと思った理由は何ですか。(複数回答可)

問16．グローバルイシューに対する関心がありますか。

問14. 海外で通用する語学力は必要であると思いますか。

問15．世界で起こるニュースに対する関心は高まりましたか。
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①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ある ②少しある ③あまりない ④ない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①身近な問題が世界に
つながると感じたから

②まず行動することが
大事だと思うから

③さまざまな体験をし
たから（失敗や成功）

④人は助け合うことが
大切と感じたから

①面倒くさいから
②自分には苦しむ人を
救えないから

③忙しいから
④自分に被害がが及ぶ
かもしれないから

⑤自分が生きることで精一
杯だから

⑥自分には関係ないから
⑦自分の利益を優先し
たいから

①ある ②少しある ③あまりない ④ない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①人に支えてもらった
ことがあるから

②人は助け合うことが
大切と感じたから

③心を合わせることが
大切だから

④クラブや諸活動

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②学校行事 ③授業 ④クラブや班活動 ⑤UP・LC

⑥友人や先輩との話 ⑦フィールドワーク

①相手の話を聞くよう
になった（受容）

②知識や語彙（ごい）
が増えた（知性）

③相手の立場に立つよ
うになった（共感力）

④たくさんの人と話す
機会が増えた（経験）

⑤自分の生き方が前向
きになった（使命感）

⑥感情をコントロールで
きるようになった

⑦発想力が豊かになった
（創造力）

問19a．身の回りで起こる問題に積極的に関わろうとする気持ちを持った理由は何ですか。(複数回答可)

問20a．他人のために献身的に働こうとする奉仕の気持ちを持った理由は何ですか。(複数回答可)

問21a．次のどの場面で、ディスカッション能力(討議力・対話力)が向上したと感じますか。(複数回答可)

問19b．身の回りで起こる問題に自分が関わりたくないと思った理由は何ですか。(複数回答可)

問21b．ディスカッション能力(討議力・対話力)が向上した理由は何ですか？(複数回答可)

問18．日本や世界の歴史に関心がありますか。

問19．身の回りで起こる問題に積極的に関わろうとする気持ちはありましたか。

問20．他人のために献身的に働こうとする奉仕の気持ちはありますか。

問21．ディスカッション能力(対話力)は向上しましたか。

①絶対に必要だと思う ②必要だと思う ③あまり必要ではないと思う ④必要ではない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①フィールドワーク ②Global Camp ③海外の方の講演 ④海外の方と話して ⑤授業

⑥友人や先輩の話 ⑦UP・LC

①関心が高まった ②少し高まった ③あまり高まらなかった ④全然高まらなかった

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②TV・新聞・ニュース ③授業 ④フィールドワーク ⑤ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

⑥UP・LC ⑦友人や先輩の話

①関心がある ②少し関心がある ③あまり関心がない ④全然関心がない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①絶対に関わりたい ②関わりたい ③あまり関わりたくない ④関わりたくない

(入学前)1年
(現在)1年
2年
3年

①他国で起こることは
自分と関係があると感
じた

②苦しむ人を救いたい
③世界平和に貢献した
い

④自分の可能性を試し
たい

①他国で起こることだから
②自分には苦しむ人を
救えないから

③世界平和なんて大き
すぎるから

④自分や家族に危険が
及ぶかもしれないから

⑤自分が生きることで精一
杯だから

⑥自分には関係ないから
⑦自分の利益を優先し
たいから

問17b．グローバルイシューに自分が関わりたくないと思った理由は何ですか。

問14a．次のどれから、海外で通用する語学力は必要であると感じるようになりましたか。(複数回答可)

問15a．次のどのことから、世界で起こるニュースに対する関心は高まりましたか。(複数回答可)

問17．グローバルイシューに自分が関わりたいと思っていましたか。

問17a．グローバルイシューに自分が関わりたいと思った理由は何ですか。(複数回答可)

問16．グローバルイシューに対する関心がありますか。

問14. 海外で通用する語学力は必要であると思いますか。

問15．世界で起こるニュースに対する関心は高まりましたか。
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①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②学校行事 ③授業 ④クラブや班活動 ⑤UP・LC

⑥友人や先輩との話 ⑦フィールドワーク

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①さまざまな体験をし
たから(失敗や成功)

②答えは一つではない
から

③協力すれば道が開け
ることを知ったから

④先輩や仲間の姿を見
て

⑤困難を乗り越えた時
に大きな結果が出ると
知った

⑥努力と信念の大切さ
を知った

①積極的 ②ほぼ積極的 ③ほぼ消極的 ④消極的

1年
2年
3年

①積極的 ②ほぼ積極的 ③ほぼ消極的 ④消極的

1年
2年
3年

①大変によかった ②よかった ③よくなかった
④まったくよくなかっ
た

1年
2年
3年

①大変にあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

①大変にあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

問27a．次のどのような場面で、グループをまとめ課題を進める力が向上したと感じましたか。(複数回答可)

問28a．何か困難なことにぶつかったときに解決方法を探そうとする力が向上した理由は何ですか。(複数回答可)

問32．GRITの内容に触発されることはありましたか

問33．GRITでの友人の意見や姿に触発されることはありましたか

問31．GRITのプログラムを全体で評価してください

問27．グループで活動するときにグループをまとめ課題を進める力は向上しましたか。

問28．何か困難なことにぶつかったときに解決方法を探そうとする力は向上しましたか。

問29．あなたはGRITに積極的に取り組みましたか

問30．GRITに取り組んだあなたのクラスを評価してください

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①フィールドワーク ②Global Camp ③海外の方の講演 ④海外の方と話して ⑤授業

⑥友人や先輩の話 ⑦UP・LC

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①GRIT ②学校行事 ③授業 ④クラブや班活動 ⑤UPやLC

⑥友人や先輩との話 ⑦フィールドワーク

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①GRIT ②学校行事 ③授業 ④クラブや班活動 ⑤UPやLC

⑥友人や先輩との話 ⑦フィールドワーク

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①相手に対する共感力
が増したから

②多様性を認める心が
芽生えたから

③話を聞くことの大切
さを知ったから

④答えは一つではない
から

⑤さまざまな体験をし
たから(失敗や成功)

⑥協調性の必要性を学
んだから

問25a．次のどのような場面で、ＩＣＴ (タブレット、PCなど) の活用力が向上した理由は何ですか。(複数回答可)

問26a．自分と意見の違う人の話や考え方を認める力が向上した理由は何ですか。(複数回答可)

問23a．次のどの場面で、語学習得に挑戦したいという意欲は向上しましたか。(複数回答可)

問24a．次のどのような場面で、プレゼンテーション能力(発表する表現力)が向上したと感じますか。(複数回答可)

問22．英語の全般的な能力は向上しましたか。

問23．語学習得に挑戦したいという意欲は向上しましたか

問24．プレゼンテーション能力について(発表する表現力)は向上しましたか

問25．ＩＣＴ (タブレット、PCなど) の活用力は向上しましたか。

問26．自分と意見の違う人の話や考え方を認める力は向上しましたか。
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①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①ＧＲＩＴ ②学校行事 ③授業 ④クラブや班活動 ⑤UP・LC

⑥友人や先輩との話 ⑦フィールドワーク

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①さまざまな体験をし
たから(失敗や成功)

②答えは一つではない
から

③協力すれば道が開け
ることを知ったから

④先輩や仲間の姿を見
て

⑤困難を乗り越えた時
に大きな結果が出ると
知った

⑥努力と信念の大切さ
を知った

①積極的 ②ほぼ積極的 ③ほぼ消極的 ④消極的

1年
2年
3年

①積極的 ②ほぼ積極的 ③ほぼ消極的 ④消極的

1年
2年
3年

①大変によかった ②よかった ③よくなかった
④まったくよくなかっ
た

1年
2年
3年

①大変にあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

①大変にあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

問27a．次のどのような場面で、グループをまとめ課題を進める力が向上したと感じましたか。(複数回答可)

問28a．何か困難なことにぶつかったときに解決方法を探そうとする力が向上した理由は何ですか。(複数回答可)

問32．GRITの内容に触発されることはありましたか

問33．GRITでの友人の意見や姿に触発されることはありましたか

問31．GRITのプログラムを全体で評価してください

問27．グループで活動するときにグループをまとめ課題を進める力は向上しましたか。

問28．何か困難なことにぶつかったときに解決方法を探そうとする力は向上しましたか。

問29．あなたはGRITに積極的に取り組みましたか

問30．GRITに取り組んだあなたのクラスを評価してください

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①フィールドワーク ②Global Camp ③海外の方の講演 ④海外の方と話して ⑤授業

⑥友人や先輩の話 ⑦UP・LC

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①GRIT ②学校行事 ③授業 ④クラブや班活動 ⑤UPやLC

⑥友人や先輩との話 ⑦フィールドワーク

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①GRIT ②学校行事 ③授業 ④クラブや班活動 ⑤UPやLC

⑥友人や先輩との話 ⑦フィールドワーク

①大変に向上した ②向上した ③あまり向上していない ④向上していない

1年
2年
3年

①相手に対する共感力
が増したから

②多様性を認める心が
芽生えたから

③話を聞くことの大切
さを知ったから

④答えは一つではない
から

⑤さまざまな体験をし
たから(失敗や成功)

⑥協調性の必要性を学
んだから

問25a．次のどのような場面で、ＩＣＴ (タブレット、PCなど) の活用力が向上した理由は何ですか。(複数回答可)

問26a．自分と意見の違う人の話や考え方を認める力が向上した理由は何ですか。(複数回答可)

問23a．次のどの場面で、語学習得に挑戦したいという意欲は向上しましたか。(複数回答可)

問24a．次のどのような場面で、プレゼンテーション能力(発表する表現力)が向上したと感じますか。(複数回答可)

問22．英語の全般的な能力は向上しましたか。

問23．語学習得に挑戦したいという意欲は向上しましたか

問24．プレゼンテーション能力について(発表する表現力)は向上しましたか

問25．ＩＣＴ (タブレット、PCなど) の活用力は向上しましたか。

問26．自分と意見の違う人の話や考え方を認める力は向上しましたか。
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①リサーチ能力 ②発表力 ③交渉力 ④仲間を思いやる気持ち ⑤行動力

⑥真剣さ・情熱 ⑦根性 ⑧世界を俯瞰する力 ⑨リーダーシップ ⑩使命感

⑪共感力 ⑫問題解決への創造力 ⑬論理的思考 ⑭ｸﾘﾃｨｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ

問44．ＧＲＩＴで培った力は何ですか。(複数回答可)

①準1級以上 ②2級 ③準2級 ④３級以下 ⑤もっていない

1年
2年
3年

問43．入学してから今までに何回海外に渡航しましたか
①0回 ②1回 ③2回 ④3回 ⑤4回以上

1年
2年
3年

問42．あなたの取得している英語技能検定は何級ですか

①大変にあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

①大変によかった ②よかった ③よくなかった ④まったくよくなかった

1年
2年
3年

①大いにあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

①強く希望する ②希望する ③あまり希望しない ④希望しない

1年
2年
3年

①強く希望する ②希望する ③あまり希望しない ④希望しない

1年
2年
3年

①大いにできた ②できた ③あまりできなかった ④まったくできなかった

1年
2年
3年

①大いにあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

①読んだ ②少し読んだ ③これから読む ④読まない

1年
2年
3年

問38．海外大学（ＳＵＡ含む）への進学、海外大学院(大学卒業後)への進学を希望しますか

問39．GRITや本校のSGHの取り組みを通して、成長できたと思いますか

問40．GRITや本校のSGHの取り組みはあなたの考え方や行動に影響をあたえましたか

問41. 今年の創立者の平和提言は読みましたか

問34．今までのグローバルシチズンシップセミナーの内容に触発されることはありましたか

問35．今年度のグローバルシチズンシップセミナーの内容はよかったですか

問36．GRITや本校のSGHの取り組みは、あなたの進路に影響があったと思いますか。

問37．大学を選ぶときに国際化に重点を置く大学への進学を希望します（しました）か

①準1級以上 ②2級 ③準2級 ④３級以下 ⑤もっていない

1年
2年
3年

問43．入学してから今までに何回海外に渡航しましたか
①0回 ②1回 ③2回 ④3回 ⑤4回以上

1年
2年
3年

問42．あなたの取得している英語技能検定は何級ですか
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①リサーチ能力 ②発表力 ③交渉力 ④仲間を思いやる気持ち ⑤行動力

⑥真剣さ・情熱 ⑦根性 ⑧世界を俯瞰する力 ⑨リーダーシップ ⑩使命感

⑪共感力 ⑫問題解決への創造力 ⑬論理的思考 ⑭ｸﾘﾃｨｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ

問44．ＧＲＩＴで培った力は何ですか。(複数回答可)

①準1級以上 ②2級 ③準2級 ④３級以下 ⑤もっていない

1年
2年
3年

問43．入学してから今までに何回海外に渡航しましたか
①0回 ②1回 ③2回 ④3回 ⑤4回以上

1年
2年
3年

問42．あなたの取得している英語技能検定は何級ですか

①大変にあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

①大変によかった ②よかった ③よくなかった ④まったくよくなかった

1年
2年
3年

①大いにあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

①強く希望する ②希望する ③あまり希望しない ④希望しない

1年
2年
3年

①強く希望する ②希望する ③あまり希望しない ④希望しない

1年
2年
3年

①大いにできた ②できた ③あまりできなかった ④まったくできなかった

1年
2年
3年

①大いにあった ②あった ③あまりなかった ④まったくなかった

1年
2年
3年

①読んだ ②少し読んだ ③これから読む ④読まない

1年
2年
3年

問38．海外大学（ＳＵＡ含む）への進学、海外大学院(大学卒業後)への進学を希望しますか

問39．GRITや本校のSGHの取り組みを通して、成長できたと思いますか

問40．GRITや本校のSGHの取り組みはあなたの考え方や行動に影響をあたえましたか

問41. 今年の創立者の平和提言は読みましたか

問34．今までのグローバルシチズンシップセミナーの内容に触発されることはありましたか

問35．今年度のグローバルシチズンシップセミナーの内容はよかったですか

問36．GRITや本校のSGHの取り組みは、あなたの進路に影響があったと思いますか。

問37．大学を選ぶときに国際化に重点を置く大学への進学を希望します（しました）か

①準1級以上 ②2級 ③準2級 ④３級以下 ⑤もっていない

1年
2年
3年

問43．入学してから今までに何回海外に渡航しましたか
①0回 ②1回 ③2回 ④3回 ⑤4回以上

1年
2年
3年

問42．あなたの取得している英語技能検定は何級ですか
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◯模擬国連を行う上で苦労したこと、気を付けたことを書いてください。

・自分の担当する国を好きになっていってほしい。

・他国を思う気持ち

・リサーチすればするほど楽しくなる

・自分は運営として参加させて頂きましたが、模擬国連の複雑なルールをどうにかみんなに分かりやす

いように工夫したりすることが大変でした！でも、最後にみんなが楽しかったと言ってくれて本当に嬉

しかったです！

◯核兵器廃絶について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わ

ったか」ということを教えてください

・核抑止論に関する資料や対談集を読んだりして、関心を持ち、知識を蓄えようとしている。

・核兵器禁止条約について調べ、核のことについてより興味を持つことが出来た

・核兵器の処理方法が難しいことで未だに戦争の頃に作った核兵器を保持している国があるということ

から、国際情勢に関心を持ちニュースを積極的に見るようになった。

◯世界の平和に貢献したいと思いに関して「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自

分の行動がどう変わったか」ということを教えてください

・貢献する形は沢山あると思ったので自分なりの考えをするようになった。

・とにかく勉強をして、力をつける。英語、語学の勉強。政治・経済の勉強。

・世界の難民の人とか生きるのに精一杯な人達のことを知ってその人の暮らしをちょっとでも改善した

いと思うようになった。

・世界の平和とは、何を持って世界平和が成し遂げられるのか。という事を考えています。身近にある

イジメなども無くならないと、真の世界平和は訪れないと思いました。自分は 人 人が身近な事から

行動を変えていくことで、世界平和は訪れると、思い自らの行動を毎日見直し、世界のため「不幸」の

字をなくしてまいります

◯ を通して学んだこと、考えたことを書いてください。

・常に人のために行動することが大事だとおもいました。

・世界の現状について知ることが出来たのが一番だと思います。どんなこともまず知ることから始まる

と思うのでそこからクラスメイトと意見を交換しあえたことがすごく勉強になりました

・ はほかの学校では学べないことも学ぶことができ、世界への考えもガラッと変わります。絶対に

学ぶべきだと思います。

・本気で真剣に、本気で主体的に取り組めば、この は、本当にやりたいこと、興味と使命感が強く

揺さぶられるもの、生涯かけて心から取り組みたいと思うことに出会わせてくれます。

・書ききれないほど自分の考えが良く変わったり、概念が覆されたりととてもよい学びのばでした。平

和や世界問題への関心も高まり、私も少しでもそれに貢献し将来役に立ちたいという気持ちが湧き、が

んばろうと決意させられる場でした。

・すべての問題に共通しているのはやはり互いを思いやる心が欠けていることだと思う。だから自分た

ちから多くの人にこれを発信できたらいいなと思う。

・はじめはどうしても に前向きになれなかった。 リーダーを何回かすることで、 の大切

さや積極的に学ぶことで他人が過ごす時間より濃い時間を過ごせることがわかった。

・ 年生の から積極的に行うと日々の生活で学んだ事が繋がって、素晴らしい高校生活になると思

います！

生徒アンケート自由記述分（抜粋）

◯環境問題について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わっ

たか」ということを教えてください。

・フードロスを学び、「私たちが廃棄する食糧によって地球、また他国の人に多大な影響を及ぼしてい

る」とわかり、気を付けるようになった。

・水の大切さを知り、こんなに自由に水が使えてるのは当たり前ではないと改めて思い、水の出しっぱ

なしを無くそうと思った。

・ の授業で僕がいままで知らなかった世界の諸問題について学び、調べ、問題意識が向上しました。

そして学んだことを親に話して教えることができました。

・ や を受ける中で問題の大きさを実感した。どうにかしないといけないとより思うようになっ

た。安すぎるものを買うのをやめた。

◯開発について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わったか」

ということを教えてください。

・自分が恵まれた環境にいることに気づき、感謝できるようになった。

・学年模擬国連を通して他国の利益も考えて行動することを学びました。

・ で行かせてもらった東京 で、紛争地に住む、義足の少女が「勉強のこと嫌いな人なんていませ

んよね」と微笑む姿を見て、こんなにも恵まれた環境に居させてもらえる自分が勉強しないでどうする、

と思い、将来こういった生まれた地域で将来の幅が決められてしまわない世界を作りたいと思った。だ

からその力をつけるべく、勉強だけでなくいろんなことを身につけるため、様々なことに挑戦出来るよ

うになった

・今までは、なんでゴミを、沢山そのままにしているのかと、おもっていましたが、発展途上国は先進

国のまねをしてしまっているのだな、と思うようになりました。

◯人権問題について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わっ

たか」ということを教えてください。

・小さな子どもたちが学校にいかず働いていることを知って、将来そうゆう現状を無くすためにも頑張

って勉強に取り組もうと思いました。

・「もし、自分にこのようなことが将来起きたら」という不安や危機感、また児童労働や難民問題、少数

民族の迫害などを知り、こういうものがずっと続いてはおかしいと思った。性差別的、人種差別的な言

動や人を馬鹿にする言動をすまいと思った。

・出身県とか方言の話題で不快な思いをさせないように気をつけている。

・色々な人権に関しての動画を見るようになった

・身近に人権問題 男女の問題など を感じるようになった。他の性の人を尊重するようになった。

◯紛争・平和について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わ

ったか」ということを教えてください。

・自分には関係ないと思えなくなった

・核兵器はいじめと同じ原理であるという話を聞いて、自分が何気なく行った行動や、考えなしに人を

傷つける行動は、自分にとってはなんでもない事でも、相手にとっては命を奪われるのと同じ苦しみで

あること、また相手の家族も同じ苦しみを感じるということを理解した。どうすれば世界が平和になる

かなんて分からないけど、身近な人の心や命を大切にすることが第一歩だと心から思う。

・核兵器禁止条約に関心を持つようになった

・最近特にテロが増える中で、 年に行われる東京オリンピックに向けて、日本の戦争に対する低い

意識を変える必要があると考え、海外で起こる戦争やテロについて、友達と話すようになりました。
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◯模擬国連を行う上で苦労したこと、気を付けたことを書いてください。

・自分の担当する国を好きになっていってほしい。

・他国を思う気持ち

・リサーチすればするほど楽しくなる

・自分は運営として参加させて頂きましたが、模擬国連の複雑なルールをどうにかみんなに分かりやす

いように工夫したりすることが大変でした！でも、最後にみんなが楽しかったと言ってくれて本当に嬉

しかったです！

◯核兵器廃絶について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わ

ったか」ということを教えてください

・核抑止論に関する資料や対談集を読んだりして、関心を持ち、知識を蓄えようとしている。

・核兵器禁止条約について調べ、核のことについてより興味を持つことが出来た

・核兵器の処理方法が難しいことで未だに戦争の頃に作った核兵器を保持している国があるということ

から、国際情勢に関心を持ちニュースを積極的に見るようになった。

◯世界の平和に貢献したいと思いに関して「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自

分の行動がどう変わったか」ということを教えてください

・貢献する形は沢山あると思ったので自分なりの考えをするようになった。

・とにかく勉強をして、力をつける。英語、語学の勉強。政治・経済の勉強。

・世界の難民の人とか生きるのに精一杯な人達のことを知ってその人の暮らしをちょっとでも改善した

いと思うようになった。

・世界の平和とは、何を持って世界平和が成し遂げられるのか。という事を考えています。身近にある

イジメなども無くならないと、真の世界平和は訪れないと思いました。自分は 人 人が身近な事から

行動を変えていくことで、世界平和は訪れると、思い自らの行動を毎日見直し、世界のため「不幸」の

字をなくしてまいります

◯ を通して学んだこと、考えたことを書いてください。

・常に人のために行動することが大事だとおもいました。

・世界の現状について知ることが出来たのが一番だと思います。どんなこともまず知ることから始まる

と思うのでそこからクラスメイトと意見を交換しあえたことがすごく勉強になりました

・ はほかの学校では学べないことも学ぶことができ、世界への考えもガラッと変わります。絶対に

学ぶべきだと思います。

・本気で真剣に、本気で主体的に取り組めば、この は、本当にやりたいこと、興味と使命感が強く

揺さぶられるもの、生涯かけて心から取り組みたいと思うことに出会わせてくれます。

・書ききれないほど自分の考えが良く変わったり、概念が覆されたりととてもよい学びのばでした。平

和や世界問題への関心も高まり、私も少しでもそれに貢献し将来役に立ちたいという気持ちが湧き、が

んばろうと決意させられる場でした。

・すべての問題に共通しているのはやはり互いを思いやる心が欠けていることだと思う。だから自分た

ちから多くの人にこれを発信できたらいいなと思う。

・はじめはどうしても に前向きになれなかった。 リーダーを何回かすることで、 の大切

さや積極的に学ぶことで他人が過ごす時間より濃い時間を過ごせることがわかった。

・ 年生の から積極的に行うと日々の生活で学んだ事が繋がって、素晴らしい高校生活になると思

います！

生徒アンケート自由記述分（抜粋）

◯環境問題について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わっ

たか」ということを教えてください。

・フードロスを学び、「私たちが廃棄する食糧によって地球、また他国の人に多大な影響を及ぼしてい

る」とわかり、気を付けるようになった。

・水の大切さを知り、こんなに自由に水が使えてるのは当たり前ではないと改めて思い、水の出しっぱ

なしを無くそうと思った。

・ の授業で僕がいままで知らなかった世界の諸問題について学び、調べ、問題意識が向上しました。

そして学んだことを親に話して教えることができました。

・ や を受ける中で問題の大きさを実感した。どうにかしないといけないとより思うようになっ

た。安すぎるものを買うのをやめた。

◯開発について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わったか」

ということを教えてください。

・自分が恵まれた環境にいることに気づき、感謝できるようになった。

・学年模擬国連を通して他国の利益も考えて行動することを学びました。

・ で行かせてもらった東京 で、紛争地に住む、義足の少女が「勉強のこと嫌いな人なんていませ

んよね」と微笑む姿を見て、こんなにも恵まれた環境に居させてもらえる自分が勉強しないでどうする、

と思い、将来こういった生まれた地域で将来の幅が決められてしまわない世界を作りたいと思った。だ

からその力をつけるべく、勉強だけでなくいろんなことを身につけるため、様々なことに挑戦出来るよ

うになった

・今までは、なんでゴミを、沢山そのままにしているのかと、おもっていましたが、発展途上国は先進

国のまねをしてしまっているのだな、と思うようになりました。

◯人権問題について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わっ

たか」ということを教えてください。

・小さな子どもたちが学校にいかず働いていることを知って、将来そうゆう現状を無くすためにも頑張

って勉強に取り組もうと思いました。

・「もし、自分にこのようなことが将来起きたら」という不安や危機感、また児童労働や難民問題、少数

民族の迫害などを知り、こういうものがずっと続いてはおかしいと思った。性差別的、人種差別的な言

動や人を馬鹿にする言動をすまいと思った。

・出身県とか方言の話題で不快な思いをさせないように気をつけている。

・色々な人権に関しての動画を見るようになった

・身近に人権問題 男女の問題など を感じるようになった。他の性の人を尊重するようになった。

◯紛争・平和について「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い「自分の行動がどう変わ

ったか」ということを教えてください。

・自分には関係ないと思えなくなった

・核兵器はいじめと同じ原理であるという話を聞いて、自分が何気なく行った行動や、考えなしに人を

傷つける行動は、自分にとってはなんでもない事でも、相手にとっては命を奪われるのと同じ苦しみで

あること、また相手の家族も同じ苦しみを感じるということを理解した。どうすれば世界が平和になる

かなんて分からないけど、身近な人の心や命を大切にすることが第一歩だと心から思う。

・核兵器禁止条約に関心を持つようになった

・最近特にテロが増える中で、 年に行われる東京オリンピックに向けて、日本の戦争に対する低い

意識を変える必要があると考え、海外で起こる戦争やテロについて、友達と話すようになりました。
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回答

①GRITでの取り組み ②フィールドワーク ③ＵＰ ④ＬＣ
⑤グローバルシチズン
シップセミナー

⑥模擬国連 ⑦生徒プレゼン

①大変に触発を受けた ②触発を受けた ③あまり触発されなかった ④触発されなかった

回答

①GRITでの取り組み ②フィールドワーク ③ＵＰ ④ＬＣ
⑤グローバルシチズン
シップセミナー

⑥模擬国連 ⑦生徒プレゼン

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①ほぼ毎回 ②週１～２回程度 ③学期に１～２回程度 ④実施していない

回答

①ほぼ毎回 ②週１～２回程度 ③学期に１～２回程度 ④実施していない

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

ピアエデュケーション
（二人一組で話し合
う）

ポスターツアー ジグソー法 プレゼンテーション ルーブリック評価

ミニッツペーパー（振
り返りの記入用紙）

ディベート 群読 論文作成 サマリー作成

問17．自分の行っている授業の中で、GRITで活用している手法で用いたものがあれば教えてください。
（１回でも構いません。複数選択可です。）

問15．自分の授業に探究学習の要素を少しでも取り入れましたか

問16．ＳＧＨの諸活動は、自分の授業や生徒に対する指導法・内容に影響を与えましたか

問12．教員としてGRIT（ＳＧＨ）での生徒の意見や姿に触発を受けましたか

問13．GRITや本校のSGHの取り組みはあなたの教師としての考え方や行動に影響を与えましたか

問14．自分の授業でアクティブラーニングの要素を少しでも取り入れましたか

問11-1．①②と答えた人はどのような内容で触発を受けましたか?(複数回答可)

問12-1．①②と答えた人はどのような場面で触発を受けましたか?(複数回答可)

関西創価高校SGH　GRIT教員アンケート結果
実施日：2019/2/16

回答者数

①大変によくできている ②よくできている ③あまりよくできてない ④よくできてない

回答

①大変によくできている ②よくできている ③あまりよくできてない ④よくできてない

回答

①大変によくできている ②よくできている ③あまりよくできてない ④よくできてない

回答

①大変によくできている ②よくできている ③あまりよくできてない ④よくできてない

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①大変に進んだ ②進んだ ③変わらない ④後退した

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①大変に協力的 ②協力的 ③あまり協力的でない ④協力的はない

回答

①大変に触発を受けた ②触発を受けた ③あまり触発されなかった ④触発されなかった

問６．あなたは本校のグローバルシチズンシップセミナーの内容が生徒に良い影響を与えたと思います
か

問７．本校がＳＧＨとなって、生徒のＩＣＴの取り組みが進んだと思いますか

問８．あなたは本校のＬＣ(ラーニングクラスター)の内容が生徒に良い影響を与えたと思いますか

問９．あなたは本校のＵＰ(ユニバーシティー・パートナーシップ)クラスの内容が生徒に良い影響を与
えたと思いますか

問１．本校のＧＲＩＴプログラムは、国連が提起する地球的課題の探究に取り組む内容になっています
か

問２．本校のＧＲＩＴプログラムは、「生徒自ら地球的課題に挑み、解決する『使命感』を向上させる
プログラムの取り組みになっていますか

問５．本校のＧＲＩＴプログラムは生徒に良い影響を与えたと思いますか

問３．本校のＧＲＩＴプログラムは、「世界の現状を知り、苦しみを分かち合う『共感力』向上させる
プログラムの取り組みになっていますか

問４．本校のＧＲＩＴプログラムは、世界の平和に貢献するグローバルリーダーとしての問題解決への
創造力を向上させるプログラムの取り組みになっていますか

問10．あなたは教員として本校のＳＧＨプログラムに協力的でしたか

問11．教員としてGRIT（ＳＧＨ）の内容に触発されることはありましたか
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回答

①GRITでの取り組み ②フィールドワーク ③ＵＰ ④ＬＣ
⑤グローバルシチズン
シップセミナー

⑥模擬国連 ⑦生徒プレゼン

①大変に触発を受けた ②触発を受けた ③あまり触発されなかった ④触発されなかった

回答

①GRITでの取り組み ②フィールドワーク ③ＵＰ ④ＬＣ
⑤グローバルシチズン
シップセミナー

⑥模擬国連 ⑦生徒プレゼン

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①ほぼ毎回 ②週１～２回程度 ③学期に１～２回程度 ④実施していない

回答

①ほぼ毎回 ②週１～２回程度 ③学期に１～２回程度 ④実施していない

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

ピアエデュケーション
（二人一組で話し合
う）

ポスターツアー ジグソー法 プレゼンテーション ルーブリック評価

ミニッツペーパー（振
り返りの記入用紙）

ディベート 群読 論文作成 サマリー作成

問17．自分の行っている授業の中で、GRITで活用している手法で用いたものがあれば教えてください。
（１回でも構いません。複数選択可です。）

問15．自分の授業に探究学習の要素を少しでも取り入れましたか

問16．ＳＧＨの諸活動は、自分の授業や生徒に対する指導法・内容に影響を与えましたか

問12．教員としてGRIT（ＳＧＨ）での生徒の意見や姿に触発を受けましたか

問13．GRITや本校のSGHの取り組みはあなたの教師としての考え方や行動に影響を与えましたか

問14．自分の授業でアクティブラーニングの要素を少しでも取り入れましたか

問11-1．①②と答えた人はどのような内容で触発を受けましたか?(複数回答可)

問12-1．①②と答えた人はどのような場面で触発を受けましたか?(複数回答可)

関西創価高校SGH　GRIT教員アンケート結果
実施日：2019/2/16

回答者数

①大変によくできている ②よくできている ③あまりよくできてない ④よくできてない

回答

①大変によくできている ②よくできている ③あまりよくできてない ④よくできてない

回答

①大変によくできている ②よくできている ③あまりよくできてない ④よくできてない

回答

①大変によくできている ②よくできている ③あまりよくできてない ④よくできてない

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①大変に進んだ ②進んだ ③変わらない ④後退した

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①大いに与えた ②与えた ③あまり与えていない ④与えていない

回答

①大変に協力的 ②協力的 ③あまり協力的でない ④協力的はない

回答

①大変に触発を受けた ②触発を受けた ③あまり触発されなかった ④触発されなかった

問６．あなたは本校のグローバルシチズンシップセミナーの内容が生徒に良い影響を与えたと思います
か

問７．本校がＳＧＨとなって、生徒のＩＣＴの取り組みが進んだと思いますか

問８．あなたは本校のＬＣ(ラーニングクラスター)の内容が生徒に良い影響を与えたと思いますか

問９．あなたは本校のＵＰ(ユニバーシティー・パートナーシップ)クラスの内容が生徒に良い影響を与
えたと思いますか

問１．本校のＧＲＩＴプログラムは、国連が提起する地球的課題の探究に取り組む内容になっています
か

問２．本校のＧＲＩＴプログラムは、「生徒自ら地球的課題に挑み、解決する『使命感』を向上させる
プログラムの取り組みになっていますか

問５．本校のＧＲＩＴプログラムは生徒に良い影響を与えたと思いますか

問３．本校のＧＲＩＴプログラムは、「世界の現状を知り、苦しみを分かち合う『共感力』向上させる
プログラムの取り組みになっていますか

問４．本校のＧＲＩＴプログラムは、世界の平和に貢献するグローバルリーダーとしての問題解決への
創造力を向上させるプログラムの取り組みになっていますか

問10．あなたは教員として本校のＳＧＨプログラムに協力的でしたか

問11．教員としてGRIT（ＳＧＨ）の内容に触発されることはありましたか
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形式の授業を通して、「困ったときに助けて」といえる意識づくり、関係づくり、「困っている人をみつ

けたら行動できる」意識づくり、関係づくりを念頭に授業をした。

◯ＳＧＨの取り組みについて通じて感じたことを書いてください。

・準備が大変。教師も成長する。世界で起きている問題を自分の問題として落とし込めている。

・今後に向けて総括を携わった人みんなでやるべきだと思う。

・関西創価学園の未来を開く取り組みであると思います。時代が激烈に進歩している中において、学校

現場において同じことを繰り返しているだけでは、価値を創造しているのではなく、価値をリサイクル

しているだけだと思います。 などのように、探究型の授業を「授業」としてカリキュラムの中に組

み込んで、評価を行い、更に生徒たちの探究の学習を強烈に進めていくべきだと思います。

・生徒に何を学ばせるのか、あえて外すプログラムはないのか、を改めて精査すべき。コンテンツばか

りが増えて、何のためにそのプログラムをするのか、が教員間で共有されていないと感じています。

・実際に高校でＳＧＨの取り組みにふれる中で、外から見ていた以上に、考えられているプログラムだ

と思った。ＵＰの取り組みについて、せっかくの機会なのに、他の様々な行事と重なって参加できる生

徒が少ないことがとても残念だと感じた。生徒だけでなく、教員が実際に海外で研修をしたりボランテ

ィアに参加できる機会があれば、もっともっと生徒に生の実感を伝えられるのに、と時にもどかしく感

じることがある。

・難しい部分ではあるが、 も何かしらの評価基準を設け、生徒にとって学ぶ意欲を高める評価制度

を導入していければ、より一層に目的感を持って取り組めるのではないかと考える。

◯ＧＲＩＴの影響について感じたことを書いてください。

・生徒・教員ともに学ぶことが多く、実りあるものになっていたと思う。しかし、教員側の予備知識が

少ない・または学ぶ時間がない、と感じた。

・世界に目を向けるいい機会だと思うので、いいと思いますが、地域の事や日本の事を学ばなさすぎと

いう批判にどう応えるかが課題だと思います。

・単なる学習から探究へと発展させたことで、生徒の学ぶ姿勢が変わったと思います。

・全校生徒を対象にできたことが良かった。全員が少しでも触れられた事が重要だと思う。

・ の影響はかなり大きいと思います。大きすぎて生徒の進路を変える力まであります。卒業生や現

生徒の中で、将来の夢ややりたいことが を通して変わったという生徒を何人か聞いています。そ

れだけに内容をきちんと精査しないといけないと思いました。

◯ＧＲＩＴの運営について感じたことを書いてください。

・毎回、準備してくださる先生方の多大なるご努力によって成り立っていると思います。そのおかげで、

担任や所属として、 の授業に取り組むときにはスムーズに行うことができると感謝しています。た

だ、そのような先生方のご負担が大きすぎるのではないかと感じることがあります。

・多くの教員が積極的に関わっていると思いますが、負担の偏りなどがあるように見えるため、持続可

能な運営のために負担のバランス、他の校務との兼ね合いなどを鑑みた運営がされていくことに期待し

ています。

・毎回、たくさんの教員の汗と努力で、本当によいものを作ってくださりありがとうございました。

何がよくて、何を残し、これは減らすなど、行ったことを精査し、残していくものがはっきりとすれば、

本当によい教育カリキュラムができると感じています。

教員アンケート自由記述分（抜粋）

◯あなたは教員として本校のＳＧＨプログラムに関して「どういう気持ちの変化があったか」また、そ

れに伴い「自分の行動がどう変わったか」ということを教えてください。

・SGHプログラムに伴い、生徒の英語力をどう向上させるかということに関してより具体的に取り組みを進

めることができるようになった。また、海外フィールドワーク、LCなどのプログラムによって、大きく英語

力を向上させる方途も模索できていると感じています。 
・学園が SGHになったことが私が学園で勤務したいと思った直接的なきっかけの 1つであるためです。 
・GRIT授業の内容に常に建設的意見を申し上げより良いものを目指そうとした。国語の授業を通して求めら

れる力の補完に努力した。 
・GRITの内容を通し、世界の諸問題に対し、どう向き合っていくのかを真剣に考えていく姿勢に感動しまし

た。GRITは教員が中心となり一生懸命に考え、生徒と共に作りあげ、改善を加えてきたものだからこそ、誇

りをもって授業していきたいと思い、協力しています。 
・海外 FW に同行し、思考はグローバルに。行動は身近なところからとの見解を聞き、代表の生徒だけでは

なく全学園生が身近なことに平和意識を持つことが大事だと感じた。自分の教科としてどう取り入れるかは

模索中。

◯ （ＳＧＨ）の生徒の意見や姿に触発され「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い

「自分の行動がどう変わったか」ということを教えてください。

・全員参加は難しいと思っていたが、実現可能であることに驚きました 
・生徒の成長の早さに驚くとともに、その生徒を指導できる自分になれるよう、知識の吸収に努めた 
・自分よりレベルの高い生徒が普通にいることを意識するようになった。逆に専門性を高めて自分にとって

の武器が必要だと感じた。 
・生徒への関わり方に対する意識が変化し、生徒が抱えている問題が身近に感じられるようになり、前より

も話がよく聞けるようになった。 
・語学を学ばなければならないと何度も反省させていただきました。 
また、自分にできることは何かを考え、実際に行動を起こす姿に触発を受け、自分にも何かできないかを考

えるようになりました。２０１８年夏には西日本豪雨の被災地へボランティアに行ってきました。

・多角的な面（角度、意見、傾向など）で、物事を考えながら、目標を立て、作り上げることの大変さ

を感じることができる。継続して取り組むことによって、自己実現の過程（目標・行動・結果・評価→

新たな目標）を経験できると感じた。

◯本校の目指すグローバルリーダーとしての「使命感」「共感力」「問題解決への創造力」を育みことを

実現するために行った授業（研究開発）はありますか？

・ＳＤＧｓの学びでチームを組んでポスターセッションを行った。フィールドワーク（秋の校外学習）

のプレゼン発表を行った。難民問題でグループによるフリップ発表を行う予定。

・世界の問題群をテーマにし、授業で取り上げることは何度もあります。そのアプローチは、常に同じ

で、「自分の普段の生活の中に、解決法がある」とのメッセージを訴えています。その問題・解決を意識

するかしないかで、世界の問題群の「問題を作り出す側」か、「問題を解決する側」かが決まると伝えて

います。解決法も持続可能であるべきである故に、普段の心がけをするように授業の中で伝えています。

・現代技術の功罪について調べ、考え、発表させる授業および論述試験を定期試験で課した。

・授業の冒頭で、時事問題や本の内容を紹介しながら問題意識や使命感を育てるよう心掛けています。

・「共感力」については、国語の授業でとり上げる作品を通して、さまざまな環境の中で生きる人々の生

き方を想像することを通して、磨くことを意識した。「使命感」については、自分たちが今おかれている

環境に感謝すること、そして「自分なんか」という生き方では「自分にでも」できることがないかと考

える大切さをことあるごとに語った。「問題解決への創造力」については、日々のアクティブラーニング
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形式の授業を通して、「困ったときに助けて」といえる意識づくり、関係づくり、「困っている人をみつ

けたら行動できる」意識づくり、関係づくりを念頭に授業をした。

◯ＳＧＨの取り組みについて通じて感じたことを書いてください。

・準備が大変。教師も成長する。世界で起きている問題を自分の問題として落とし込めている。

・今後に向けて総括を携わった人みんなでやるべきだと思う。

・関西創価学園の未来を開く取り組みであると思います。時代が激烈に進歩している中において、学校

現場において同じことを繰り返しているだけでは、価値を創造しているのではなく、価値をリサイクル

しているだけだと思います。 などのように、探究型の授業を「授業」としてカリキュラムの中に組

み込んで、評価を行い、更に生徒たちの探究の学習を強烈に進めていくべきだと思います。

・生徒に何を学ばせるのか、あえて外すプログラムはないのか、を改めて精査すべき。コンテンツばか

りが増えて、何のためにそのプログラムをするのか、が教員間で共有されていないと感じています。

・実際に高校でＳＧＨの取り組みにふれる中で、外から見ていた以上に、考えられているプログラムだ

と思った。ＵＰの取り組みについて、せっかくの機会なのに、他の様々な行事と重なって参加できる生

徒が少ないことがとても残念だと感じた。生徒だけでなく、教員が実際に海外で研修をしたりボランテ

ィアに参加できる機会があれば、もっともっと生徒に生の実感を伝えられるのに、と時にもどかしく感

じることがある。

・難しい部分ではあるが、 も何かしらの評価基準を設け、生徒にとって学ぶ意欲を高める評価制度

を導入していければ、より一層に目的感を持って取り組めるのではないかと考える。

◯ＧＲＩＴの影響について感じたことを書いてください。

・生徒・教員ともに学ぶことが多く、実りあるものになっていたと思う。しかし、教員側の予備知識が

少ない・または学ぶ時間がない、と感じた。

・世界に目を向けるいい機会だと思うので、いいと思いますが、地域の事や日本の事を学ばなさすぎと

いう批判にどう応えるかが課題だと思います。

・単なる学習から探究へと発展させたことで、生徒の学ぶ姿勢が変わったと思います。

・全校生徒を対象にできたことが良かった。全員が少しでも触れられた事が重要だと思う。

・ の影響はかなり大きいと思います。大きすぎて生徒の進路を変える力まであります。卒業生や現

生徒の中で、将来の夢ややりたいことが を通して変わったという生徒を何人か聞いています。そ

れだけに内容をきちんと精査しないといけないと思いました。

◯ＧＲＩＴの運営について感じたことを書いてください。

・毎回、準備してくださる先生方の多大なるご努力によって成り立っていると思います。そのおかげで、

担任や所属として、 の授業に取り組むときにはスムーズに行うことができると感謝しています。た

だ、そのような先生方のご負担が大きすぎるのではないかと感じることがあります。

・多くの教員が積極的に関わっていると思いますが、負担の偏りなどがあるように見えるため、持続可

能な運営のために負担のバランス、他の校務との兼ね合いなどを鑑みた運営がされていくことに期待し

ています。

・毎回、たくさんの教員の汗と努力で、本当によいものを作ってくださりありがとうございました。

何がよくて、何を残し、これは減らすなど、行ったことを精査し、残していくものがはっきりとすれば、

本当によい教育カリキュラムができると感じています。

教員アンケート自由記述分（抜粋）

◯あなたは教員として本校のＳＧＨプログラムに関して「どういう気持ちの変化があったか」また、そ

れに伴い「自分の行動がどう変わったか」ということを教えてください。

・SGHプログラムに伴い、生徒の英語力をどう向上させるかということに関してより具体的に取り組みを進

めることができるようになった。また、海外フィールドワーク、LCなどのプログラムによって、大きく英語

力を向上させる方途も模索できていると感じています。 
・学園が SGHになったことが私が学園で勤務したいと思った直接的なきっかけの 1つであるためです。 
・GRIT授業の内容に常に建設的意見を申し上げより良いものを目指そうとした。国語の授業を通して求めら

れる力の補完に努力した。 
・GRITの内容を通し、世界の諸問題に対し、どう向き合っていくのかを真剣に考えていく姿勢に感動しまし

た。GRITは教員が中心となり一生懸命に考え、生徒と共に作りあげ、改善を加えてきたものだからこそ、誇

りをもって授業していきたいと思い、協力しています。 
・海外 FW に同行し、思考はグローバルに。行動は身近なところからとの見解を聞き、代表の生徒だけでは

なく全学園生が身近なことに平和意識を持つことが大事だと感じた。自分の教科としてどう取り入れるかは

模索中。

◯ （ＳＧＨ）の生徒の意見や姿に触発され「どういう気持ちの変化があったか」また、それに伴い

「自分の行動がどう変わったか」ということを教えてください。

・全員参加は難しいと思っていたが、実現可能であることに驚きました 
・生徒の成長の早さに驚くとともに、その生徒を指導できる自分になれるよう、知識の吸収に努めた 
・自分よりレベルの高い生徒が普通にいることを意識するようになった。逆に専門性を高めて自分にとって

の武器が必要だと感じた。 
・生徒への関わり方に対する意識が変化し、生徒が抱えている問題が身近に感じられるようになり、前より

も話がよく聞けるようになった。 
・語学を学ばなければならないと何度も反省させていただきました。 
また、自分にできることは何かを考え、実際に行動を起こす姿に触発を受け、自分にも何かできないかを考

えるようになりました。２０１８年夏には西日本豪雨の被災地へボランティアに行ってきました。

・多角的な面（角度、意見、傾向など）で、物事を考えながら、目標を立て、作り上げることの大変さ

を感じることができる。継続して取り組むことによって、自己実現の過程（目標・行動・結果・評価→

新たな目標）を経験できると感じた。

◯本校の目指すグローバルリーダーとしての「使命感」「共感力」「問題解決への創造力」を育みことを

実現するために行った授業（研究開発）はありますか？

・ＳＤＧｓの学びでチームを組んでポスターセッションを行った。フィールドワーク（秋の校外学習）

のプレゼン発表を行った。難民問題でグループによるフリップ発表を行う予定。

・世界の問題群をテーマにし、授業で取り上げることは何度もあります。そのアプローチは、常に同じ

で、「自分の普段の生活の中に、解決法がある」とのメッセージを訴えています。その問題・解決を意識

するかしないかで、世界の問題群の「問題を作り出す側」か、「問題を解決する側」かが決まると伝えて

います。解決法も持続可能であるべきである故に、普段の心がけをするように授業の中で伝えています。

・現代技術の功罪について調べ、考え、発表させる授業および論述試験を定期試験で課した。

・授業の冒頭で、時事問題や本の内容を紹介しながら問題意識や使命感を育てるよう心掛けています。

・「共感力」については、国語の授業でとり上げる作品を通して、さまざまな環境の中で生きる人々の生

き方を想像することを通して、磨くことを意識した。「使命感」については、自分たちが今おかれている

環境に感謝すること、そして「自分なんか」という生き方では「自分にでも」できることがないかと考

える大切さをことあるごとに語った。「問題解決への創造力」については、日々のアクティブラーニング
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〇地域との連携が課題だ。今の動向は、地域との「連携」から「協同」へと変わってきている。SDGs
や地域の課題をどう自分化するか、自分の問題としてとらえられるかの問題である。 

〇次は、ディープ・アクティブラーニングへの移行が必要だ。教育界の話題は、アクティブラーニング

が、ディープアクティブラーニングに変わってきている。真の「深い学び」とは何なのか考えること。

その過程で、ESD、SDGs を捉え直して欲しい。 
〇関西創価高校の「世界市民教育」は何を狙っていることなのかをしっかり考えてみることが重要だ。 
○教員の参加意識が９７％と高まったこと、地域との交流で近隣の府立交野高等学校との交流が始まっ

こと、この 2 点を評価したい。 
〇高校３年生の意識が高まってきていることは喜ばしい。だが、目立っているのは女生徒の活躍。フィ

ールドワークなどに女子が参加している割合は高いが、男子はどうか。運営委員会は、男性教員で構

成されている。管理職の２５％は女性にしないといけないのではないか。SGH 委員会はどうか。女

性教員は活躍できているのか。また、参加者の大半が女子生徒ということは、女性教員の指導が大切

になるのではないか。 
〇関西創価の取り組みをさらに広げるには、私学というビハインドを補う「地元意識」を持つことが大

切だ。地域に応援してもらうためにも地元の学校と思ってもらうような仕掛けが必要だと思う。 
〇これだけ多彩な取り組みをし、３年間の大きな積み上げがあるにもかかわらず、４月の GRIT のガイ

ダンスの時間が短くないか？もっと長く時間をとって行ってもよいのではないか。 
〇大学は、積極的な女の子が多いかどうかをオープンキャンパス等で見ている。その点、関西創価高等

学校の女子生徒は、元気で積極的だ。 
〇私学は、ともすれば地域の中で浮いてしまう。学校の評価委員会に自治会の自治会長に入ってもらう

など、工夫が必要ではないか。仙台の私学では、伊達家の当主に来てもらった。意図的にやらないと

うまくいかないと思う。SGH でやってきたことをもとに、地元にネットワークを作るべき。 
〇四条畷・交野にユネスコ協会ができた。ユネスコスクールとしてぜひ交流してほしい。 
〇今後、関西創価らしい教育＝命の尊厳を強く訴えていきたい。また、運営指導委員のお一人である梶

田叡一先生が訴えておられる「心の教育」をベースにし、創立者池田大作先生が最重要理念として提

唱しておられる「命の尊厳」を大きく前面出すべきだ。 
〇「命」の教育が大切だ。文部科学省は、国家や社会のための教育を考えているが、本来、教育は子ど

もの幸福のためにあるものだ。子どもたちの「生きる力」を養わなければいけない。自分の人生を充

実させて、社会の中で生きていく力を。それが、結果として社会に貢献していくことになる。逆では

ない。これは牧口先生の教育論（創価教育）である。「有能」であるとか「有為」なとかではない。「人

材」ではない。「人財」ならまだしも、材料ではない。命がある時点で大切なものなのだ。役立つか

どうかではない。エリートほど、この感覚がわからない。ESD もそうだが、子供が変われではない。

大人が変わらないといけない。どんな人間を育てたいのか？「命の尊厳」という精神を体得した人間

を育成することしかない。それを示したのは、創立者池田先生である。もらった命をどう輝かせるか

が大事である。役に立つかどうかではない。先生方には、ここで育った子どもたちが自身の人生や社

会をよりよく生きるための力の涵養に努めていただきたい。 
〇対話と議論、論争は違う。対話は傾聴から始まり自己対話につながる。議論、論争は技術である。 

対話には寛容の精神が必要。知識ではなく生き方をぶつけることだ。ディベートは弁論術の部分が多

い。その場だけ切り抜けても時間が必ず証明していく。ぜひ対話を取り入れた教育をお願いしたい。 
 

2018 年度第 1 回 SGH 運営指導委員会 
 
日時：2018 年 8 月 22 日（水）10:30～13:00 
会場：理事室 
参加者：梶田叡一 桃山学院教育大学学長 

米田伸次 帝塚山学院大学国際理解研究所顧問 
朝野富三 宝塚大学特任教授 
武田学園長・木下副学園長・杉本校長・大月副校長・本房教頭・流田教頭 
千葉参事・桝田参事・小山 SGH 委員長 
太田創価教育センター長・中西副センター長・狩野参事 15 名 

式次第：あいさつ 杉本校長 
関西創価高等学校 SGH の取り組みについて 小山 SGH 委員長 
2018 年度前半の取り組みについて 大月副校長 
運営指導委員の先生方より 
あいさつ 武田学園長 

議事録： 
○GRIT（探究型総合学習）は、人類が直面している地球的問題に目を向けさせた。この教育効果は大

きいと思う。日本は島国のため、自国の枠を超えて海外に目を向けることがなかなか難しいが、この

ような閉ざされた日本的な視野を大きく開いた点は評価できる。今後も「環境」「開発」「人権」「平

和」の四つのテーマで取り扱う問題をさらに広げて欲しい。 
〇言語技術的なものを取り組むのは、とても大切である。日本の教育ではほとんど行っていない。模擬

国連を開催した後、取り扱った内容を５W1H という枠組みに当てはめてまとめることで書く力が定

着していく。言葉の力＝ランゲージアーツはとても大事である。これがないとテキストを的確に読み

解く力が身につかない。 
〇本当の国際化とは、他国との文化交流をすることだ。そのためには自身が日本の文化を語れないとい

けない。国際的な視野からどのように日本文化を認識しているか。このような視点が大事だ。ドナル

ド・キーン氏の本を英語で読ませるなど、取り組み方を考えて欲しい。GRIT の中に和文化理解、ま

たは体験の要素を入れられないのか。日本の若者が世界に出たときに日本のことを語れない場合が多

い。武道が体育で必修となった。武道はスピリチュアルなものである。スポーツではない。「道」で

ある。日本的なものを体得する一つの方法だ。 
○文科省に評価されたポイントは GRIT である。オールスクールアプローチ、即ち学校全体で取り組ん

だ点が評価された。ここで重要なのは、教員の変容だ。教員全員が労を惜しまず関わった。SGH の

意義を全体で共有した。これまでの取り組み（記録）を読むと、試行錯誤をして取り組んだことがよ

くわかる。「深い学びとは何か」を考える、先生たちの苦悩と成長があった。 
〇GRIT を通して学びの体験を報告し合うことで、「学びの場」となっている。学びを経験化する大切な

機会となっている。SGH プログラムにおける GRIT の位置づけは重要だ。これからもこの学習の効

果について話し合って欲しい。ぜひ学びのスタイルを究め、深めていって欲しい。 
〇心が変われば行動がかわる。心がどのぐらい変わったか、その経緯をさらに突っ込み、どのように評

価するかが課題だ。 
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〇地域との連携が課題だ。今の動向は、地域との「連携」から「協同」へと変わってきている。SDGs
や地域の課題をどう自分化するか、自分の問題としてとらえられるかの問題である。 

〇次は、ディープ・アクティブラーニングへの移行が必要だ。教育界の話題は、アクティブラーニング

が、ディープアクティブラーニングに変わってきている。真の「深い学び」とは何なのか考えること。

その過程で、ESD、SDGs を捉え直して欲しい。 
〇関西創価高校の「世界市民教育」は何を狙っていることなのかをしっかり考えてみることが重要だ。 
○教員の参加意識が９７％と高まったこと、地域との交流で近隣の府立交野高等学校との交流が始まっ

こと、この 2 点を評価したい。 
〇高校３年生の意識が高まってきていることは喜ばしい。だが、目立っているのは女生徒の活躍。フィ

ールドワークなどに女子が参加している割合は高いが、男子はどうか。運営委員会は、男性教員で構

成されている。管理職の２５％は女性にしないといけないのではないか。SGH 委員会はどうか。女

性教員は活躍できているのか。また、参加者の大半が女子生徒ということは、女性教員の指導が大切

になるのではないか。 
〇関西創価の取り組みをさらに広げるには、私学というビハインドを補う「地元意識」を持つことが大

切だ。地域に応援してもらうためにも地元の学校と思ってもらうような仕掛けが必要だと思う。 
〇これだけ多彩な取り組みをし、３年間の大きな積み上げがあるにもかかわらず、４月の GRIT のガイ

ダンスの時間が短くないか？もっと長く時間をとって行ってもよいのではないか。 
〇大学は、積極的な女の子が多いかどうかをオープンキャンパス等で見ている。その点、関西創価高等

学校の女子生徒は、元気で積極的だ。 
〇私学は、ともすれば地域の中で浮いてしまう。学校の評価委員会に自治会の自治会長に入ってもらう

など、工夫が必要ではないか。仙台の私学では、伊達家の当主に来てもらった。意図的にやらないと

うまくいかないと思う。SGH でやってきたことをもとに、地元にネットワークを作るべき。 
〇四条畷・交野にユネスコ協会ができた。ユネスコスクールとしてぜひ交流してほしい。 
〇今後、関西創価らしい教育＝命の尊厳を強く訴えていきたい。また、運営指導委員のお一人である梶

田叡一先生が訴えておられる「心の教育」をベースにし、創立者池田大作先生が最重要理念として提

唱しておられる「命の尊厳」を大きく前面出すべきだ。 
〇「命」の教育が大切だ。文部科学省は、国家や社会のための教育を考えているが、本来、教育は子ど

もの幸福のためにあるものだ。子どもたちの「生きる力」を養わなければいけない。自分の人生を充

実させて、社会の中で生きていく力を。それが、結果として社会に貢献していくことになる。逆では

ない。これは牧口先生の教育論（創価教育）である。「有能」であるとか「有為」なとかではない。「人

材」ではない。「人財」ならまだしも、材料ではない。命がある時点で大切なものなのだ。役立つか

どうかではない。エリートほど、この感覚がわからない。ESD もそうだが、子供が変われではない。

大人が変わらないといけない。どんな人間を育てたいのか？「命の尊厳」という精神を体得した人間

を育成することしかない。それを示したのは、創立者池田先生である。もらった命をどう輝かせるか

が大事である。役に立つかどうかではない。先生方には、ここで育った子どもたちが自身の人生や社

会をよりよく生きるための力の涵養に努めていただきたい。 
〇対話と議論、論争は違う。対話は傾聴から始まり自己対話につながる。議論、論争は技術である。 

対話には寛容の精神が必要。知識ではなく生き方をぶつけることだ。ディベートは弁論術の部分が多

い。その場だけ切り抜けても時間が必ず証明していく。ぜひ対話を取り入れた教育をお願いしたい。 
 

2018 年度第 1 回 SGH 運営指導委員会 
 
日時：2018 年 8 月 22 日（水）10:30～13:00 
会場：理事室 
参加者：梶田叡一 桃山学院教育大学学長 

米田伸次 帝塚山学院大学国際理解研究所顧問 
朝野富三 宝塚大学特任教授 
武田学園長・木下副学園長・杉本校長・大月副校長・本房教頭・流田教頭 
千葉参事・桝田参事・小山 SGH 委員長 
太田創価教育センター長・中西副センター長・狩野参事 15 名 

式次第：あいさつ 杉本校長 
関西創価高等学校 SGH の取り組みについて 小山 SGH 委員長 
2018 年度前半の取り組みについて 大月副校長 
運営指導委員の先生方より 
あいさつ 武田学園長 

議事録： 
○GRIT（探究型総合学習）は、人類が直面している地球的問題に目を向けさせた。この教育効果は大

きいと思う。日本は島国のため、自国の枠を超えて海外に目を向けることがなかなか難しいが、この

ような閉ざされた日本的な視野を大きく開いた点は評価できる。今後も「環境」「開発」「人権」「平

和」の四つのテーマで取り扱う問題をさらに広げて欲しい。 
〇言語技術的なものを取り組むのは、とても大切である。日本の教育ではほとんど行っていない。模擬

国連を開催した後、取り扱った内容を５W1H という枠組みに当てはめてまとめることで書く力が定

着していく。言葉の力＝ランゲージアーツはとても大事である。これがないとテキストを的確に読み

解く力が身につかない。 
〇本当の国際化とは、他国との文化交流をすることだ。そのためには自身が日本の文化を語れないとい

けない。国際的な視野からどのように日本文化を認識しているか。このような視点が大事だ。ドナル

ド・キーン氏の本を英語で読ませるなど、取り組み方を考えて欲しい。GRIT の中に和文化理解、ま

たは体験の要素を入れられないのか。日本の若者が世界に出たときに日本のことを語れない場合が多

い。武道が体育で必修となった。武道はスピリチュアルなものである。スポーツではない。「道」で

ある。日本的なものを体得する一つの方法だ。 
○文科省に評価されたポイントは GRIT である。オールスクールアプローチ、即ち学校全体で取り組ん

だ点が評価された。ここで重要なのは、教員の変容だ。教員全員が労を惜しまず関わった。SGH の

意義を全体で共有した。これまでの取り組み（記録）を読むと、試行錯誤をして取り組んだことがよ

くわかる。「深い学びとは何か」を考える、先生たちの苦悩と成長があった。 
〇GRIT を通して学びの体験を報告し合うことで、「学びの場」となっている。学びを経験化する大切な

機会となっている。SGH プログラムにおける GRIT の位置づけは重要だ。これからもこの学習の効

果について話し合って欲しい。ぜひ学びのスタイルを究め、深めていって欲しい。 
〇心が変われば行動がかわる。心がどのぐらい変わったか、その経緯をさらに突っ込み、どのように評

価するかが課題だ。 
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【校長挨拶】（ 10:25 ～10:30 講堂 ） 
 
【SGH プログラム GRIT 公開】（ 10:30 ～12:20 講堂 ） 

GRIT とは、全校生徒を対象とした探究型総合学習プログラムのことで、毎

月２回の土曜登校日に実施しています。「Global Research and Inquiry Time
（地球的課題の調査と探究の時間）」の略称で、「根性・負けじ魂」という意味

もあります。「環境」「開発」「人権」「平和」をテーマに掲げ、地球的課題の 
問題解決にグループで取り組む学習や、各界で活躍する講師によるセミナーを

開催しています。常に自分の意見を持ち、ディスカッションを通して解決方法

を探ることで、知識の習得だけではなく、積極性、主体性を育み、生徒同士の

意識を向上させ、グローバルリーダーとしての使命感を高めていきます。 
この GRIT の授業公開として、３年生全員による模擬国連の模様を参観し

ていただきます。今回は、SDGs（持続可能な開発目標）にも取り上げられて

いる「水」をテーマに討議します。 
 

＜模擬国連の概要＞ 
議 題：『安全で安価な飲料水の普遍的かつ衡平なアクセス』 
参加国：１００カ国（３年生８クラス３５０名を１００のグループに分け、 

それぞれのグループに国を割り当てています。） 
進 行：10:30～10:35 前時の模様をＤＶＤにまとめ放映 

10:35～11:15 各決議案説明 ／ ロビー活動 
11:15～11:45 各修正案説明 ／ ロビー活動 
11:45～11:55 修正決議案提出・説明 
11:55～12:05 投票説明 
12:05～12:10 投票・開票 
12:10～12:20 ベストカントリー賞発表・講評 

 
【昼食】（ 12:30 ～13:50 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 

ご希望の方は、申込フォームにて、学校のお弁当〔お茶付き〕（500 円）を

ご注文いただけます。申し込まれた方は、当日、受付にて 500 円をお支払い

ください。お弁当は、12 時 20 分以降に、受付でお渡しいたします。 
 
【生徒によるプレゼンテーション・ポスターセッション】 
（ 13:00 ～13:50 同窓会館２階 会議室他 ） 

お昼休みに、次の６つの内容について、生徒によるプレゼンテーション

並びにポスターセッションを行います。 
 
①広島フィールドワーク報告 ②東京フィールドワーク報告 
③東北フィールドワーク報告 ④LC 東京フィールドワーク報告 
⑤「世界津波の日」 2018 高校生サミット in 和歌山の報告 
⑥日米露３国の高校生による核不拡散教育会議（CIF）報告 

2018 年度  関西創価高等学校 

スーパーグローバルハイスクール中間研究発表会 

 
【日 時】 ２０１８年１１月１０日（土）10 時 25 分～15 時 00 分 
 
【会 場】 関西創価高等学校 

〒576-0063 大阪府交野市寺 3-20-1 
TEL 072-891-0011 FAX 072-891-0015 

 
【アクセス】・JR 学研都市線「河内磐船」駅下車 徒歩 20 分 

 ・京阪交野線「河内森」駅下車 徒歩 20 分 
         ※JR 河内磐船駅前からタクシーも利用できますが、本校と 

河内磐船駅間を学校車両にて送迎させていただきます。 
（9 時 30 分～10 時 30 分）（15 時～16 時 15 分） 

 
【研究開発構想名】 

「TRY 人の郷・交野から 平和の創造に挑戦する  
グローバルリーダー育成プログラム」 

 
【発表会の内容】 
 

9:50     10:25  10:30                        12:20  12:30     
 

 
受 
付 

 

 
校 
長 
挨 
拶 

 

SGH ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ GRIT 公開 

模擬国連（３年生全員） 
 

 
 

昼食 
 

（同窓会館３階）     （講堂）     （同窓会館３階） 
 

13:00  13:55   14:10         14:30 14:50 15:00   16:00 
 
生徒による 
プレゼンテーション

ポスターセッション 

 
取 
組 
紹 
介 

 

 
生徒による 
模擬国連の 
取り組み紹介 

 

 
 
講 
評 

 

 
 

挨 
拶 

 
懇 情 
談 報 
会 交 

 換 
会 

 （同窓会館２階） （  同 窓 会 館 ３ 階 ）（同窓会館２階） 
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【校長挨拶】（ 10:25 ～10:30 講堂 ） 
 
【SGH プログラム GRIT 公開】（ 10:30 ～12:20 講堂 ） 

GRIT とは、全校生徒を対象とした探究型総合学習プログラムのことで、毎

月２回の土曜登校日に実施しています。「Global Research and Inquiry Time
（地球的課題の調査と探究の時間）」の略称で、「根性・負けじ魂」という意味

もあります。「環境」「開発」「人権」「平和」をテーマに掲げ、地球的課題の 
問題解決にグループで取り組む学習や、各界で活躍する講師によるセミナーを

開催しています。常に自分の意見を持ち、ディスカッションを通して解決方法

を探ることで、知識の習得だけではなく、積極性、主体性を育み、生徒同士の

意識を向上させ、グローバルリーダーとしての使命感を高めていきます。 
この GRIT の授業公開として、３年生全員による模擬国連の模様を参観し

ていただきます。今回は、SDGs（持続可能な開発目標）にも取り上げられて

いる「水」をテーマに討議します。 
 

＜模擬国連の概要＞ 
議 題：『安全で安価な飲料水の普遍的かつ衡平なアクセス』 
参加国：１００カ国（３年生８クラス３５０名を１００のグループに分け、 

それぞれのグループに国を割り当てています。） 
進 行：10:30～10:35 前時の模様をＤＶＤにまとめ放映 

10:35～11:15 各決議案説明 ／ ロビー活動 
11:15～11:45 各修正案説明 ／ ロビー活動 
11:45～11:55 修正決議案提出・説明 
11:55～12:05 投票説明 
12:05～12:10 投票・開票 
12:10～12:20 ベストカントリー賞発表・講評 

 
【昼食】（ 12:30 ～13:50 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 

ご希望の方は、申込フォームにて、学校のお弁当〔お茶付き〕（500 円）を

ご注文いただけます。申し込まれた方は、当日、受付にて 500 円をお支払い

ください。お弁当は、12 時 20 分以降に、受付でお渡しいたします。 
 
【生徒によるプレゼンテーション・ポスターセッション】 
（ 13:00 ～13:50 同窓会館２階 会議室他 ） 

お昼休みに、次の６つの内容について、生徒によるプレゼンテーション

並びにポスターセッションを行います。 
 
①広島フィールドワーク報告 ②東京フィールドワーク報告 
③東北フィールドワーク報告 ④LC 東京フィールドワーク報告 
⑤「世界津波の日」 2018 高校生サミット in 和歌山の報告 
⑥日米露３国の高校生による核不拡散教育会議（CIF）報告 

2018 年度  関西創価高等学校 

スーパーグローバルハイスクール中間研究発表会 

 
【日 時】 ２０１８年１１月１０日（土）10 時 25 分～15 時 00 分 
 
【会 場】 関西創価高等学校 

〒576-0063 大阪府交野市寺 3-20-1 
TEL 072-891-0011 FAX 072-891-0015 

 
【アクセス】・JR 学研都市線「河内磐船」駅下車 徒歩 20 分 

 ・京阪交野線「河内森」駅下車 徒歩 20 分 
         ※JR 河内磐船駅前からタクシーも利用できますが、本校と 

河内磐船駅間を学校車両にて送迎させていただきます。 
（9 時 30 分～10 時 30 分）（15 時～16 時 15 分） 

 
【研究開発構想名】 

「TRY 人の郷・交野から 平和の創造に挑戦する  
グローバルリーダー育成プログラム」 

 
【発表会の内容】 
 

9:50     10:25  10:30                        12:20  12:30     
 

 
受 
付 

 

 
校 
長 
挨 
拶 

 

SGH ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ GRIT 公開 

模擬国連（３年生全員） 
 

 
 

昼食 
 

（同窓会館３階）     （講堂）     （同窓会館３階） 
 

13:00  13:55   14:10         14:30 14:50 15:00   16:00 
 
生徒による 
プレゼンテーション

ポスターセッション 

 
取 
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介 

 

 
生徒による 
模擬国連の 
取り組み紹介 
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評 
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拶 

 
懇 情 
談 報 
会 交 

 換 
会 

 （同窓会館２階） （  同 窓 会 館 ３ 階 ）（同窓会館２階） 
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2018 年度第 2 回 SGH 運営指導委員会  
 
日時：2018 年 11 月 10 日（土）15:30～16:50 
会場：理事室 
参加者： 
＜運営指導委員＞ 梶田叡一 桃山学院教育大学学長・米田伸次 日本ユネスコ協会連盟顧問 

・朝野富三 宝塚大学特任教授 
＜関西創価高校＞ 武田 豊 学園長・杉本規彦 校長・千葉一夫 参事・桝田尚之 参事 
＜管理機関代表＞ 中西 均 創価教育副センター長 
 
議事録： 
――― 本日は、長時間にわたり模擬国連をはじめ本校 SGH プログラムの生徒の発表を見ていただき、

心から感謝申し上げたい。そして、今日の発表会をご覧になられた感想ならびにご指導を賜りたい。 
 
〇今日の模擬国連を見て、１７～１８歳というそれぞれの自己主張もある難しい時期に、学年全員の生

徒が参加して、皆で協力し合いながら模擬国連の活動が成立しているというのは稀有なことであると

思う。 
 
〇FW のプレゼンについては、質疑応答の際、来校者の質問に対してすぐに答えることができていた点

にとても感心した。 
 
〇来年度は SGH の最終年度になる。SGH が終わってからのその先をどのように考えているのか、方向

性などをお聞きしたい。 
 
〇これまでも言ってきたことであり、さきほどの米田先生の講評の中でもあったが、地域とのつながり

を持つということが大切であると感じている。また、異なった価値観との接点を増やすことにさらな

る努力をしていただきたいと思う。というのは、関西創価高校は良い意味で均質化しており、悪く言

うと異文化や異なったものを受容していくことに関して、ややもすると学校側がその姿勢を厳しくし

てしまうということがあるのではないかという懸念があるからである。 
 
〇本校 SGH の取り組みに対する課題として挙げられていた中の１つに、中位～下位層の生徒をどのよ

うに底上げしていくかという項目があった。SGH プログラムを全校あげて取り組んでいる故の悩み

であると思うが、関西創価の教育方針である「健康な英才主義」、「人間性豊かな実力主義」をもとに、

ただ引き上げるというだけではないアプローチの仕方で目配りしてあげてほしいと思う。 
 
〇関西創価高校の教育に敬意を表する。教育というのは、生徒の変容が勝負でありすべてであると考え

ている。今日もそうだが、いつも関西創価高校の生徒たちの素晴らしさを実感している。ところが、

毎年出されている報告書を見てみると、その中のアンケートの設問や分析では、生徒の変容をつかみ

切れていないと思う。生徒の内面にまで食い込んでいないというもどかしさを感じている。 

【本校の取り組みについて】（ 13:55 ～14:10 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 
校長より、本校の SGH の取り組みについて紹介いたします。 
全ての課題研究推進の土台としての Active Learning を全教科の授業に導

入し、①GRIT（全校生徒を対象とした探究型総合学習プログラム）、②SP（希

望者による放課後の特別授業プログラム）、③Learning Cluster（２・３年生

の希望者から選抜されたメンバーが英語で地球的課題に取り組むプログラム）

という３つの SGH プログラムを実施しています。また、GRIT 等で学び、研

究した内容を深めるためのフィールドワーク（FW）も国内と海外で行ってい

ます。 
 
 
【模擬国連の取り組み】（ 14:10 ～14:30 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 
  今回の模擬国連の取り組みについて、中心になって取り組んだ生徒の代表

がプレゼンテーションを行います。 
 
※質疑応答 

 
【講評】（ 14:30 ～14:50 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 
    本校 SGH 運営指導委員より。 
 
【挨拶】（ 14:50～15:00 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 
     
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
【懇談会・情報交換会】（ 15:10～16:00 同窓会館２階 Peace Square ） 
    発表会終了後、本校 SGH 委員との懇談会並びに情報交換会を行います。 

茶菓子なども用意しております。お時間のある方はぜひご参加ください。 
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2018 年度第 2 回 SGH 運営指導委員会  
 
日時：2018 年 11 月 10 日（土）15:30～16:50 
会場：理事室 
参加者： 
＜運営指導委員＞ 梶田叡一 桃山学院教育大学学長・米田伸次 日本ユネスコ協会連盟顧問 

・朝野富三 宝塚大学特任教授 
＜関西創価高校＞ 武田 豊 学園長・杉本規彦 校長・千葉一夫 参事・桝田尚之 参事 
＜管理機関代表＞ 中西 均 創価教育副センター長 
 
議事録： 
――― 本日は、長時間にわたり模擬国連をはじめ本校 SGH プログラムの生徒の発表を見ていただき、

心から感謝申し上げたい。そして、今日の発表会をご覧になられた感想ならびにご指導を賜りたい。 
 
〇今日の模擬国連を見て、１７～１８歳というそれぞれの自己主張もある難しい時期に、学年全員の生

徒が参加して、皆で協力し合いながら模擬国連の活動が成立しているというのは稀有なことであると

思う。 
 
〇FW のプレゼンについては、質疑応答の際、来校者の質問に対してすぐに答えることができていた点

にとても感心した。 
 
〇来年度は SGH の最終年度になる。SGH が終わってからのその先をどのように考えているのか、方向

性などをお聞きしたい。 
 
〇これまでも言ってきたことであり、さきほどの米田先生の講評の中でもあったが、地域とのつながり

を持つということが大切であると感じている。また、異なった価値観との接点を増やすことにさらな

る努力をしていただきたいと思う。というのは、関西創価高校は良い意味で均質化しており、悪く言

うと異文化や異なったものを受容していくことに関して、ややもすると学校側がその姿勢を厳しくし

てしまうということがあるのではないかという懸念があるからである。 
 
〇本校 SGH の取り組みに対する課題として挙げられていた中の１つに、中位～下位層の生徒をどのよ

うに底上げしていくかという項目があった。SGH プログラムを全校あげて取り組んでいる故の悩み

であると思うが、関西創価の教育方針である「健康な英才主義」、「人間性豊かな実力主義」をもとに、

ただ引き上げるというだけではないアプローチの仕方で目配りしてあげてほしいと思う。 
 
〇関西創価高校の教育に敬意を表する。教育というのは、生徒の変容が勝負でありすべてであると考え

ている。今日もそうだが、いつも関西創価高校の生徒たちの素晴らしさを実感している。ところが、

毎年出されている報告書を見てみると、その中のアンケートの設問や分析では、生徒の変容をつかみ

切れていないと思う。生徒の内面にまで食い込んでいないというもどかしさを感じている。 

【本校の取り組みについて】（ 13:55 ～14:10 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 
校長より、本校の SGH の取り組みについて紹介いたします。 
全ての課題研究推進の土台としての Active Learning を全教科の授業に導

入し、①GRIT（全校生徒を対象とした探究型総合学習プログラム）、②SP（希

望者による放課後の特別授業プログラム）、③Learning Cluster（２・３年生

の希望者から選抜されたメンバーが英語で地球的課題に取り組むプログラム）

という３つの SGH プログラムを実施しています。また、GRIT 等で学び、研

究した内容を深めるためのフィールドワーク（FW）も国内と海外で行ってい

ます。 
 
 
【模擬国連の取り組み】（ 14:10 ～14:30 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 
  今回の模擬国連の取り組みについて、中心になって取り組んだ生徒の代表

がプレゼンテーションを行います。 
 
※質疑応答 

 
【講評】（ 14:30 ～14:50 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 
    本校 SGH 運営指導委員より。 
 
【挨拶】（ 14:50～15:00 同窓会館３階 IKEDAHALL ） 
     
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
【懇談会・情報交換会】（ 15:10～16:00 同窓会館２階 Peace Square ） 
    発表会終了後、本校 SGH 委員との懇談会並びに情報交換会を行います。 

茶菓子なども用意しております。お時間のある方はぜひご参加ください。 
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〇関西創価高校が SGH を引き受けられた基本的な目的は、達成されたと思う。日本における一国平和

主義を乗り越え、全地球的視野で考える人を育てるために SGH は必要な教育施策である。その意味

で、今回の模擬国連の取り組みにおいて、生徒の皆さんが水問題をテーマにいろいろな国の状況を調

べ、日本という枠を超えた全地球的視野で一生懸命に考えて交渉している様子を拝見して、問題意識

とか視点の持ち方等、日本の当たり前の世界を越えたグローバルな認識が育ってきていると感じた。

御校が SGH を引き受けられて取り組んできた大きな目標が実現しつつあると思う。  
 
〇次のステップとして、２つ考える必要がある。１つは SGH 後の文科省が提示するプログラムに参画

するかどうかも含めて、SGH の指定終了後の取り組みについて。もう１つは、関西創価としての教育

の発展についてであり、これがより本質的な問題であると思う。つまり、どのようにしたら受けた教

育や学んだことが自分事になるかということである。そのために大切なことは、教育そのものの内容

をより一層深めて、その学びが生徒の実感・納得・本音に結びつくようにすることである。知識や思

考力・問題解決力といった能力をもつことも大事であるが、その能力を自分の志のために使いこなせ

る人間になることがより大事なことである。次期学習指導要領の中で謳われている「学びに向かう力・

人間性の涵養」というのも、まさしくそのことを言っている。将棋で言うと、有能なコマをつくる教

育ではなく、有能な指し手を育てる教育が大切である。将来、国際機関で働きたいという生徒が、約

４割に増えたというのは素晴らしいことである。これまで国際教育に取り組んできた関西創価ならで

はのこと。国際機関で働くにも、英語ができることや様々なことを知っているという知識や能力以上

に、人間性が大事になってくる。創価教育の核心的部分でもある「豊かな人間性」とは、自分の志を

大切にすること、他人の不幸を見逃さないことであり自らの痛みとして感じること、ましてやその上

に自分の幸福は築かないということであると理解している。まさに、創立者池田先生が言われている

このことが大切であり、今後、この点にさらに力を入れた教育を推進していってほしいと思う。 
 
〇具体的な提案として、次の２つを挙げたい。 

①発展途上国出身の高校生を仲間に入れることはできないかということ。少人数でも入学させること

ができれば、生徒にとっても教師にとっても世界の実情を知る良い機会を得ることになると思う。そ

のような生徒がいれば、模擬国連などの際にも実情を語ることを通して、自分にとっての当たり前が

いかに違うかということを生徒も教師も実感できると思う。 
②新学習指導要領の中にある「探究」という活動を、学校としてどう組織できるかを先生方で真剣に

考え取り組んでもらいたいということ。関西創価高校は、国際的な教育の面では大きな成果をあげら

れたと思う。次に、新学習指導要領に向かって各教科の取り組みも進めていかれると思うが、国際的

な面だけでなく「探究」という活動をどう組織できるか、キーコンピテンシーという理念、すなわち

「現実性のある問題解決能力」をどう実現するかを考え、取り組んでもらいたい。単なる物知りでは

なく、普通の活用能力をもっているだけでなく、新たにクリエイティブに手がかりを探し求めながら

問題を解決していく力をもった生徒を育てるということ。今日の模擬国連などまさにそうだったが、

南スーダンの担当にあたった生徒は大変、調べてもなかなか情報が出てこない、その中で一生懸命頑

張っていた。そのような苦労をすること自体が大事なのである。新学習指導要領のねらいは、基本的

情報の発掘から始まって、どういう原理原則で追及し解決していったらよいか等を考えていくことの

できるたくましい人間を育てる教育である。それは関西創価高校の建学の理念でもあると思うが、新

学習指導要領の改訂を機に、今一度、先生方で思いを新たにして取り組まれたらいいのではないか。 

〇模擬国連に関連して言うと、【問８】「国際的合意形成について関心があるか」関心がある４８％、「合

意形成の難しさの認識はどうか」６３％が難しいと率直に答えている。ここで一体、模擬国連の何を

問いたいのかがはっきりしていない。これだけ素晴らしい取り組みをしているのだが、この模擬国連

で何を学んだのかということが見えてこない。報告書には模擬国連のねらいについて、コミュニケー

ションスキルを学ばせると書いてあるが、合意形成が難しいという実感だけで止まっており、問題解

決のために何が求められているのかについて掘り下げがなされていないと感じる。 
 
〇【問２１】「ディカッション能力が向上したか」生徒たちは向上したと言っている。しかし、果たして

生徒の変容を測るのに、向上したかというその問いかけでよいのかどうかということ。特に気になる

のは、設問にディスカッション＝対話力と書かれている。本当にイコールなのか。対話の一つの定義

としては、否定しないで相手の話をよく聞いて自分の話をきっちりと伝える、そして違いとともに共

通点を発見し、それを強みに変えていくことであると思う。模擬国連の取り組みでは、それぞれの国

に違いがありエゴがある、それをうまく調整していくという中で、生徒たちは「難しい」との実感を

もったが、それだけでいいのかということ。それをどう突き破っていくのか。模擬国連だけでなく、

身近な自分たちの日常生活の中にもある様々なぶつかり合いをどう解決していくのかというところ

まで落とし込みながら、対話というものの大切さをどう学ばせていくかが課題であると思う。 
 
〇GRIT について【問１６】「グローバルイシューについて関心を持ったか」８０％が持ったと答えた。

これは高い数値である。これはプログラムの内容が良いから当然であると思う。しかし、【問１７】で

グローバルイシューの解決に関わりたいと答えた生徒の割合が、関心を持った生徒の割合に対してか

なり低い。これは前の年もそうである。アンケートの分析を見ると、この結果は何故なのだろうとい

うところの詰めがない。関心を持った生徒が多いというところで満足して止まってしまっていると思

う。また、関わりたいと思った理由について、他国に起こったことは自分と関係があると感じた、苦

しむ人を救いたい、助け合うことが大切だと感じた、というところに〇をつけさせている。他人事と

までは言わないにしても、表面的であると思う。これで本当に行動につながっていくのか、掘り下げ

がなされていないところが課題であると思う。身の回りのことに積極的に関わろうという気持ちをも

ったわけはとの問いに対しても、感じた・思うというかたちで処理されている。なぜ子供たちは、関

心は持ったけれども関わろうとしないのか、つまり頭の方ではかなり理解が進んだが、実際に行動に

移すエネルギーにまでなっていないという点が気になる。 
 
〇足元の問題を自分事化していくことが世界につながるし、世界市民を育む一番の基本であると思う。

深い学びとは、すべて自分事化していく中にあるという視点を指導者に持ってもらいたい。当校の課

題として、全体的にもう一つ教育に対する掘り下げが薄くなっているという点がある。知的なレベル

は上がってきてはいるが、何かが欠けてしまっているように思う。国際模擬国連に参加した生徒たち

は、口々に「大事なことは人間性なんだ。グローバルなリーダーというのは、どういう人間か、その

人間の在り方が問われる」ということを学んできたと言っている。当校は、非常によく頑張っておら

れる。その頑張りを十分わかった上で、あえて今後の課題ということで言わせてもらった。 
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〇関西創価高校が SGH を引き受けられた基本的な目的は、達成されたと思う。日本における一国平和

主義を乗り越え、全地球的視野で考える人を育てるために SGH は必要な教育施策である。その意味

で、今回の模擬国連の取り組みにおいて、生徒の皆さんが水問題をテーマにいろいろな国の状況を調

べ、日本という枠を超えた全地球的視野で一生懸命に考えて交渉している様子を拝見して、問題意識

とか視点の持ち方等、日本の当たり前の世界を越えたグローバルな認識が育ってきていると感じた。

御校が SGH を引き受けられて取り組んできた大きな目標が実現しつつあると思う。  
 
〇次のステップとして、２つ考える必要がある。１つは SGH 後の文科省が提示するプログラムに参画

するかどうかも含めて、SGH の指定終了後の取り組みについて。もう１つは、関西創価としての教育

の発展についてであり、これがより本質的な問題であると思う。つまり、どのようにしたら受けた教

育や学んだことが自分事になるかということである。そのために大切なことは、教育そのものの内容

をより一層深めて、その学びが生徒の実感・納得・本音に結びつくようにすることである。知識や思

考力・問題解決力といった能力をもつことも大事であるが、その能力を自分の志のために使いこなせ

る人間になることがより大事なことである。次期学習指導要領の中で謳われている「学びに向かう力・

人間性の涵養」というのも、まさしくそのことを言っている。将棋で言うと、有能なコマをつくる教

育ではなく、有能な指し手を育てる教育が大切である。将来、国際機関で働きたいという生徒が、約

４割に増えたというのは素晴らしいことである。これまで国際教育に取り組んできた関西創価ならで

はのこと。国際機関で働くにも、英語ができることや様々なことを知っているという知識や能力以上

に、人間性が大事になってくる。創価教育の核心的部分でもある「豊かな人間性」とは、自分の志を

大切にすること、他人の不幸を見逃さないことであり自らの痛みとして感じること、ましてやその上

に自分の幸福は築かないということであると理解している。まさに、創立者池田先生が言われている

このことが大切であり、今後、この点にさらに力を入れた教育を推進していってほしいと思う。 
 
〇具体的な提案として、次の２つを挙げたい。 

①発展途上国出身の高校生を仲間に入れることはできないかということ。少人数でも入学させること

ができれば、生徒にとっても教師にとっても世界の実情を知る良い機会を得ることになると思う。そ

のような生徒がいれば、模擬国連などの際にも実情を語ることを通して、自分にとっての当たり前が

いかに違うかということを生徒も教師も実感できると思う。 
②新学習指導要領の中にある「探究」という活動を、学校としてどう組織できるかを先生方で真剣に

考え取り組んでもらいたいということ。関西創価高校は、国際的な教育の面では大きな成果をあげら

れたと思う。次に、新学習指導要領に向かって各教科の取り組みも進めていかれると思うが、国際的

な面だけでなく「探究」という活動をどう組織できるか、キーコンピテンシーという理念、すなわち

「現実性のある問題解決能力」をどう実現するかを考え、取り組んでもらいたい。単なる物知りでは

なく、普通の活用能力をもっているだけでなく、新たにクリエイティブに手がかりを探し求めながら

問題を解決していく力をもった生徒を育てるということ。今日の模擬国連などまさにそうだったが、

南スーダンの担当にあたった生徒は大変、調べてもなかなか情報が出てこない、その中で一生懸命頑

張っていた。そのような苦労をすること自体が大事なのである。新学習指導要領のねらいは、基本的

情報の発掘から始まって、どういう原理原則で追及し解決していったらよいか等を考えていくことの

できるたくましい人間を育てる教育である。それは関西創価高校の建学の理念でもあると思うが、新

学習指導要領の改訂を機に、今一度、先生方で思いを新たにして取り組まれたらいいのではないか。 

〇模擬国連に関連して言うと、【問８】「国際的合意形成について関心があるか」関心がある４８％、「合

意形成の難しさの認識はどうか」６３％が難しいと率直に答えている。ここで一体、模擬国連の何を

問いたいのかがはっきりしていない。これだけ素晴らしい取り組みをしているのだが、この模擬国連

で何を学んだのかということが見えてこない。報告書には模擬国連のねらいについて、コミュニケー

ションスキルを学ばせると書いてあるが、合意形成が難しいという実感だけで止まっており、問題解

決のために何が求められているのかについて掘り下げがなされていないと感じる。 
 
〇【問２１】「ディカッション能力が向上したか」生徒たちは向上したと言っている。しかし、果たして

生徒の変容を測るのに、向上したかというその問いかけでよいのかどうかということ。特に気になる

のは、設問にディスカッション＝対話力と書かれている。本当にイコールなのか。対話の一つの定義

としては、否定しないで相手の話をよく聞いて自分の話をきっちりと伝える、そして違いとともに共

通点を発見し、それを強みに変えていくことであると思う。模擬国連の取り組みでは、それぞれの国

に違いがありエゴがある、それをうまく調整していくという中で、生徒たちは「難しい」との実感を

もったが、それだけでいいのかということ。それをどう突き破っていくのか。模擬国連だけでなく、

身近な自分たちの日常生活の中にもある様々なぶつかり合いをどう解決していくのかというところ

まで落とし込みながら、対話というものの大切さをどう学ばせていくかが課題であると思う。 
 
〇GRIT について【問１６】「グローバルイシューについて関心を持ったか」８０％が持ったと答えた。

これは高い数値である。これはプログラムの内容が良いから当然であると思う。しかし、【問１７】で

グローバルイシューの解決に関わりたいと答えた生徒の割合が、関心を持った生徒の割合に対してか

なり低い。これは前の年もそうである。アンケートの分析を見ると、この結果は何故なのだろうとい

うところの詰めがない。関心を持った生徒が多いというところで満足して止まってしまっていると思

う。また、関わりたいと思った理由について、他国に起こったことは自分と関係があると感じた、苦

しむ人を救いたい、助け合うことが大切だと感じた、というところに〇をつけさせている。他人事と

までは言わないにしても、表面的であると思う。これで本当に行動につながっていくのか、掘り下げ

がなされていないところが課題であると思う。身の回りのことに積極的に関わろうという気持ちをも

ったわけはとの問いに対しても、感じた・思うというかたちで処理されている。なぜ子供たちは、関

心は持ったけれども関わろうとしないのか、つまり頭の方ではかなり理解が進んだが、実際に行動に

移すエネルギーにまでなっていないという点が気になる。 
 
〇足元の問題を自分事化していくことが世界につながるし、世界市民を育む一番の基本であると思う。

深い学びとは、すべて自分事化していく中にあるという視点を指導者に持ってもらいたい。当校の課

題として、全体的にもう一つ教育に対する掘り下げが薄くなっているという点がある。知的なレベル

は上がってきてはいるが、何かが欠けてしまっているように思う。国際模擬国連に参加した生徒たち

は、口々に「大事なことは人間性なんだ。グローバルなリーダーというのは、どういう人間か、その

人間の在り方が問われる」ということを学んできたと言っている。当校は、非常によく頑張っておら

れる。その頑張りを十分わかった上で、あえて今後の課題ということで言わせてもらった。 
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2018 年度  関西創価高等学校 

スーパーグローバルハイスクール最終研究発表会 

 
【日 時】 ２０１９年２月２３日（土）13 時 ～ 16 時 
 
【会 場】 関西創価高等学校 同窓会館３階（IKEDAHALL） 

〒576—0063 大阪府交野市寺 3-20-1 
TEL 072-891-0011 FAX 072-891-0015 

 
【アクセス】・JR 学研都市線「河内磐船」駅下車 徒歩 20 分 

 ・京阪交野線「河内森」駅下車 徒歩 20 分 
         ※JR 河内磐船駅前からタクシーが利用できますが、本校と 

河内磐船駅間を学校車両にて送迎させていただきます。 
（12 時 00 分～12 時 50 分）（16 時 10 分～16 時 40 分） 

 
【研究開発構想名】 

「TRY 人の郷・交野から 平和の創造に挑戦する  
グローバルリーダー育成プログラム」 

 
【発表会の内容】 
 

12:30  13:00      13:20                    14:00  14:15      
 

 
受 
付 
 

 
 

挨 
拶 

 

生徒による課題探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

GRIT ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

 
 

休 
憩 

 

 
 
14:15                 14:35                   15:20    16:00  

 

ﾗｰﾆﾝｸﾞｸﾗｽﾀｰ 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

 

教科での取り組み紹介 
 
教員による研究まとめ報告 

 
質疑応答 

 
 
講 
演 

   

 
〇関西創価高校は、SGH とユネスコスクールの両方に取り組んでおられる。SGH は５年間と年限が決

まっているが、ユネスコスクールは期限がない。ユネスコという公のネットワークを活用して、これ

まで積み上げてこられた素晴らしい成果・考えを社会的に広げていく必要があると思う。ポスト SGH
の新しい教育を創造する方向性を示すシンポジウムなどを企画してもよいのではないか。 

 
〇今日のプログラムでは、午前と午後の内容を入れ替えた方がよいのではないかと感じた。つまり、午

前中に GRIT の説明やプレゼンを行い、午後から模擬国連を実施する。その方が、来校者にわかりや

すかったのではないかと思う。この素晴らしい教育内容をまず地元に広げていき、世界に広げていっ

てほしい。そのためにも、外から来られた方にわかりやすい発表の仕方を工夫してほしい。 
 
〇御校は、広報の仕方も控え目で遠慮しているように見える。内容が素晴らしいので、一度来るとファ

ンになる人が多くいるのは事実である。なので、もっと外に打って出ればよいと思う。 
 
――― 先生方のご期待にしっかりお応えできるように、またよく協議してやってまいりたい。長時間

にわたりご指導をいただき、誠に有難く感謝している。いくつか宿題も頂戴したので、今日のご指導を

SGH 委員会のメンバーに伝え共有し、皆で練り込んでいきたい。それが、まさにわれわれ教員としての

学びに向かう力であり人間性の涵養になると考えている。確認し合っているのは、学びに向かう力、い

かに学びをつくるか、学びをどうつなげるか、どう学び続けるかという観点で、いろいろな取り組みを

行っているということ。多岐にわたる今日のご指導をしっかりまとめ、今後に活かしてまいりたい。 
 
――― 長時間にわたり貴重なご意見・ご指導を賜り、誠に有難く感謝している。今後も団結してご期

待にお応えできるように、改革・刷新という新たな決意で頑張ってまいりたい。 
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2018 年度  関西創価高等学校 

スーパーグローバルハイスクール最終研究発表会 
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TEL 072-891-0011 FAX 072-891-0015 

 
【アクセス】・JR 学研都市線「河内磐船」駅下車 徒歩 20 分 

 ・京阪交野線「河内森」駅下車 徒歩 20 分 
         ※JR 河内磐船駅前からタクシーが利用できますが、本校と 

河内磐船駅間を学校車両にて送迎させていただきます。 
（12 時 00 分～12 時 50 分）（16 時 10 分～16 時 40 分） 
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〇関西創価高校は、SGH とユネスコスクールの両方に取り組んでおられる。SGH は５年間と年限が決

まっているが、ユネスコスクールは期限がない。ユネスコという公のネットワークを活用して、これ

まで積み上げてこられた素晴らしい成果・考えを社会的に広げていく必要があると思う。ポスト SGH
の新しい教育を創造する方向性を示すシンポジウムなどを企画してもよいのではないか。 

 
〇今日のプログラムでは、午前と午後の内容を入れ替えた方がよいのではないかと感じた。つまり、午

前中に GRIT の説明やプレゼンを行い、午後から模擬国連を実施する。その方が、来校者にわかりや

すかったのではないかと思う。この素晴らしい教育内容をまず地元に広げていき、世界に広げていっ

てほしい。そのためにも、外から来られた方にわかりやすい発表の仕方を工夫してほしい。 
 
〇御校は、広報の仕方も控え目で遠慮しているように見える。内容が素晴らしいので、一度来るとファ

ンになる人が多くいるのは事実である。なので、もっと外に打って出ればよいと思う。 
 
――― 先生方のご期待にしっかりお応えできるように、またよく協議してやってまいりたい。長時間

にわたりご指導をいただき、誠に有難く感謝している。いくつか宿題も頂戴したので、今日のご指導を

SGH 委員会のメンバーに伝え共有し、皆で練り込んでいきたい。それが、まさにわれわれ教員としての

学びに向かう力であり人間性の涵養になると考えている。確認し合っているのは、学びに向かう力、い

かに学びをつくるか、学びをどうつなげるか、どう学び続けるかという観点で、いろいろな取り組みを

行っているということ。多岐にわたる今日のご指導をしっかりまとめ、今後に活かしてまいりたい。 
 
――― 長時間にわたり貴重なご意見・ご指導を賜り、誠に有難く感謝している。今後も団結してご期

待にお応えできるように、改革・刷新という新たな決意で頑張ってまいりたい。 
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最終報告会：梶田栄一先生公演「真の国際性を育てるために」（概要）

関西創価学園は深い意味での国際性を育てるた
めに頑張っている。

大事なことを４点にまとめると。
１．活力・積極性 ２．対話力 ３．語学力 ４．
イノチとしての平等感
である。

語学はできた方がもちろんよい。しかし、科学技
術が発達すれば、機械がすぐにどこの国の言葉に
も翻訳してくれる。
したがって、国際性＝語学力と短絡的に考えては
ならない。

１．活力・積極性

これが一番大事である。関西創価の生徒は前向き
であり、積極的である。
取り組むことが有効であるから取り組むという
ものではなく、有効であろうがなかろうと取り組
むという力が必要である。
結果が出るから物事に取り組むのではない。
たいてい、うまくいかないかもしれないから、や
めておこうかとなる。
合意形成・・・なんで必要なのか？
そもそも違う意見なんて言わなきゃ合意形成な
んていらない。
身の回りの幸せ主義から言ったら、１つの人類社
会なんて考えなくてよい。
しかし、そこには国際性はない。
よってあえて、そこを考えねばならない。
若い時に異質な文化を考えさせるほうがいい。
すると、なぜだろ？と問いがでてくる。
そこから、違いが見えてきて、
最後には本質は同じであるということに気づく。
それが本当の国際性である。
うまくいくかどうか考えるのではなく、好奇心を
持つ、調べてみる、こだわってみる、
関西創価にはそれを実行する活力があふれる教
員がたくさんいる。
あらゆる場面でこのようなことを養う教育をし

ていきたい

２．対話力

これが難しい。話が盛り上がるのと、対話とは違
う。話がもりあがるけど、相手の話を聞いていな
いでは対話ではない。対話は相手の話を聞くとこ
ろから始まる。傾聴という。
国際的な場面では、自分の主張のみを言って終わ
ることがある。
しかし、そこにどういう根拠、感性があるか、背
景もろとも理解しようとしねばならない。
感性・価値観違うよねと違いを認識したのち、ど
うすればほんとの合意形成できるのかというこ
とになる。この解決策が対話である。
模擬国連の活動を何度か見せていただいたけど、
生徒は一生懸命対話を考えている。
現実の国連でやっていることをなぞっているわ
けではない。現実は弱肉強食であるが、ここでは
違う。あるべき国際社会を生徒は考えている。
日本人はそういう対話を重んじる伝統である。
わかりやすいのは聖徳太子が「我かならず賢なら
ず、彼かならず愚ならず、これ共に凡夫であるの
み」といっていることに象徴される。
この原理にたたないとだめである。
自己主張のぶつかり合いの中で、表面的に上手な
話をするのではなく、自分の主張を変形しながら、

になるにはどうしたらいいのか、という
のを考えるのが対話である
今の指導要領にある「主体的・対話的で深い」と
いうのは、ただの「話し合い」ではない。
日本の新聞・ のメディアだけ見ていたら、国
際問題をとらえることができない。
自分の強い主張をぶつけるのが対話ではないと
いうセンスを若い間に養いたい。
話あえばいいのではない。相手の立場にどこまで
耳を傾けられるのか。自分の論理を磨くのも大切
が、相手の論理を支えているものをどうやって受
け止めるかが対話的ということである。

【挨拶／本校の取り組み紹介】（13:00～13:15 ） 
校長の挨拶の後、副校長より本校の SGH の取り組みについて説明させてい

ただきます。 
全ての課題研究推進の土台としての Active Learning を全教科の授業に導

入し、①GRIT（全校生徒を対象とした探究型総合学習プログラム）、②UP（希

望者による高大連携プログラム）、③Learning Cluster (LC)（２・３年生の希

望者から選抜されたメンバーが、英語で地球的課題について取り組むプログラ

ム）という３つの SGH プログラムを実施しています。 
 
【生徒による GRIT プレゼンテーション】（13:20～14:00 ）＜２階会議室＞ 

GRIT とは、全校生徒を対象とした探究型総合学習プログラムのことで、毎

月２回の土曜登校日に実施しています。「Global Research and Inquiry Time
（地球的課題の調査と探究の時間）」の略称で、「環境」「開発」「人権」「平和」

をテーマに掲げ、地球的課題の問題解決にグループで取り組む学習や、各界で

活躍する講師によるセミナーを開催しています。 
今回は、上記のテーマと関連が深い SDGs から選んだものを研究対象とし、

今年１年間の取り組んできた研究の成果を発表します。代表生徒による４つの

グループが２会場に分かれ、下記のようにプレゼンテーションを行います。 
 

セッション①：１グループ２０分（発表１０分・質疑応答１０分）×２G 
セッション②：１グループ２０分（発表１０分・質疑応答１０分）×２G 

 
※  休憩時間（14:00～14:15）や閉会後の時間を利用して、海外フィールド 

ワークのポスター掲示等をご覧ください。 
 
【ラーニングクラスター（LC）プレゼンテーション】（14:15～14:35 ） 

ラーニングクラスターのメンバーが、課題研究のまとめとして、高校生の

視点から考えた地球的課題の解決への提言を英語で発表します。ラーニン

グ・クラスターとは、２・３年生の希望者から選抜された２２名で実施して

いる特設プログラムで、活動の全てを英語で行い、SDGs よりさらにコアな

テーマを設定して１年間課題研究を行います。今回発表するテーマは、「人権」

についてです。 
 

【教科での取り組み紹介／教員による研究まとめ報告／質疑応答】（14:35～15:20 ） 
  教科での取り組みとともに、GRIT を中心にした１年間の学びと、それを通

じて生徒がどのように変容したかについて報告をします。 
 
【講演】（15:20～16:00 ） 

本校の SGH 運営指導委員をお願いしております梶田 叡一 先生に

「真の国際性を育てるために」と題して、講演をしていただきます。 
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最終報告会：梶田叡一先生講演「真の国際性を育てるために」（概要） 

 
関西創価学園は深い意味での国際性を育てるた
めに頑張っている。 
 
大事なことを４点にまとめると。 
１．活力・積極性 ２．対話力 ３．語学力  
４．イノチとしての平等感 
である。 
 
語学はできた方がもちろんよい。しかし、科学技
術が発達すれば、機械がすぐにどこの国の言葉に
も翻訳してくれる。 
したがって、国際性＝語学力と短絡的に考えては
ならない。 
 
１．活力・積極性 

これが一番大事である。関西創価の生徒は前向き
であり、積極的である。 
取り組むことが有効であるから取り組むという
ものではなく、有効であろうがなかろうと取り組
むという力が必要である。 
結果が出るから物事に取り組むのではない。 
たいてい、うまくいかないかもしれないから、や
めておこうかとなる。 
合意形成・・・なんで必要なのか？ 
そもそも違う意見なんて言わなければ合意形成
なんていらない。 
身の回りの幸せ主義から言ったら、１つの人類社
会なんて考えなくてよい。 
しかし、そこには国際性はない。 
よってあえて、そこを考えねばならない。 
若い時に異質な文化を考えさせるほうがいい。 
すると、なぜだろ？と問いがでてくる。 
そこから、違いが見えてきて、 
最後には本質は同じであるということに気づく。 
それが本当の国際性である。 
うまくいくかどうか考えるのではなく、好奇心を
持つ、調べてみる、こだわってみる、 
関西創価にはそれを実行する活力があふれる教
員がたくさんいる。あらゆる場面でこのようなこ
とを養う教育をしていきたい。 

２．対話力 

これが難しい。話が盛り上がるのと、対話とは違
う。話がもりあがるけど、相手の話を聞いていな
いでは対話ではない。対話は相手の話を聞くとこ
ろから始まる。傾聴という。 
国際的な場面では、自分の主張のみを言って終わ
ることがある。 
しかし、そこにどういう根拠、感性があるのか、
背景もろとも理解しようとしなければならない。 
感性や価値観が違う。それらの違いを認識したの
ち、どうすれば本当の合意形成できるのかという
ことになる。この解決策が対話である。 
模擬国連の活動を何度か見せていただいたけど、
生徒は一生懸命対話を考えている。 
現実の国連でやっていることをなぞっているわ
けではない。現実は弱肉強食であるが、ここでは
違う。あるべき国際社会を生徒は考えている。 
日本人はそういう対話を重んじる伝統である。 
わかりやすいのは聖徳太子が「我かならず賢なら
ず、彼かならず愚ならず、これ共に凡夫であるの
み」といっていることに象徴される。 
この原理に立たないとだめである。 
自己主張のぶつかり合いの中で、表面的に上手な
話をするのではなく、自分の主張を変形しながら、
Win-win になるにはどうしたらいいのか、という
のを考えるのが対話である 
今の指導要領にある「主体的・対話的で深い」と
いうのは、ただの「話し合い」ではない。 
日本の新聞・TV のメディアだけ見ていたら、国
際問題をとらえることができない。 
自分の強い主張をぶつけるのが対話ではないと
いうセンスを若い間に養いたい。 
話し合えばいいのではない。相手の立場に立って
どこまで耳を傾けられるのか。自分の論理を磨く
のも大切だが、相手の論理を支えているものをど
うやって受け止めるかが対話的ということであ
る。 
 
 

 

【挨拶／本校の取り組み紹介】（13:00～13:15 ） 
校長の挨拶の後、副校長より本校の SGH の取り組みについて説明させてい

ただきます。 
全ての課題研究推進の土台としての Active Learning を全教科の授業に導

入し、①GRIT（全校生徒を対象とした探究型総合学習プログラム）、②UP（希

望者による高大連携プログラム）、③Learning Cluster (LC)（２・３年生の希

望者から選抜されたメンバーが、英語で地球的課題について取り組むプログラ

ム）という３つの SGH プログラムを実施しています。 
 
【生徒による GRIT プレゼンテーション】（13:20～14:00 ）＜２階会議室＞ 

GRIT とは、全校生徒を対象とした探究型総合学習プログラムのことで、毎

月２回の土曜登校日に実施しています。「Global Research and Inquiry Time
（地球的課題の調査と探究の時間）」の略称で、「環境」「開発」「人権」「平和」

をテーマに掲げ、地球的課題の問題解決にグループで取り組む学習や、各界で

活躍する講師によるセミナーを開催しています。 
今回は、上記のテーマと関連が深い SDGs から選んだものを研究対象とし、

今年１年間の取り組んできた研究の成果を発表します。代表生徒による４つの

グループが２会場に分かれ、下記のようにプレゼンテーションを行います。 
 

セッション①：１グループ２０分（発表１０分・質疑応答１０分）×２G 
セッション②：１グループ２０分（発表１０分・質疑応答１０分）×２G 

 
※  休憩時間（14:00～14:15）や閉会後の時間を利用して、海外フィールド 

ワークのポスター掲示等をご覧ください。 
 
【ラーニングクラスター（LC）プレゼンテーション】（14:15～14:35 ） 

ラーニングクラスターのメンバーが、課題研究のまとめとして、高校生の

視点から考えた地球的課題の解決への提言を英語で発表します。ラーニン

グ・クラスターとは、２・３年生の希望者から選抜された２２名で実施して

いる特設プログラムで、活動の全てを英語で行い、SDGs よりさらにコアな

テーマを設定して１年間課題研究を行います。今回発表するテーマは、「人権」

についてです。 
 

【教科での取り組み紹介／教員による研究まとめ報告／質疑応答】（14:35～15:20 ） 
  教科での取り組みとともに、GRIT を中心にした１年間の学びと、それを通

じて生徒がどのように変容したかについて報告をします。 
 
【講演】（15:20～16:00 ） 

本校の SGH 運営指導委員をお願いしております梶田 叡一 先生に

「真の国際性を育てるために」と題して、講演をしていただきます。 
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2018 年度第３回 SGH 運営指導委員会  
 
日時：2019 年 2 月 23 日（土）16:00～16:50 
会場：理事室 
参加者： 
＜運営指導委員＞ 梶田叡一 桃山学院教育大学学長・米田伸次 日本ユネスコ協会連盟顧問 

・朝野富三 宝塚大学特任教授 
＜関西創価高校＞ 武田 豊 学園長・杉本規彦 校長・大月 昇 副校長 

千葉一夫 参事・桝田尚之 参事・小山 弘 教諭 
＜管理機関代表＞ 太田総一郎 創価教育センター長・中西 均 副センター長 

狩野俊一参事 
 
議事録： 
〇平和の問題について。日本が第二次世界大戦になぜ負けたか、なぜ戦争が起きたのか、その教訓を生

かすことが大事だ。明治の教育は、人間性のないエリート、心なきエリートを育てる教育だったのでは

ないか。そこで得た教訓は、戦後も生かされてはいないのではないかと危惧する。事実、経済でも同じ

ことをしているのではないか。 
 
〇関西創価高等学校が、SGH の取り組みを通じて、平和を創造するリーダーを育成していることは、ほ

んとうにすばらしい。SGH の目標として謳っている「使命感」「共感力」「問題解決への想像力」をどう

育てるか。そこが一番重要だ。米田先生がおっしゃっている生徒の変容こそ、その証明となる。生徒に

変容をもたらすためにも、まず気づくことだ。そして、わかることだ。意味だったり、時に使命だった

り。そこから変化が始まる。 
 
〇変化を促すには、「梃子（テコ）」になるものが必要だろう。社会的な課題をどう自分自身に結びつけ

られるか。他人事ではなく、自分自身の問題にどう関連づけられるのか。自分自身の身近な問題との関

連性がわかるようになることだ。身近なところへのまなざしをどう向けていくか。異質なもの（例えば、

人、文化、制度）への「理解」、それを受け入れる「受容」、一緒にやっていく「共生」。「理解」と「受

容」と「共生」が必要。「分断」と「対立」から「融和」と「連帯」へとどう持って行くか。これが「梃

子」になると思う。学園生の特性は、真面目・純粋。それゆえに落とし穴に落ちることもあるかもしれ

ない。そこに気をつけながらどう教育するか。純粋ゆえの危険性がある。エリート教育によくある問題

だ。創価学園ならではの価値観の均質性をよくよく踏まえた上での教育が大切だ。 
 
〇私学は、地元の学校と感じられることが少ない。地域に根ざし、地域性を広げることだ。また、他校

との交流の機会を持つことだ。違う価値観を持つ人との交流を積極的に持つことだ。そして、体験を積

むこと。知識だけではなく、体験として持っていることが大事だ。LGBT を探究したプレゼンテーショ

ンがあった。男女の役割の違いをどう見ているのか。探究に際しては、他人事として見てやっているの

かもしれない。しっかりとグループ内で話し合ったのだろうか。ボランティアに積極的に参加するなど、

学校の外で、さまざまなことに触れる機会を設けることが必要なのではないだろうか。 

３．語学力 

語学は大切である。しかしいろいろな言葉を流暢
にしゃべることが国際性であるという誤解をも
たないようにしなければならない。 
小学校低学年で英語をやるようになったのはな
ぜか。それは必要だからである。 
カンボジアはかつて内戦をし、知識人を殺した。 
そのため、現在、学校教育は水準が回復しない。 
読み・書き・計算をどうするかと考えている。 
体育・音楽・美術などはやっていない。 
しかし、そこに２年前から英語のカリキュラムを
入れた。 
日本の指導要領は、どこの国でも同じ年齢でやっ
ていることを同じようにやるように作成した。 
「ゆとり」から抜け出すための指導要領をつくっ
たとき、どこの国でも学んでいることは日本でも
学ばなければならないとした。 
日本だけが、円周率がおよそ３でいいわけがない。 
英語のことを悪く言っていたのが、フランスとス
ペインであった。 
かつて、フランスで街頭の屋台でハウマッチとい
っても、無視をされた。しかし今はそのフランス
で、小１から英語を始めて、英語で通じるように
なった。スペインも同様。 
日本も遅ればせながら、世界の共通語である英語
を最低限は学ばなければならない。必要不可欠だ
が、これが国際性と思ってはいけない。 
アジアの国は早くから英語をすごく学んでいる。
中国では子供たちと英語で話すことができる。 
英語が世界共通語になったので、身につけさせな
ければならない。しかし、それが国際性ではない。 
 
４．イノチとしての平等感 

このことが、一番難しいことである。 
例えば、何を食べるかは違っていても、食事とい
う行為が命を支えるということでは同じである、
ということである。味付けの工夫は国ごとにある。
しかし、食物を組み合わせて、体の中に入れてい
かないと死んでしまう。 
見かけ、生活様式、こだわりなど違っても、みな
同じ人間であるということに気づくこと、これが
国際性である。 

これがわからないと、表面的な合意はあるが、深
い意味で世界市民にはならない。世界中が同じだ
ということを実感として言えるようにならなけ
ればならない。 
音楽であっても、今、日本ではヨーロッパの特定
のある地域の音楽をクラシックとしている。しか
し、アジア・アラブの国にいけば、いろんな音楽
がある。現在、指導要領改訂によって、日本固有
の音楽を学ぶようになった。雅楽とクラシックは
不協和音の使い方などで大きく違う。 
本当の国際性とは好奇心を多くもち、積極的に関
心をもっていかなければ養われない。 
今、ベネズエラに何が起きているのかを知らなく
たって生きていくことはできる。しかし、現実は
そこに悲惨なことが起きているということを知
っているかである。ほかにも、IS に対しては最後
の戦いが今行われている、ということなどは報じ
られていない。 
好奇心を燃やして、いいことだけでなく、いやな
ことも認識の中に閉じ込めて、お互いにすり合わ
せて、相手の背景をできるだけ聞き取ることが必
要である。 
 
様々な多様性があるが、そこには一つの命がある。 
このことが国際性ということである。これを小学
生から大学生まで育てていきたい。これこそ、
SGH の教育的意味であると思う。 
 
文部科学省も、ここまでできるというモデルを出
していく。どの学校でやれることではないが、ヒ
ントになる。 
人類が同じように手をつないで生きていくため
に、具体的にどういう活動を行うかは、それぞれ
の学校のやりようがある。無理してはいけない。 
でも、この４項目は共通すべきポイントである。 
様々なヒントを得て、輪が広がっていくといいと
思う。 
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2018 年度第３回 SGH 運営指導委員会  
 
日時：2019 年 2 月 23 日（土）16:00～16:50 
会場：理事室 
参加者： 
＜運営指導委員＞ 梶田叡一 桃山学院教育大学学長・米田伸次 日本ユネスコ協会連盟顧問 

・朝野富三 宝塚大学特任教授 
＜関西創価高校＞ 武田 豊 学園長・杉本規彦 校長・大月 昇 副校長 

千葉一夫 参事・桝田尚之 参事・小山 弘 教諭 
＜管理機関代表＞ 太田総一郎 創価教育センター長・中西 均 副センター長 

狩野俊一参事 
 
議事録： 
〇平和の問題について。日本が第二次世界大戦になぜ負けたか、なぜ戦争が起きたのか、その教訓を生

かすことが大事だ。明治の教育は、人間性のないエリート、心なきエリートを育てる教育だったのでは

ないか。そこで得た教訓は、戦後も生かされてはいないのではないかと危惧する。事実、経済でも同じ

ことをしているのではないか。 
 
〇関西創価高等学校が、SGH の取り組みを通じて、平和を創造するリーダーを育成していることは、ほ

んとうにすばらしい。SGH の目標として謳っている「使命感」「共感力」「問題解決への想像力」をどう

育てるか。そこが一番重要だ。米田先生がおっしゃっている生徒の変容こそ、その証明となる。生徒に

変容をもたらすためにも、まず気づくことだ。そして、わかることだ。意味だったり、時に使命だった

り。そこから変化が始まる。 
 
〇変化を促すには、「梃子（テコ）」になるものが必要だろう。社会的な課題をどう自分自身に結びつけ

られるか。他人事ではなく、自分自身の問題にどう関連づけられるのか。自分自身の身近な問題との関

連性がわかるようになることだ。身近なところへのまなざしをどう向けていくか。異質なもの（例えば、

人、文化、制度）への「理解」、それを受け入れる「受容」、一緒にやっていく「共生」。「理解」と「受

容」と「共生」が必要。「分断」と「対立」から「融和」と「連帯」へとどう持って行くか。これが「梃

子」になると思う。学園生の特性は、真面目・純粋。それゆえに落とし穴に落ちることもあるかもしれ

ない。そこに気をつけながらどう教育するか。純粋ゆえの危険性がある。エリート教育によくある問題

だ。創価学園ならではの価値観の均質性をよくよく踏まえた上での教育が大切だ。 
 
〇私学は、地元の学校と感じられることが少ない。地域に根ざし、地域性を広げることだ。また、他校

との交流の機会を持つことだ。違う価値観を持つ人との交流を積極的に持つことだ。そして、体験を積

むこと。知識だけではなく、体験として持っていることが大事だ。LGBT を探究したプレゼンテーショ

ンがあった。男女の役割の違いをどう見ているのか。探究に際しては、他人事として見てやっているの

かもしれない。しっかりとグループ内で話し合ったのだろうか。ボランティアに積極的に参加するなど、

学校の外で、さまざまなことに触れる機会を設けることが必要なのではないだろうか。 

３．語学力

語学は大切である。しかしいろいろな言葉を流ち
ょうにしゃべることが国際性であるという誤解
をもたないようにしなければならない。
小学校低学年で英語をやるようになったのはな
ぜか。それは必要だからである。
カンボジアはかつて内戦をし、知識人を殺した。
そのため、現在、学校教育は水準が回復しない。
読み・書き・計算をどうするかと考えている。
体育・音楽・美術などはやっていない。
しかし、そこに２年前から英語のカリキュラムを
入れた。
日本の指導要領は、どこの国でも同じ年齢でやっ
ていることを同じようにやるように作成した。
「ゆとり」から抜け出すための指導要領をつくっ
たとき、どこの国でも学んでいることは日本でも
学ばなければならないとした。
日本だけが、円周率がおよそ３でいいわけがない。
英語は汚いと言っていたのが、フランスとスペイ
ンであった。
かつて、フランスで街頭の屋台でハウマッチとい
っても、無視をされた。しかし今はそのフランス
で、小１から英語を始めて、英語で通じるように
なった。スペインも同様。
日本も遅ればせながら、世界の共通語である英語
を最低学ばなければならない。必要不可欠だが、
これが国際性と思ってはいけない。
アジアの国は早くから英語をすごく学んでいる。
中国では子供たちと英語で話すことができる。
英語が世界共通語になったので、身につけさせな
ければならない。しかし、それが国際性ではない。

４．イノチとしての平等感

このことが、一番難しいことである。
例えば、何を食べるかは違っていても、食事とい
う行為が命を支えるということでは同じである、
ということである。味付けの工夫は国ごとにある。
しかし、食物を組み合わせて、体の中にいれてい
かないと死んでしまう。
見かけ、生活様式、こだわりなど違っても、みな
同じ人間であるということに気づくこと、これが
国際性である。

これがわからないと、表面的な合意はあるが、深
い意味で世界市民にはならない。世界中が同じだ
ということを実感として言えるようにならなけ
ればならない。
音楽であっても、今、日本ではヨーロッパの特定
のある地域の音楽をクラシックとしている。しか
し、アジア・アラブの国にいけば、いろんな音楽
がある。現在、指導要領改訂によって、日本固有
の音楽を学ぶようになった。雅楽とクラシックは
不協和音の使い方などで大きく違う。
本当の国際性とは好奇心を多くもち、積極的に関
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生から大学生まで育てていきたい。これこそ、

の教育的意味であると思う。

文部科学省も、ここまでできるというモデルを出
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ントになる。
人類が同じように手をつないで生きていくため
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思う。
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ることを学ぶ」「為すことを学ぶ」「共生」「to be＝人間として生きることを学ぶ」。これを踏まえながら、

ユネスコが２０世紀の後半から出してきたものが「シチズンシップの概念」。その中で大切にしている

ことは、人権・命の尊厳だった。ESD の中には、この点がしっかり出ていなかった。持続可能な社会を

作るだけだった。しかし、ここで確認された四つの学びを中心に据えることになった。まさに「シチズ

ンシップ教育」こそ、関西創価がやっている教育（世界市民教育）だ。関西創価の教育は、先取りして

いる。誇りとせよ。 
 
〇21 世紀の教育の基本。それは、人間としてどう生きるか（＝to be）。それを支えるのは、学園が取り

組んでいる 4 つの枠（「環境」「開発」「人権」「平和」）は、人間としてどう生きるかを問いかけるもの

だ。世界的な動きに学園の取り組みが重なる。ユネスコが提唱した教育は、人間としてどう生きること

を前面に出している。「生命の尊厳」をユネスコが国際的に位置づけた。4 つの柱は、人間としてどう生

きるか。今の世界には、ESD に取り組むに当たり、もう一つ必要なものがある。世界は ESD として５

番目が必要だととらえている。「社会をどう変えていくのか」ということ。世界の問題を自分事として取

り組む。そうすることで初めて問題解決に向かう。自分事として取り組む学びは何か。それを促すよう

な教育をどうするのか。21 世紀の学びは、SDGs を扱う以上は、世界の諸問題を自分ごととしてどう捉

えているのかが大事だ。そのように向かわせる学びは、どのようなものか。考えて欲しい。 
 
〇これらのポスト ESD の学びは、SDGs への取り組み。世界市民教育である「生命の尊厳」「生命の平

等性」。これは、SDGs の 17 項目を包括したものだ。「誰も置き去りにしない」。17 項目にみんなが注

目。SDGs のカードゲームもできている。しかし、「誰も置き去りにしない」が忘れられている。これが

落とし穴だ。これを見直すことだ。ここを押さえながら、ポスト SGH を考えること。これが地域を結

び、世界をリードしていくことになる。関西創価が今取り組んでいることについて、胸を張るべきだ。

地域・世界へと羽ばたく鍵はここにある。他校が学ぶべきことだ。 
 
〇どうやって体験を積むのか。それを重視すること。男女同権の問題。女性が妊娠・出産することをど

う見るのか。女性にしかない体験だ。これを抜きにして語ることはできない。女性の場合、これは大き

な問題だ。これを前提としないと生まない選択になってしまう。これでは社会は成り立たない。妊娠・

出産を代わってあげることはできない。社会で頑張る人こそが、自分事として考えること。 
 
〇アクティブラーニングを研究している学者のところにアクティブラーニングを教えてくれと言って

くる学校・教員は熱心だ。しかし問題があることに気づいた。表面的なことに流れ、実感・本音などが

見えてこないという点。きれいごとだけではダメだ。元気のよい女子に期待したい。運がいいとか、チ

ャンスがあるだけではダメ。人よりも重荷を背負い、頑張る気概がないとダメだ。リーダーとはそうい

いうものだ。新学習指導要領で示された学力の三要素〈生きて働く「知識・技能」の習得〉〈思考力・判

断力・表現力等〉〈学びに向かう力・人間性等〉に「人間性」と出ている。文部科学省が、「人間性の涵

養」と言っている。基礎的な学力を踏まえた上での「人間性の涵養」。これはどういうものか。こだわっ

て考えるべきだ。この学校で学んだことが何になるのか。単なる基礎学力、知識だけではなく、人間性

を高めたかどうか。「人間性の涵養」というテーマを関西創価高等学校は、もっと考えて欲しい。 
 
 

 
〇SGH もあと一年となった。仕上げの一年だ。この後をどうするのか。これまでの成果を踏まえ、開発

したプログラムを持続可能なものにすることが大事だ。文部科学省が SGH を設けた狙いは、時代の変

化に対応した人づくり（グローバルリーダーの育成）。その教育を具現する・検証するためのＳＧＨであ

って、そこで教育を開発し普遍化していく。グローバルリーダー養成の教育の内容、方法。さらにそれ

を進めていく学校の在り方を探る実験だった。それは大きな成果を挙げることができたと思う。それ故

に、次は地域社会への貢献・還元が大事なのではないか。国から助成金が出た限り、期待がかかってい

る。最後の一年のあり方は、地域社会への貢献を考えることだ。 
 
〇ポスト SGH について、意識して取り組むことだ。ESD の拠点校としてのユネスコスクール＝関西創

価高校。ESD の今は何か。2005 年から 2015 年までの 10 年間、ESD の取り組みが進められた。現在

は、ポスト ESD の時代に入っている。ユネスコは、現在、グローバルアクションプロジェクト（GAP）
を展開している。グローバルアクションプロジェクト（GAP）のポイントは何か。これからどのような

地域社会を作っていくのかということだ。新しい地域社会を作る人間を育成すること。その一人ひとり

の人間がどのような地域を作っていくのか、それはどういう地域か。温かいつながりのある地域にどう

すればなるのか。17 項目の SDGs の問題解決を図りながらつながりあい、社会を作っていく営み。こ

れがポスト ESD の方向だ。その役割を担っているのが、ユネスコスクール＝関西創価高校だ。 
 
〇関西創価高校の SGH のポイントは、GRIT（探究型総合学習）にある。これが大事だ。全校生徒が参

加している。これが大きい。さらに 4 つのキーワード（「環境」「開発」「人権」「平和」）は、2015 年に

国連が定めた SDGs の先取りをしている。その学びのポイントは、グローバルイシューに対する理解を

深めながら関心を高めている点だ。グローバルイシューとしての SDGs の 17 項目を自分事としてどう

捉えていくか。生徒達の問題意識、すなわち自分事として捉えるためにどう行動したのか。ここが評価

のポイントだ。17 の項目からなぜこれを選んだのか。私の関心はそこにある。 
 
〇過去の取り組みでは、グローバルイシューに対して知識は増えたが、問題解決のためにどう関わりた

いと思っているのか、その意識はまだまだだった。生徒の内面に変化が起こり、行動に移すまでには、

まだまだギャップがあると指摘した。しかし、今年はかなり改善されたのではないか。子どもに変化を

促すためには、調査をするためのアンケート（設問）の内容が大事だ。子どもの内面からうまく引き出

すいい質問を考えて欲しい。 
 
〇中間研究発表会で 2018 年の前半の取り組みを伺った。その際、「グローバルシチズンシップセミナ

ー」が１８回に及ぶと知った。ここで「シチズンシップ」という表現・概念を使っているところがすご

い。「グローバルシチズンシップ」をどう捉えるか。グローバル時代の人材を育成すると言っているが、

ユネスコが提起した国際理解教育をベースにしながら、ESD の実践をすることが大事だ。これが、ユネ

スコスクールの役割だ。ところが、2013 年頃から変化が起こってきた。韓国の潘基文氏が、ユネスコ協

同学校の世界会議で、ユネスコの国際理解教育を「シチズンシップ教育」と呼ぼうと提言。「シチズンシ

ップ教育」とは、敢えて言うと、人権、命の尊厳だ。1993 年のパリでの会議で日本が提案したこと、コ

ンセンサスを得たのは「共生」という概念だった。「シチズンシップ教育」とは、「平和」「人権」「民主

主義」「共生」のための教育。教育国際提言（ドロールレポート）では、21 世紀の教育のあり方は、「知
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高校ディベート部 全国ベスト 8 進出

八月四日から六日にかけて立教大学の池袋キャンパスで開催された第二十三回全国・中学

高校ディベート選手権（ディベート甲子園）に、ディベート部が四年連続出場をし、全国ベ

スト８に輝いた。

高校の論題は「日本は国会を一院制にすべきである（※参議院を廃止するものとする）。是

か非か」。現在の日本の国会は、衆議院と参議院の二院で立法を行っている。そのため、ね

じれ国会となることもあり、速やかに立法府の意志を示すことが困難になる事態を招きか

ねない。だからといって、一院制では慎重な審議を行うことができなくなるという問題があ

る。今の日本において、どのように政治を行っていくのがよいのかを様々な視点で探求する

点で、例年にもまして難しい論題であった。

エキシビジョンマッチの即興ディベートに、松元君と徳永勇人君（二年）が出場した。この

即興ディベートチームは、ベスト８で敗退した四校の、各校代表二名による計八名が肯定・

否定に分かれて行う。論題は「日本の中学校高校は修学旅行を廃止すべきである。是か非か」。

他校の生徒と協力し、ユーモアを交えてのディベートは、観客から大喝采を浴びた。本年の

全国大会では、八位以内で入賞を果たし、選手宣誓や即興ディベートなど関西創価の存在を

大きく示す大会となった。




